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闇
研
究
ノ
ー
ト

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

宮
永

孝

八
九



徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
日
本
に
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
、
年
間
数
隻
か
ら
多
い
年
で
、
十
隻
余
に
も
な
る
が
、
乗
組
員
の
中
に
は
平

戸
・
長
崎
に
到
着
後
、
ほ
ど
な
く
亡
く
な
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
商
館
に
勤
務
す
る
者
（
商
務
員
・
医
師
・
黒
人
等
）
も
不
慮

の
で
き
ご
と
や
病
い
に
よ
り
死
亡
し
た
。
不
幸
に
し
て
日
本
で
亡
く
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
例
外
を
除
く
と
、
あ
ま
り
日
本
側

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
○

日
本
を
最
初
に
訪
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
一
五
八
五
年
（
天
正
十
三
年
）
七
月
三
十
一
日
サ
ン
タ
・
ク

ル
ス
号
に
乗
っ
て
長
崎
に
や
っ
て
来
た
デ
ィ
ル
ク
。
ヘ
リ
ッ
ッ
ゾ
ー
ン
ｅ
一
『
。
【
の
①
『
『
冒
悶
屈
置
‐
］
争
宣
）
が
、
日
本
を
訪
問
し
た
蘭
人

（
１
）

第
一
号
で
あ
る
ら
し
い
。
日
蘭
修
好
の
開
始
は
、
一
六
○
○
年
四
月
十
九
日
（
慶
長
五
年
二
一
月
十
六
日
）
、
豊
後
の
白
杵
湾
に
漂
着
し
た

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
会
社
（
』
の
宛
○
鳶
の
『
目
日
⑫
目
の
三
［
山
呉
ｍ
ｎ
ｇ
ロ
ヨ
）
か
ら
東
洋
に
派
遣
さ
れ
た
蘭
船
五
隻
の
う
ち
一
隻
、
リ
ー
フ
デ
号
（
一

五
○
ト
ン
）
を
も
っ
て
噴
矢
と
す
る
。
同
船
が
他
の
僚
船
四
隻
と
と
も
に
一
五
九
八
年
六
月
二
十
七
日
本
国
を
出
帆
し
、
東
洋
へ
の
壮
途

に
上
る
う
ち
に
、
暴
風
雨
に
遭
い
、
艦
隊
は
散
り
散
り
に
な
り
、
リ
ー
フ
デ
号
だ
け
が
日
本
に
向
う
こ
と
に
決
し
、
よ
う
や
く
日
本
に
た

（
ワ
ニ

ど
り
つ
い
た
。
飢
え
と
病
気
に
よ
り
当
初
、
百
十
名
い
た
乗
組
員
は
、
白
杵
に
着
い
た
こ
ろ
一
一
十
四
名
に
へ
り
、
日
本
到
着
後
、
一
一
名
な

い
し
六
名
、
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
何
名
オ
ラ
ン
ダ
人
が
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
一
六
○
九
年
九
月
二
○
日
（
慶
長
一
四
年
八
月
二
十
二
日
）
で
あ
り
、
平
戸
商
館
時
代

は
、
一
六
四
一
年
（
寛
永
十
八
年
）
に
至
る
三
十
三
年
間
を
指
す
。
出
島
商
館
時
代
は
、
平
戸
商
館
が
廃
さ
れ
て
長
崎
に
移
っ
た
一
六
四

一
年
七
月
二
十
四
日
（
寛
永
十
八
年
六
月
十
七
日
）
よ
り
、
幕
末
（
安
政
二
年
）
ま
で
の
約
二
百
十
五
年
間
で
あ
る
。

本
稿
は
日
蘭
の
通
交
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
約
三
百
八
十
年
間
に
、
日
本
で
亡
く
な
り
、
埋
葬
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
（
黒

人
・
混
血
児
を
含
む
）
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
最
初
に
死
亡
し
た
蘭
人
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
で
な
く
、
確
言
を

は
ば
か
ら
れ
る
。



の
史
料
に
記
述
が
見
ら
れ
な
い
が
、
「
蘭
館
日
誌
」
（
］
四
目
。
□
四
日
の
四
の
【
の
『
）
を
緩
く
と
、
死
亡
例
に
つ
い
て
の
記
事
を
毎
年
数
件
か
ら

多
い
年
で
十
数
件
、
拾
い
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
戸
商
館
が
開
か
れ
て
最
初
に
死
亡
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
蘭
館
日
誌
は
、
第
八
代
商
館
長
一
一
コ
ラ
ス
・
ク
ー

ヶ
バ
ッ
ヶ
ル
（
三
８
｝
：
⑫
●
・
の
穴
の
冨
房
囚
）
が
平
戸
に
着
任
以
後
の
分
し
か
現
在
せ
ず
、
一
六
○
九
年
（
慶
長
十
四
年
）
か
ら
一
六
一
一
一

、
、
、

（
３
）

一
一
一
年
（
寛
永
十
年
）
ま
で
の
二
十
四
年
間
分
は
現
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
平
戸
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
や
っ
て
来
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
同
じ
よ

う
に
商
館
を
置
い
た
の
は
、
一
六
一
一
年
十
一
月
一
一
十
六
日
（
慶
長
十
六
年
十
月
一
一
十
五
日
）
の
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
商
館
も
業
務

日
誌
を
つ
け
て
お
る
の
で
、
蘭
館
日
誌
の
欠
落
部
分
を
多
少
と
も
埋
め
て
く
れ
る
。

『
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
」
（
一
六
一
七
年
八
月
五
日
付
）
に
よ
る
と
、
長
崎
の
近
く
に
入
津
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
の
乗
組
員
の
う
ち
数

名
は
「
水
の
欠
乏
の
た
め
死
亡
し
」
、
残
り
の
す
べ
て
も
全
員
、
壊
血
病
に
か
か
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
死
亡
し
た
乗
組
員
の
国

籍
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
り
、
水
葬
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
商
館
長
日
記
（
一
六
一
二

年
七
月
七
日
付
）
に
よ
れ
ば
、
平
戸
に
入
港
中
の
イ
ギ
リ
ス
船
で
、
ヤ
ン
・
ピ
ィ
ー
テ
ル
セ
ン
】
目
国
の
（
の
『
⑪
の
ロ
（
英
名
・
ジ
ョ
ン
・
ピ

ー
タ
ー
ソ
こ
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人
が
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ウ
ン
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
人
に
左
胸
を
小
刀
で
刺
さ
れ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

起
り
、
こ
の
日
、
商
館
内
で
評
議
会
が
開
か
れ
た
と
い
う
。
殺
さ
れ
た
蘭
人
の
死
亡
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
日
後
に
死
体
を
地
中

か
ら
堀
り
お
こ
し
て
検
視
し
た
と
い
う
か
ら
、
死
ん
だ
の
は
一
六
一
二
年
七
月
四
日
ご
ろ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
殺
害
者
の
ジ
ョ

ン
・
ロ
ウ
ン
は
同
年
七
月
九
日
に
絞
首
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
ヤ
ン
・
ピ
ィ
ー
テ
ル
セ
ン
の
埋
葬
地
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ

ら
く
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
地
」
（
〔
ゴ
の
ｇ
『
一
畳
目
ｇ
１
ｍ
－
－
ｏ
－
ｍ
ｎ
の
）
に
葬
ら
れ
た
も
の
か
。
こ
の
墓
地
跡
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い

。
Ｊ

（
１
）

が
、
「
ザ
ビ
エ
ル
記
念
碑
の
北
側
の
桑
畑
で
、
明
治
期
多
数
の
人
骨
が
耕
作
の
た
び
に
出
土
し
た
」
と
の
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
埋

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
一



葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
六
一
一
七
年
八
月
十
一
一
日
（
寛
永
四
年
六
月
三
十
一
日
）
、
台
湾
長
官
ピ
イ
ー
テ
ル
・
ノ
イ
ッ
の
秘
書
ヨ
ッ
フ
ム
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
。

（
５
）

ア
ス
］
。
。
■
曰
く
目
。
①
『
シ
ｍ
印
が
、
こ
の
日
平
戸
で
亡
く
な
っ
た
。
死
因
は
「
熱
病
」
と
だ
け
あ
る
。
ノ
ィ
ッ
の
供
を
し
て
平
戸
に
着
い

た
の
は
八
月
一
日
（
陰
暦
六
月
一
一
十
日
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
日
本
到
着
後
一
一
週
間
あ
ま
り
で
死
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
埋
葬
地
に
つ
い

て
は
定
か
で
な
く
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
地
」
（
外
人
篭
Ｉ
オ
ラ
ン
ダ
商
館
北
側
の
丘
陵
地
）
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
か
．

一
六
三
一
年
十
一
一
月
二
十
九
日
、
ピ
ィ
ー
テ
ル
・
ノ
イ
ッ
の
息
子
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ノ
イ
ッ
Ｐ
目
『
の
ロ
の
ｚ
巳
）
［
、
が
激
し
い
下
痢
の
た
め

大
村
で
死
亡
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
遺
体
を
大
村
に
埋
葬
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
が
、
返
事
を
得
ら
れ
ず
、
と
り
あ
え
ず
大
村
の
牢
獄
に

（
６
）

預
け
た
。
そ
の
後
の
遺
骸
の
処
置
に
つ
い
て
は
不
明
。

一
六
三
八
年
九
月
二
日
（
寛
永
十
五
年
七
月
一
一
十
四
日
）
付
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ー
ヶ
パ
ッ
ヶ
ル
ｚ
｛
８
’
９
⑪
ｎ
ｏ
の
戸
の
冨
冨
の
『
（
一
六
一
一
一

四
年
～
三
八
年
ま
で
平
戸
商
館
に
在
勤
）
の
日
記
に
、

と
あ
る
。

平
戸
時
代
の
蘭
館
日
誌
に
た
び
た
び
「
会
社
の
島
」
（
ｏ
Ｃ
ョ
ご
・
・
⑳
四
］
一
目
【
）
と
い
う
語
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
島
に
最
初
に
注
目
し
、

調
査
を
志
し
て
果
た
さ
な
か
っ
た
の
は
、
板
沢
武
雄
博
士
（
故
人
）
で
あ
る
。
板
沢
博
士
は
昭
和
十
五
年
九
月
、
「
和
蘭
人
の
墓
に
つ
い

マ
マ

否
Ｉ
）

夜
半
過
ぎ
に
下
級
商
務
員
ダ
ニ
エ
ル
・
レ
イ
ニ
エ
ル
セ
ン
が
当
地
の
商
館
で
死
ん
だ
。
今
日
、
相
応
の
敬
意
を
表
し
て
、
会
社
の
島
に
葬
っ
た
。

（
永
積
洋
子
訳
）

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
二



負
を
語
っ
た
。

平
戸
時
代
の
和
蘭
人
の
墓
は
平
戸
を
距
る
一
哩
の
］
。
。
×
百
四
に
あ
っ
た
。
商
館
長
］
目
『
四
二
四
⑩
の
『
四
六
の
日
記
一
六
四
二
年
一
一
一
月
八
日
〈
寛
永
一

九
年
二
月
八
日
）
彼
が
江
戸
参
府
の
帰
途
こ
の
島
の
前
を
通
過
し
た
条
に
つ
ぎ
の
如
く
記
し
て
あ
る
。

（
原
文
省
略
Ｉ
Ｉ
Ｊ
引
用
者
）

て
」
と
題
す
る
小
論
を
「
日
蘭
協
会
会
報
第
二
号
」
（
の
ち
「
日
蘭
貿
易
史
」
と
「
日
蘭
文
化
交
流
史
の
研
究
」
に
転
載
）
に
発
表
し
た
。

蘭
館
日
誌
に
「
会
社
の
島
」
と
書
か
れ
ぬ
と
き
は
、
閂
ｏ
ｎ
丙
、
目
回
や
」
◎
貝
自
国
の
名
で
出
て
く
る
。
が
、
こ
れ
ら
は
「
横
島
」
に
他
な
ら

な
い
。
板
沢
論
文
に
、

板
沢
博
士
は
昭
和
八
年
（
一
九
一
一
一
三
年
）
七
月
、
松
浦
伯
爵
の
平
戸
邸
に
滞
在
し
た
折
、
令
嗣
に
手
紙
を
出
し
、
「
横
島
」
に
つ
い
て

の
調
査
を
依
頼
し
た
。
そ
の
回
答
は
次
に
ひ
く
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
三

こ
の
あ
と
、
「
右
の
和
蘭
人
の
墓
地
が
発
見
さ
れ
る
な
ら
ば
、
日
蘭
関
係
の
遺
跡
と
し
て
平
戸
の
商
館
杜
と
並
べ
て
記
念
す
る
価
値
あ

る
も
の
と
思
う
」
と
述
べ
「
日
蘭
協
会
関
係
の
方
々
の
御
援
助
に
よ
り
是
非
近
き
将
来
実
地
を
調
査
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
」
と
抱

と
あ
る
。

北
北
東
の
風
、
船
は
強
風
に
帆
か
け
て
九
時
平
戸
を
距
る
約
一
哩
に
在
る
］
。
ｎ
画
目
ロ
の
前
を
通
過
せ
り
、
こ
の
島
は
会
社
が
長
く
そ
の
所
有
地

と
し
て
使
用
し
た
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
其
所
に
彼
等
の
家
畜
を
飼
ひ
、
且
つ
和
蘭
人
を
埋
葬
せ
り
、
そ
の
墓
は
一
箇
の
碧
い
切
石
及
び
雑
多
な
普
通

の
石
に
て
固
め
た
る
も
の
な
る
が
、
全
部
崩
壊
し
て
平
地
と
な
り
た
り
。



筆
者
が
こ
の
一
文
と
初
め
て
接
し
た
の
は
一
一
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
宇
久
島
の
蘭
人
墓
地
を
訪
ね
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
機
会
は
め
ぐ
っ
て
来
な
か
っ
た
。

じ
ま

し
か
し
、
昭
和
六
十
一
一
年
晩
秋
、
長
崎
を
訪
れ
る
用
事
が
あ
っ
た
の
で
、
一
日
同
島
に
遊
ん
だ
。
「
宇
久
島
」
（
北
松
浦
郡
宇
久
町
、
東

西
約
八
キ
ロ
、
南
北
約
七
キ
ロ
、
人
口
約
八
千
）
は
、
五
島
列
島
最
北
端
の
島
で
あ
る
。
同
島
に
行
く
に
は
、
佐
世
保
港
よ
り
九
州
商
船

た
い
ら

の
フ
ェ
リ
ー
・
ポ
ー
ト
に
乗
る
。
寄
港
地
「
平
」
ま
で
、
約
一
一
時
間
半
の
行
程
で
あ
る
。
船
は
比
較
的
お
だ
や
か
な
港
内
を
航
行
し
な
が

し
け

ら
、
徐
々
に
沖
今
□
い
に
向
う
。
外
海
に
出
る
と
波
は
あ
ら
く
、
船
の
動
揺
が
激
し
く
な
る
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
大
時
化
で
、
一
時
は

ど
う
な
る
こ
と
か
と
危
ぶ
ま
れ
た
。
筆
者
は
何
度
も
お
う
吐
を
催
し
、
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。
…
…

平
の
埠
頭
で
宇
久
町
役
場
の
住
民
課
長
田
中
稔
と
参
事
山
田
康
博
両
氏
の
出
迎
え
を
う
け
た
。
町
役
場
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
両
氏
か

ら
板
沢
論
文
に
あ
る
「
約
十
坪
位
三
角
形
」
の
墓
地
に
ま
つ
わ
る
話
を
お
聞
き
し
た
。
が
、
宇
久
島
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
言
い
伝
え
は
な

く
、
ま
た
平
戸
と
宇
久
島
は
絶
対
関
係
は
な
い
と
い
う
。
郷
土
史
家
で
も
あ
る
山
田
康
博
氏
に
よ
れ
ば
、
藩
政
時
代
、
宇
久
氏
が
領
す
る

五
島
藩
と
平
戸
藩
と
は
交
流
が
少
な
く
、
ま
し
て
や
五
島
藩
主
の
領
す
る
土
地
に
他
藩
が
侵
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
埋
葬
す
る
と
い
つ
たう

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
、
と
い
う
。
平
戸
よ
り
帆
走
し
た
場
合
、
か
り
に
七
ノ
ッ
ト
の
風
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
宇
久
島
（
古
く
は
有

表
宇
久
島
中
央
部
海
岸
の
出
鼻
小
高
き
松
原
二
寸
眺
よ
き
場
所
）
に
約
十
坪
位
三
角
形
に
石
垣
廻
ら
し
居
る
も
、
今
は
雑
草
繁
茂
し
、
只
僅
か

に
面
影
を
忍
ぶ
の
み
、
大
部
分
は
石
垣
崩
れ
、
や
っ
と
墳
墓
と
認
め
ら
る
。
今
よ
り
数
十
年
前
迄
は
墓
に
上
る
と
崇
る
と
の
信
仰
あ
り
し
由
、
今
に

里
人
は
唐
人
墓
と
称
へ
子
供
に
至
る
迄
知
ら
れ
、
附
近
は
松
原
並
に
畑
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
四
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日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
六

救
島
と
も
書
い
た
）
ま
で
約
二
時
間
半
な
い
し
、
三
時
間
で
行
け
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
十
年
代
、
夏
に
な
る
と
、
平
戸
か
ら
ス

ニ
う
う
ら

イ
カ
売
り
が
宇
久
島
に
や
っ
て
来
て
商
い
を
し
、
同
島
の
神
浦
と
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
が
無
い
の
な
ら
、
「
唐
人
墓
」
は
あ
る
か
の
問
に
、
昔
は
あ
っ
た
が
今
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
田
氏
の
車

で
そ
の
跡
地
に
案
内
さ
れ
た
。
平
か
ら
約
三
キ
ロ
ほ
ど
の
所
、
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
で
見
る
と
、
下
山
と
神
浦
の
中
間
に
位
置
し
、

永
手
崎
に
近
い
。
唐
人
墓
地
の
跡
地
は
現
在
、
畑
と
な
っ
て
い
る
。
畑
の
す
ぐ
そ
ば
は
海
で
あ
る
。

「
唐
人
墓
」
と
土
地
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
、
山
田
氏
は
昔
、
調
査
に
訪
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の
記
憶
で
は
「
青
い
色
の

石
」
（
花
崗
岩
性
の
も
の
－
－
－
山
田
氏
の
こ
と
ば
）
を
用
い
て
作
っ
た
高
さ
一
、
五
メ
ー
ト
ル
、
横
四
五
メ
ー
ト
ル
、
縦
七
、
八
メ
ー

、
、
、

ト
ル
ほ
ど
の
一
一
一
角
形
の
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
板
沢
論
文
に
あ
る
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
石
塚
は
「
っ
は
ぶ
き
」
（
学

名
・
口
朔
巨
一
口
『
国
曰
朋
旨
彊
ｐ
８
－
－
Ｌ
碑
辺
の
地
に
自
生
す
る
常
緑
多
年
生
草
木
）
の
中
に
あ
り
、
そ
の
周
り
は
や
ぶ
で
覆
わ
れ
て
い
た
。

山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
塚
は
遣
唐
使
時
代
に
難
波
し
、
漂
着
し
た
死
骸
を
埋
葬
し
た
も
の
で
な
い
か
と
い
う
。
「
宇
久
島
中
央
部
海

岸
の
出
鼻
小
高
き
松
原
…
」
と
あ
る
く
だ
り
は
、
平
か
ら
永
手
崎
に
至
る
海
岸
に
見
ら
れ
た
松
林
で
、
今
は
す
べ
て
枯
れ
て
し
ま
っ
て
無

い
と
い
う
（
田
中
稔
氏
談
）
。
板
沢
論
文
に
み
ら
れ
る
唐
人
墓
の
こ
と
を
松
浦
伯
に
報
告
し
た
の
は
、
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
神
浦
の
住
民

と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

こ
れ
は
筆
者
の
推
測
で
あ
る
が
、
蘭
館
日
記
に
あ
る
］
・
貝
冒
四
（
オ
ラ
ン
ダ
語
風
に
発
音
す
れ
ば
「
ヨ
ッ
ク
シ
マ
」
）
を
板
沢
博
士
は
、

語
音
類
似
か
ら
「
ウ
ク
シ
マ
」
（
宇
久
島
）
と
早
と
ち
り
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
田
中
、
山
田
両
氏
は
、
宇
久
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

地
に
つ
い
て
は
終
始
、
否
定
的
で
あ
り
、
唐
人
墓
と
蘭
人
墓
を
同
一
視
で
き
ず
、
こ
の
こ
と
は
断
言
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

む
し
ま

お
Ｕ
か

し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
に
興
味
を
ひ
く
話
を
聞
く
一
」
と
が
で
き
た
。
宇
久
島
の
近
く
に
「
六
島
」
（
現
在
は
小
値
賀
町
六
島
と
い
う
。



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
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六
島
は
湧
き
水
も
出
、
農
耕
用
の
牛
も
い
て
、
牧
舎
も
あ
る
。
小
さ
な
入
江
も
あ
っ
て
、
船
を
着
け
る
こ
と
も
で
き
る
ら
し
い
。
し
か

し
、
こ
の
島
は
位
置
か
ら
観
て
も
］
。
Ｒ
一
日
ロ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
既
述
の
下
級
商
務
員
ダ
ニ
エ
ル
。
レ
イ
ニ
エ
ル
セ
ン
ゾ
ー
ン
Ｃ
四
ヨ
の
一
記
の
冒
一
の
『
闇
が
葬
ら
れ
た
「
横
島
」
と
は
、
ど
こ
に

た
く
し
ま

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
国
土
地
理
院
の
五
万
分
の
一
の
地
図
で
見
る
と
、
横
島
は
一
一
つ
あ
る
。
度
島
よ
り
の
小
島
と
、
も
う
一
つ
は
大
崎
鼻

の
正
面
に
位
置
す
る
島
で
あ
る
。
前
者
は
無
人
島
で
、
後
者
の
ほ
う
は
人
家
も
み
ら
れ
る
。

筆
者
は
宇
久
島
の
調
査
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
昭
和
六
十
三
年
春
、
横
島
の
調
査
に
平
戸
を
訪
れ
た
。
平
戸
市
役
所
の
社
会
教

育
課
に
勤
務
す
る
郷
土
史
家
萩
原
博
文
氏
と
、
田
の
浦
よ
り
釣
り
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
平
戸
島
の
北
端
一
、
五
キ
ロ
に
位
置
す
る
無

人
島
（
横
島
）
を
訪
れ
た
。
同
島
は
周
囲
一
キ
ロ
ほ
ど
の
小
島
で
あ
る
。
小
さ
な
灯
台
が
あ
る
だ
け
で
、
他
に
と
く
に
目
立
っ
た
も
の
は

な
い
。
平
戸
島
寄
り
は
、
岩
が
切
り
立
っ
て
い
る
。
昔
は
も
っ
と
大
き
な
島
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
波
の
侵
食
作
用
に
よ
り
、
一
回
り

小
さ
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
間
断
な
く
波
が
い
そ
を
打
ち
つ
け
て
い
る
。
風
は
や
や
強
い
。
島
の
大
部
分
が
「
は
ま
ひ
さ
か
き
」

（
学
名
・
回
…
…
噸
…
ｌ
っ
ぽ
き
科
、
西
南
暖
地
の
海
岸
に
生
じ
る
常
驫
木
）
と
や
ぶ
に
覆
わ
れ
て
い
る
．
荻
原
氏
に
よ
る

と
、
こ
れ
は
潮
風
に
強
い
植
物
と
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
大
地
の
地
肌
が
み
ら
れ
る
。

島
の
ほ
ぼ
中
央
の
や
ぶ
の
中
に
、
縦
五
メ
ー
ト
ル
、
横
約
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
四
辺
形
ら
し
き
、
塚
の
跡
を
発
見
し
た
。
石
の
大
き
さ

ｌ
‐
ｌ
顔
は
彫
り
が
深
く
、
奎

血
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

九
八

旧
平
戸
藩
領
）
と
い
う
小
島
が
あ
る
。
こ
の
島
に
は
昔
か
ら
混
血
児
の
よ
う
な
者
が
い
る
と
い
う
。
山
田
氏
は
子
供
の
こ
ろ
、
骨
格
や
顔

だ
ち
が
自
分
た
ち
と
は
違
う
住
民
を
み
た
。

１
１
１
顔
は
彫
り
が
深
く
、
面
長
で
あ
り
、
背
が
高
く
、
日
本
人
と
は
違
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
外
国
人
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）
の
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日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
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日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

は
、
一
一
一
○
セ
ン
チ
×
二
○
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
石
垣
は
明
ら
か
に
人
為
的
に

破
壊
し
た
跡
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
石
垣
だ
け
か
ら
で
は
、
塚

の
形
を
正
確
に
推
定
し
得
な
い
が
、
ほ
ぼ
四
辺
形
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
石
垣
跡
の
中
央

と
そ
の
周
辺
に
「
は
ま
ひ
さ
か
き
」
が
群
生
し
て
い
る
。
石
は
や
や
青
っ
ぽ
い
印
象
を
受

け
た
。
「
阿
翁
石
」
（
玄
武
岩
の
一
種
）
と
い
い
、
加
工
し
や
す
い
と
い
う
。
萩
原
氏
の
意

癖
見
で
は
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
仕
切
壁
に
使
わ
れ
た
石
（
一
一
一
種
類
あ
る
が
）
と
同
じ

者
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
先
の
板
沢
論
文
に
見
ら
れ
る
、
商
館
長
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
ル

筆Ｉ
セ
ラ
ッ
ク
（
一
六
四
二
年
、
四
十
四
年
平
戸
に
在
勤
）
の
記
事
に
あ
る
「
碧
い
切
石
」
の

ｊ鶴
原
文
は
す
一
目
弓
の
己
山
己
巨
冒
］
で
あ
る
。
、
ａ
巨
百
Ⅱ
四
ａ
ロ
ヨ
は
、
「
砂
岩
」
と
も
「
石
灰

ｒの
岩
」
と
も
訳
せ
る
が
、
阿
翁
石
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
何
と
も
い
え
ぬ
。
こ
の
石
塚
の
付

割
近
の
や
ぶ
の
中
に
、
日
本
人
の
小
さ
な
墓
が
、
五
、
六
基
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る

祠
が
、
こ
れ
ら
の
墓
は
、
江
戸
時
代
に
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
と
き
埋
葬
し
た
日
本
人
の
墓
標

田
で
あ
る
ら
し
い
。

元
東
大
教
授
金
井
圓
氏
は
、
「
江
戸
西
洋
事
情
」
（
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
十
一
一
一
年
一
一

月
刊
）
の
中
て
「
会
社
の
皀
甲
Ｉ
ｌ
平
戸
の
蘭
人
墓
地
」
と
題
し
て
、
「
横
島
」
に
ふ
れ
て

い
る
が
、
筆
者
ら
が
訪
れ
た
島
で
は
な
く
、
大
崎
鼻
の
沖
に
あ
る
島
を
「
ま
さ
に
会
社
の

島
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
む
ろ
ん
同
氏
は
こ
の
島
を
訪
れ
、
蘭
人
墓

一
○
一



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
○
二

地
の
有
無
を
実
地
調
査
し
た
わ
け
で
な
く
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。

箸
は
釜
田
浦
の
北
方
ｌ
田
平
町
の
「
横
島
」
を
訪
ね
な
か
っ
た
が
、
今
年
の
夏
こ
の
鳥
葬
調
査
し
た
荻
原
博
文
氏
の
報
告
を
次

に
揚
げ
る
。

全
体
の
印
象
は
平
戸
市
の
横
島
に
類
似
し
て
お
り
ま
す
が
、
九
州
側
に
は
砂
浜
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
浅
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
島
の
基
盤

は
玄
武
岩
で
す
が
、
平
戸
市
横
島
の
も
の
と
は
異
な
り
、
板
状
の
も
の
は
認
め
ら
れ
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
塀
に
使
用
し
た
石
材
と
は
違
う
よ
う
で
す
が
、

石
垣
の
石
材
と
は
類
似
点
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
も
島
の
対
岸
に
は
集
落
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
本
島
も
古
く
よ
り
対
岸
と
一
対
の
関
係
に
あ
り
、
「
人
」
も
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
両
横

島
を
予
備
調
査
し
た
時
点
で
は
、
次
の
点
か
ら
平
戸
市
横
島
を
商
館
所
有
の
ヨ
コ
シ
マ
と
考
え
ま
す
。

一
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
境
界
塀
の
石
材
は
平
戸
市
横
島
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
な
石
材
が
大
量
に
検
出
さ
れ
る
地
点
は
他
に
な
く
、
商
館
所

有
地
か
ら
運
ば
れ
た
と
す
れ
ば
、
理
に
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
一
、
横
島
の
番
人
の
給
与
が
他
に
比
べ
て
比
較
的
高
い
が
、
こ
れ
は
無
人
島
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
の
で
は
な
い
か
。
田
平
・
横
島
と
は
対
岸

の
集
落
と
は
百
メ
ー
ト
ル
と
は
離
れ
て
い
な
い
。

三
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
の
厳
し
か
っ
た
時
代
の
商
館
の
墓
地
は
、
人
里
離
れ
た
ほ
う
が
好
ま
し
い
の
で
、
平
戸
。
横
島
の
ほ
う
が
可
能
性
が
高
い
。

商
館
日
記
に
よ
る
と
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
一
六
二
○
年
代
か
ら
横
島
を
使
っ
て
お
り
、
番
人
（
日
本
人
ソ
ー
ベ
エ
）
を
置
き
、

厩
舎
の
ほ
か
、
綱
索
置
場
も
あ
っ
て
、
牧
場
や
墓
地
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

先
日
、
田
〒

て
お
り
ま
す
。 田
平
町
の
横
島
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
か
な
り
大
き
な
島
で
現
在
は
無
人
島
で
す
が
、
最
近
ま
で
人
が
住
ん
で
お
り
、
廃
屋
も
残
っ



日
本
恒
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

度島寄りの「横島」（筆者撮影）

○



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
○
四

一
六
四
○
年
一
月
十
四
日
、
商
館
の
用
度
係
手
代
ハ
ン
ス
・
ア
ン
ド
リ
ー
ス
ゾ
ン
四
目
の
シ
且
臥
の
関
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
生
れ
の
ド
イ
ツ

人
）
は
、
去
る
十
二
月
十
八
日
〈
陽
暦
）
の
夜
、
日
本
人
の
人
妻
と
同
衾
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
つ
か
り
、
こ
の
日
、
そ
の
女
と
と
も
に

（
８
）

打
首
に
な
っ
た
。
遺
体
は
仲
間
の
手
で
納
棺
さ
れ
、
夕
刻
、
〈
云
社
の
島
に
運
ば
れ
、
て
い
ね
い
に
葬
ら
れ
た
。

寛
永
十
七
年
九
月
二
十
五
日
（
陽
暦
一
六
四
○
年
十
一
月
八
日
）
、
こ
の
日
、
長
崎
奉
行
柘
植
平
右
衛
門
以
下
の
随
行
員
を
従
え
た
大

目
付
井
上
筑
後
守
は
、
商
館
の
視
察
を
お
え
た
の
ち
、
平
戸
侯
の
屋
敷
に
入
り
、
時
の
平
戸
商
館
長
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ロ
ン
〔
一
六
三
九

～
四
○
年
ま
で
在
任
〕
を
呼
び
出
し
、
蘭
館
の
閉
鎖
と
破
壊
を
命
じ
た
。
倉
庫
の
破
風
に
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
年
号
（
』
９
コ
］
ｓ
①
）

が
幕
府
の
忌
い
に
触
れ
た
も
の
ら
し
い
。
翌
寛
永
十
八
年
六
月
一
七
日
（
一
六
四
一
年
七
月
二
十
四
日
）
商
館
は
平
戸
よ
り
長
崎
の
出
島

に
移
転
し
た
。
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、
こ
れ
よ
り
幕
末
ま
で
約
二
百
年
以
上
も
続
く
の
で
あ
る
。

一
六
四
一
年
八
月
一
日
、
平
戸
に
入
港
し
た
コ
ー
ニ
ン
ギ
ー
ネ
号
の
上
外
科
（
氏
名
不
詳
）
が
船
上
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
会
社
の
島

に
埋
葬
さ
せ
て
欲
し
い
旨
請
願
し
た
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
の
国
土
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
死
体
で
け
が
す
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
、
と

い
う
の
が
請
願
却
下
の
理
由
で
あ
っ
た
。
従
来
、
許
可
さ
れ
て
い
た
陸
上
埋
葬
が
忽
に
不
許
可
に
な
っ
た
こ
と
の
「
原
因
に
つ
い
て
は
、

時
の
経
過
を
待
つ
こ
と
と
し
た
」
と
蘭
館
日
誌
に
あ
る
が
、
八
月
二
日
に
、
死
体
に
大
き
な
石
を
二
、
一
一
一
箇
つ
け
て
、
港
外
の
海
に
葬
る

こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
八
月
二
十
七
日
、
二
十
九
日
に
も
水
夫
が
二
名
死
ん
で
い
る
が
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
死
体
は
地
中
に
場
所
を
得

る
に
値
し
な
い
」
理
由
で
、
首
に
石
を
つ
け
て
の
海
上
投
棄
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

一
六
四
二
年
五
月
十
日
、
勝
手
方
手
代
（
す
。
芹
の
一
一
の
『
切
目
山
の
【
、
氏
名
不
詳
）
が
亡
く
な
り
、
遺
体
は
港
外
の
海
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

る
｡

蘭
館
が
長
崎
に
移
転
し
て
か
ら
も
、
埋
葬
方
法
は
変
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
一
七
世
紀
中
葉
に
至
る
ま
で
「
水
葬
」
を
強
い
ら
れ
て
い



一
六
四
三
年
九
月
一
一
十
六
日
、
ス
ワ
エ
ン
号
の
船
頭
（
の
、
三
９
円
）
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
Ｃ
・
曰
の
］
一
⑰
］
自
問
は
、
午
前
一
一

時
ご
ろ
出
島
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
埋
葬
許
可
を
求
め
た
が
、
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
六
四
九
年
九
月
十
二
日
、
船
頭
ヤ
ン
・
ヘ
ン
ド
リ

（
９
）

ツ
ク
ス
ゾ
ー
ン
胄
昌
酉
の
二
二
１
，
戸
⑪
Ｎ
が
死
亡
し
た
の
で
、
通
詞
を
通
し
て
、
遺
体
を
「
出
島
の
ど
こ
か
に
」
埋
葬
さ
せ
て
欲
し
い
と
請
願

し
た
が
許
可
さ
れ
ず
、
水
葬
に
し
た
。

一
六
四
九
年
九
月
一
九
日
、
フ
ラ
イ
ト
船
ウ
ィ
ッ
テ
・
フ
ァ
ル
ク
（
ヨ
「
旨
の
く
四
一
。
【
）
号
が
長
崎
に
入
港
し
た
。
同
船
に
は
遣
日
使
節

ペ
ト
ル
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
フ
ィ
ウ
ス
（
勺
の
（
『
巨
叩
国
一
○
ｓ
。
ご
］
の
口
⑪
）
の
遺
体
と
商
務
員
ア
ン
ド
リ
ェ
ス
・
フ
リ
シ
ウ
ス
（
シ
己
１
の
の

句
１
⑪
旨
の
）
が
乗
っ
て
い
た
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
一
一
一
年
）
、
オ
ラ
ン
ダ
人
十
三
名
が
乗
っ
た
船
が
奥
州
南
部
に
漂
着
、
江
戸
に
送
っ
て

翌
年
帰
国
さ
せ
た
。
漂
流
民
の
中
に
は
、
砲
手
と
外
科
医
ら
五
名
が
い
た
の
で
、
こ
の
者
た
ち
を
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
年
）
ま
で
八
年

間
江
戸
に
留
め
、
伝
習
さ
せ
た
。
使
節
の
派
遣
は
、
漂
着
蘭
人
が
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
言
上
と
、
か
れ
ら
を
連
れ
帰
る
た
め
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
使
節
ペ
ト
ル
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
フ
ィ
ウ
ス
は
、
一
六
四
九
年
八
月
十
五
日
、
長
崎
へ
の
航
海
中
に
亡
く
な
っ
た
。

Ｃ
・
Ｔ
・
フ
ァ
ン
。
ア
セ
ン
デ
ル
フ
ト
・
ド
・
コ
ニ
ン
フ
箸
「
日
本
滞
在
記
」
（
ミ
等
再
尽
き
忌
斡
冒
吾
ｓ
§
・
屋
留
）
に
よ
る
と
、
そ
の

死
は
予
測
さ
れ
た
こ
と
で
、
パ
タ
ビ
ァ
を
出
帆
す
る
前
に
棺
桶
を
船
に
讃
ん
だ
と
い
う
。
小
々
気
に
な
る
の
は
、
同
書
に
あ
る
次
の
く
だ

り
で
あ
る
。

た
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
よ
い
）

遺
体
は
日
本
に
着
い
た
と
き
、
長
崎
の
対
岸
稲
佐
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
に
埋
葬
合
さ
れ
た
。
墓
石
は
ま
だ
そ
の
墓
地
に
み
ら
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

（
傍
点
筆
者
）

一
○
五



一
六
四
九
年
十
月
十
八
日
、

し
た
」
と
商
館
日
記
に
あ
る
。

今
ひ
い
た
通
り
だ
と
す
る
と
、
ペ
ト
ル
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
フ
ィ
ウ
ス
の
遺
体
は
船
中
で
防
腐
処
置
が
施
さ
れ
た
後
、
そ
の
ま
ま
パ
タ
ピ

ア
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
六
四
九
年
十
月
十
八
日
、
こ
の
日
、
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ク
ラ
ー
ス
ゾ
ン
Ｃ
Ｃ
Ｂ
の
房
。
］
四
閏
（
水
夫
か
？
）
が
死
亡
し
た
。
が
「
水
葬
に

し
重
の
一
色
。

会
て
日
本
な
む
ぼ
に
噸
鞄
漂
着
せ
し
、
我
国
人
十
人
は
彼
地
に
と
ら
は
れ
し
後
、
都
下
〈
江
戸
１
－
Ｊ
引
用
者
）
に
め
さ
れ
、
其
事
由
を
検
査
し
、

明
白
を
得
て
、
国
王
こ
れ
を
許
し
給
ひ
、
款
待
浅
か
ら
さ
り
し
、
其
恩
謝
の
使
節
と
し
て
ピ
イ
ト
ル
プ
ロ
ッ
ク
ホ
ピ
ウ
ス
君
を
し
て
本
国
よ
り
差
送

れ
り
、
し
か
る
に
こ
の
人
不
幸
に
し
て
洋
中
に
し
て
病
死
せ
り
、
是
に
依
て
例
の
こ
と
く
其
屍
は
薬
汁
を
以
て
艫
め
て
、
バ
タ
ビ
ャ
に
戦
来
る
。

（
後
略
）

ド
ョ
ニ
ン
フ
が
ス
ラ
バ
ャ
（
…
喜
ｌ
ジ
ャ
ワ
島
北
東
部
、
ス
ラ
バ
ャ
海
峡
の
西
口
に
位
霞
）
の
停
泊
地
よ
り
ヨ
ア
ン
号
に

搭
乗
し
、
日
本
に
向
っ
た
の
は
一
八
五
一
年
十
一
一
月
五
日
の
こ
と
で
年
暮
れ
に
長
崎
に
到
着
し
た
。
稲
佐
山
の
ふ
も
と
の
墓
地
と
い
え

ば
悟
真
寺
の
蘭
人
墓
地
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
ホ
フ
ィ
ウ
ス
の
墓
は
現
存
し
な
い
。
ド
・
コ
ニ
ン
フ
が
同
墓
地
を
訪
れ
た
と

き
見
た
他
の
墓
、
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
デ
ュ
ー
ル
コ
ー
プ
の
も
の
と
感
違
い
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

遺
日
使
節
の
来
日
に
つ
い
て
は
、
『
通
航
一
覧
」
（
巻
一
一
百
四
十
）
に
、

こ
の
よ
う
に
日
本
で
病
死
又
は
不
慮
の
死
を
と
げ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
死
骸
は
、
幕
府
の
つ
れ
な
い
処
置
に
よ
っ
て
、
海
中
に
役
ぜ
ら
れ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一

○
六



。
Ｃ
の
［
巨
巨
。
】
の
ロ
（
の
丘
の
砲
Ｈ
囚
こ
の
口
．

し
か
し
、
三
時
ご
ろ
、
長
崎
の
貴
人
た
ち
の
ほ
か
、
か
な
り
の
従
者
を
伴
っ
て
い
る
シ
エ
キ
ン
ゴ
様
（
大
目
付
井
上
筑
後
守
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）

と
キ
ェ
モ
ン
様
（
長
崎
奉
行
甲
斐
庄
喜
右
衛
門
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
お
よ
び
わ
れ
わ
れ
の
監
視
役
で
両
者
に
出
仕
し
て
い
る
立
派
な
御
検
使
二
名
が

来
館
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
死
者
を
オ
ラ
ン
ダ
の
服
装
の
ま
ま
で
葬
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

冨
餌
の
『
Ｃ
『
員
『
の
貝
」
ご
ロ
ロ
『
の
］
〕
ぐ
の
『
⑰
、
す
の
①
ロ
の
ロ
ヶ
里
○
二
⑫
ロ
、
ぐ
の
。
⑪
ｚ
■
ぬ
囚
の
四
六
一
の
①
ゴ
ロ
・
の
一
日
ロ
ゴ
○
二
⑩
の
二
，
○
コ
。
Ｅ
Ｒ
の
口
『
づ
ご
①
の
四
の
。
⑪
一
の
ロ
の
一
『
、
六
の

因
○
コ
四
○
一
の
①
ロ
ミ
の
、
の
ロ
の
の
一
の
【
ご
堀
Ｃ
の
ロ
Ｃ
巳
の
曰
。
。
、
、
日
ロ
］
四
日
の
（
白
日
の
一
］
、
丙
の
、
の
ご
Ｃ
－
，
ケ
の
。
。
『
。
『
の
Ｃ
曰
。
。
⑪
の
』
。
。
』
の
ｐ
ｐ
ｍ
の
『
９
⑦
ｚ
の
９
の
『
一
四
日
⑪
ロ
ゴ
の

、
、
、
、
、
勺
、

埋
葬
と
定
め
ら
手
（
》

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
代
の
商
館
長
が
粘
り
づ
よ
く
陸
上
埋
葬
を
許
可
し
て
く
れ
る
よ
う
請
願
し
た
結
果
、
一
六
五
四
年
（
承

応
三
年
）
に
至
り
、
商
館
長
ハ
プ
リ
エ
ル
・
ハ
ッ
パ
ル
ト
の
：
『
一
の
一
国
：
ｇ
『
〔
の
と
き
、
よ
う
や
く
年
願
の
許
可
を
得
た
の
で
あ
る
。

一
．
通
航
一
覧
」
（
巻
二
百
五
十
）
の
「
雑
事
」
に
、

と
あ
る
。

陸
上
埋
葬
の
許
可
が
出
た
の
は
一
六
五
四
年
三
月
二
十
四
日
の
こ
と
か
。
こ
の
日
の
蘭
館
日
誌
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
与
え
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
■
わ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

承
応
一
一
一
年
午
年
よ
い
リ
、
阿
蘭
陀
人
毎
年
九
月
大
波
止
に
出
て
、
諏
訪
神
事
の
踊
を
見
物
す
、
同
年
自
後
か
れ
死
失
の
時
は
、
稲
佐
村
悟
真
寺
境
に

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
○
七

（
傍
点
筆
者
）



人
工
の
島
「
出
島
」
は
、
狭
く
て
小
さ
い
の
で
、
と
て
も
死
者
を
葬
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
幕
府
に
適
当
な
埋
葬
地
を
頼
み
、

捜
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
候
補
に
上
っ
た
の
が
悟
真
寺
裏
の
林
間
の
空
地
（
□
一
烏
）
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
幕
末
ま
で
の
約
二
百

年
に
わ
た
っ
て
蘭
人
が
埋
葬
さ
れ
た
悟
真
寺
と
外
国
人
の
目
に
映
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

悟
真
寺
は
長
崎
市
曙
町
に
あ
る
浄
土
宗
の
古
刹
で
あ
る
．
慶
長
三
年
（
’
五
九
八
年
）
、
筑
後
薑
寺
の
僧
侶
Ｉ
襄
誉
玄
故
の
創
建

聖
誉
は
キ
リ
シ
タ
ン
全
盛
時
代
に
、
邪
宗
門
の
は
げ
し
い
圧
迫
に
も
め
げ
ず
邪
徒
の
教
化
に
つ
と
め
、
慶
長
三
年
本
山
に
願
い
出
て

「
悟
真
寺
」
と
い
う
寺
号
を
ゆ
る
さ
れ
、
稲
佐
氏
の
居
宅
跡
に
寺
院
を
建
立
し
た
。
聖
誉
は
そ
の
後
、
仏
教
の
再
挙
と
信
者
の
教
導
に
力

を
つ
く
し
、
慶
長
七
年
よ
り
二
十
九
年
間
、
長
崎
で
暮
ら
し
た
。

悟
真
寺
の
本
堂
は
文
化
十
一
年
二
八
一
四
年
）
に
再
建
さ
れ
た
が
、
原
爆
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
に
再
び
建
て
な
お
し

た
。
同
寺
院
の
緑
起
と
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
古
記
録
が
い
く
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
「
長
崎
名
勝
図
絵
」
（
巻
之
三
）
は
次
の
よ
う

に
い
う
。

に
か
か
る
。

終
南
山
光
明
院
悟
真
寺
稲
』

浄
土
宗
筑
後
善
導
寺
末
寺
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

稲
佐
浦
に
あ
る
。

一
○
八



『幹‐・熱繩榊鯛》耐

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

幕末の悟真寺裏のオランダ人墓地

(アムステルダム海事博物館蔵）

○
九 大正時代のオランダ人墓地

(｢南蛮長崎草ｊより）



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一
一
○

悟
真
寺
裏
の
今
あ
る
蘭
人
墓
地
は
、
大
正
七
年
二
九
一
八
年
）
十
月
に
修
理
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
の
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
の

出
資
を
得
て
、
墓
地
の
周
囲
に
赤
レ
ン
ガ
の
塀
と
石
の
門
を
設
け
た
。
大
正
時
代
に
同
墓
地
を
撮
っ
た
写
真
が
一
枚
、
永
見
徳
太
郎
箸

「
南
蛮
長
崎
草
」
（
歴
史
図
書
出
版
）
に
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
墓
地
の
周
り
に
は
簡
単
な
杭
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ

け
で
、
塀
ら
し
き
も
の
は
な
く
、
殺
風
景
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
墓
地
周
辺
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
何
と
も
い
え

な
い
が
、
遠
く
に
長
崎
湾
の
青
い
海
が
見
え
更
木
立
ち
の
多
い
丘
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
八
四
三
鑓
十
一
月
十
二
日
｛
天
保
十
四
年
九
月
二
十
亘
ｌ
こ
の
日
商
館
長
ピ
ィ
テ
ル
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ビ
ッ
ク
勺
：
鯵
←

す
の
『
〔
国
房
（
一
八
四
三
～
四
五
年
ま
で
在
勤
）
と
商
務
員
ら
は
、
通
詞
・
目
付
を
同
道
し
て
稲
佐
山
に
遊
歩
に
出
か
け
た
。
が
、
こ
の
と

き
「
わ
れ
わ
れ
の
墓
地
」
を
訪
ね
た
。
当
時
、
蘭
人
墓
地
は
「
荒
れ
地
」
（
葛
巨
囚
凰
の
）
の
中
に
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

長
崎
に
や
っ
て
来
た
西
洋
人
の
中
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
を
訪
れ
る
も
の
も
い
た
。
そ
の
う
ち
の
あ
る
者
は
、
帰
国
後
、
そ
の
と
き

の
体
験
を
綴
っ
た
手
記
を
発
表
し
た
。
一
六
九
○
年
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師
と
し
て
来
日
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ペ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル

（
一
六
五
一
～
一
七
一
六
）
の
「
日
本
誌
」
（
英
訳
、
毒
ご
ミ
ミ
胄
巳
§
皀
急
）
に
は
、
短
い
な
が
ら
も
十
七
世
紀
末
の
稲
佐
の
蘭
人
墓

地
に
つ
い
て
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

昔
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
長
崎
で
死
ぬ
と
、
そ
の
過
体
は
地
中
に
葬
る
価
値
な
し
と
見
な
さ
れ
、
港
外
の
海
へ
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
で
は
稲
佐
山
の
荒
涼
と
し
た
空
地
を
与
え
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
死
体
を
そ
こ
に
ち
ゃ
ん
と
埋
葬
す
る
許
可
も
得
た
。
そ
の
後
、

（
Ⅱ
）

地
に
日
本
人
の
番
人
が
置
か
れ
、
十
分
に
監
視
さ
せ
、
埋
葬
後
数
日
も
す
る
と
死
骸
を
葬
っ
た
場
所
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

し
か
し
、

こ
の
墓



と
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
同
じ
頃
、
水
夫
の
一
人
が
出
島
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
。
長
崎
奉
行
に
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
、
埋
葬
の
許
可
を
求
め
る
と
、
日
本
人
が

何
人
か
や
っ
て
来
て
、
死
体
を
入
念
に
調
べ
、
そ
の
あ
と
対
岸
に
埋
葬
す
る
た
め
に
、
死
体
を
棺
の
中
に
納
め
た
。
何
人
か
の
人
か
ら
聞
い
た
所
で

は
、
死
者
を
葬
っ
た
り
、
日
本
の
習
噸
に
従
っ
て
火
葬
す
る
た
め
の
場
所
が
遠
く
に
設
け
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
火
葬
に
つ
い
て
は
、
確
か

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

長
崎
に
入
港
す
る
船
や
出
島
で
死
人
が
出
た
と
き
に
は
、
御
検
使
（
検
死
の
た
め
の
役
人
）
・
町
役
人
・
通
詞
ら
が
事
実
確
認
の
た
め

に
や
っ
て
来
た
。
「
通
船
一
覧
」
（
巻
一
一
百
五
十
）
に
、

（
胆
）

稲
佐
の
蘭
人
墓
地
に
墓
標
設
置
の
許
可
が
お
り
た
の
は
、
墓
地
を
与
え
ら
れ
て
一
二
十
年
後
の
一
六
八
四
年
八
月
〈
貞
享
元
年
七
月
）
の

こ
と
で
あ
る
。
ケ
ン
ペ
ル
が
長
崎
に
い
た
頃
は
、
墓
石
を
設
け
て
も
よ
か
っ
た
の
に
、
あ
え
て
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
幕
府

へ
の
遠
慮
と
、
墓
所
を
荒
さ
れ
る
の
を
懸
念
し
、
葬
っ
た
場
所
を
発
見
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
七
七
五
年
八
月
、
船
医
と
し
て
来
日
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
物
学
者
カ
ル
ル
・
ピ
ィ
テ
ル
・
ト
ゥ
ン
ベ
ル
グ
の
「
日
本
紀
行
」

（
仏
訳
司
貫
鴇
冒
品
一
討
冒
③
Ｒ
§
塵
鳥
、
戴
冒
ｓ
ｐ
奇
言
⑩
員
冒
」
ｇ
§
」
『
震
）
に
は
、
蘭
人
死
亡
後
の
埋
葬
手
順
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

い
る
。

マ
マ

阿
蘭
陀
人
相
果
候
節
は
、
与
力
一
人
、
歩
行
者
一
人
、
同
心
一
人
、
町
使
一
人
、
通
詞
遣
Ｉ
）
、
別
条
無
之
候
得
は
、
伊
奈
佐
へ
為
埋
候
事

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓



怠
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

墓
の
前
に
は
、
し
ば
し
ば
←

出
島
を
離
れ
る
前
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
も
う
一
つ
の
場
所
を
訪
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

彼
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
の
死
者
た
ち
の
眠
っ
て
い
る
場
所
、
す
な
わ
ち
長
崎
湾
の
向
う
側
に
あ
る
稲
佐
の
墓
地
で
あ
る
。
こ
の
墓
地
は
同
じ
く
稲
佐
と
い

う
名
の
寺
（
悟
真
寺
の
こ
と
か
‐
－
１
引
用
者
）
の
そ
ば
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
辺
に
遊
び
に
行
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
こ
の
稲
佐
の
地

に
は
多
く
の
日
本
人
の
墓
に
ま
じ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
銘
を
刻
ん
だ
美
し
い
墓
石
・
記
念
碑
が
あ
る
の
で
、
よ
く
記
憶
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は

友
人
た
ち
の
面
影
を
偲
ぶ
こ
と
な
し
に
、
ま
た
驚
き
と
感
動
な
し
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
の
多
く
は
大
体
に
お
い
て
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
く
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
日
本

人
の
墓
の
間
に
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
む
し
ろ
日
本
人
が
見
か
け
ほ
ど
に
は
狭
量
で
な
い
こ
と
を
示
す
証
拠
と
も
な
る
も
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
異
国
の
人
の
遺
物
を
遠
く
離
れ
た
場
所
へ
移
し
て
し
ま
う
か
、
ま
た
は
、
昔
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
に
譲
歩
し

て
い
た
よ
う
に
、
海
中
に
投
じ
て
し
ま
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
地
に
葬

ら
れ
た
者
た
ち
の
詳
細
は
過
去
帳
を
保
管
し
て
い
る
こ
の
寺
の
住
職
（
欣
譽
良
碩
の
こ
と
か
、
文
政
二
年
よ
り
同
八
年
ま
で
、
聖
徳
寺
十
五
代
泰
譽

が
住
職
を
か
け
持
つ
－
１
土
引
用
者
）
は
、
死
亡
し
た
日
本
人
に
対
す
る
場
所
と
ま
っ
た
く
同
様
に
逝
去
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
た
め
に
も
そ
の
勤
行
を

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
一
一
一

一
八
二
○
年
七
月
、
一
等
事
務
官
と
し
て
長
崎
に
や
っ
て
来
た
フ
ァ
ン
・
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
ニ
八
○
○
～
一
八
四

八
）
は
約
九
ヵ
年
日
本
に
滞
在
し
、
帰
国
後
、
「
日
本
風
俗
備
考
」
（
国
営
ご
農
潟
貫
（
忌
討
圏
苫
冴
冒
苫
意
一
再
ご
§
駒
＆
⑩
宛
慧
屋
題
）
を
著

わ
し
た
。
本
書
は
豊
富
な
資
料
に
基
づ
き
、
自
分
の
見
聞
と
体
験
と
を
な
い
ま
ぜ
て
書
い
た
十
九
世
紀
日
本
の
風
俗
史
で
も
あ
り
、
資
料

的
価
値
も
高
い
。
と
く
に
本
稿
と
の
関
わ
り
で
重
要
な
の
は
、
十
二
章
「
雑
録
‐
｜
に
あ
る
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
埋
葬
式
に
つ
い
て
の
記
事
で

あ
る
。

し
ば
し
ば
花
や
米
ま
た
は
水
が
供
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。
ま
た
墓
は
清
潔
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
資
金
と



と
く
に
フ
ィ
ッ
セ
ル
が
日
本
に
い
た
文
政
年
間
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
〃
野
辺
の
送
り
“
の
様
子
を
伝
え
た
も
の
が
、
こ
の
引
用
文
だ
が
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
送
葬
の
方
法
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
公
然
と
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
儀
を
行
な
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
不
幸
に
し
て
同
胞
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

（
胴
）

そ
の
遺
骸
を
仏
寺
に
持
ち
込
み
、
仏
式
で
葬
む
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
一
一
一
一

住
職
は
弟
子
の
僧
二
人
を
伴
っ
て
寺
の
入
口
で
遺
体
を
受
け
と
り
、
そ
し
て
行
列
を
墓
地
へ
導
く
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
個
の
小
机
が
準
備

し
よ
う

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
は
一
一
個
の
壷
が
壇
か
れ
、
そ
の
中
に
は
香
り
の
よ
い
灯
心
〔
線
香
〕
に
火
が
と
も
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
小
さ
な
鉦
（
ふ

せ
が
ね
〔
仏
具
の
一
つ
〕
１
－
４
引
用
者
）
と
一
緒
に
、
二
個
の
木
皿
に
の
せ
た
お
供
え
物
も
飾
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
棺
は
墓
場
の
手
前
ま
で
運
ば
れ
、

住
職
は
そ
の
前
、
す
な
わ
ち
上
記
の
小
机
の
前
に
位
置
を
占
め
、
そ
れ
か
ら
声
高
に
読
経
を
行
う
の
で
あ
る
。
若
い
僧
た
ち
は
、
時
々
鉦
を
た
た
き
、

そ
し
て
最
後
に
住
職
は
、
そ
の
手
に
握
っ
て
い
る
杖
を
も
っ
て
、
「
阿
弥
陀
の
神
よ
、
彼
の
た
め
に
折
ら
せ
給
え
」
と
い
う
意
味
の
南
阿
弥
陀
仏
と

い
う
祈
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
棺
の
上
を
一
一
一
度
た
た
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
儀
式
は
終
了
し
、
住
職
は
二
瓶
の
ア
ラ
ク
酒
（
ア
ラ
ッ
ク
酒

と
も
い
う
。
ヤ
シ
の
汁
か
ら
作
る
蒸
留
酒
－
１
Ｊ
引
用
者
）
と
一
一
個
の
長
煙
管
お
よ
び
棺
を
覆
っ
て
い
た
黒
い
唐
繍
子
の
覆
い
を
受
け
と
る
の
で
あ
る

（
Ⅱ
）

が
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
古
く
か
ら
の
習
傾
に
従
っ
て
、
一
つ
一
つ
彼
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
庄
司
三
男
訳
）

し
て
年
々
上
記
の
寺
に
対
す
る
わ
ず
か
な
贈
物
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
し
も
オ
ラ
ン
ダ
人
が
日
本
で
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
埋

葬
さ
れ
る
前
に
御
検
使
に
よ
っ
て
検
死
が
行
な
わ
れ
、
そ
し
て
下
検
使
た
ち
の
立
合
の
も
と
で
納
棺
さ
れ
る
。
滞
在
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が
こ

れ
に
付
き
添
っ
て
出
島
を
練
り
歩
い
て
か
ら
、
遺
体
は
水
門
す
な
わ
ち
長
崎
の
町
で
は
い
わ
ゆ
る
モ
ッ
セ
ル
・
ト
ラ
ッ
プ
（
富
・
閉
の
序
『
：
）
と
呼
ば

れ
て
い
る
処
で
一
隻
の
ス
ル
ー
プ
船
（
一
本
マ
ス
ト
の
縦
帆
船
Ｔ
ｌ
上
引
用
者
）
の
中
に
安
置
さ
れ
、
そ
し
て
二
隻
以
上
の
船
が
そ
の
埋
葬
に
随
行
す

る
の
で
あ
る
。



埋
葬
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
執
り
行
わ
れ
る
。
死
人
が
出
た
翌
日
、
棺
が
和
船
に
運
ば
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
で
覆
わ
れ
る
。
商
館
長
、
オ
ラ
ン
ダ

人
職
員
、
御
検
使
、
通
詞
な
ど
が
、
別
な
船
に
乗
っ
て
後
に
従
う
の
で
あ
る
。
葬
列
は
稲
佐
村
へ
と
向
う
。
浜
辺
に
着
く
と
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

ク
ー
リ

苦
力
た
ち
が
山
の
上
に
あ
る
悟
真
寺
ま
で
棺
お
け
を
運
ぶ
。
一
」
の
寺
院
で
、
商
館
員
た
ち
の
会
葬
を
得
て
、
シ
ナ
僧
に
よ
っ
て
葬
儀
が
営
ま
れ
る
。

次
い
で
棺
は
墓
地
へ
運
ば
れ
、
墓
穴
の
中
へ
降
ろ
さ
れ
る
。

墓
地
に
は
七
、
八
基
の
墓
石
が
あ
る
。
墓
地
は
手
入
れ
が
実
に
行
き
届
い
て
お
り
、
日
本
人
や
シ
ナ
人
の
墓
地
の
そ
ば
に
あ
る
。
埋
葬
が
終
わ
る

と
、
出
島
の
商
館
員
ら
は
悟
真
寺
に
戻
る
よ
う
い
わ
れ
、
そ
こ
で
僧
侶
か
ら
茶
菓
子
の
接
待
を
う
け
る
。
商
館
を
立
つ
前
と
棺
お
け
に
ふ
た
を
す
る

前
に
、
日
本
人
の
役
人
が
来
て
検
死
を
行
な
う
が
、
こ
れ
は
奉
行
所
の
措
置
に
す
ぎ
な
い
。

調
書
に
あ
る
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
死
者
の
墓
の
上
で
述
べ
ら
れ
た
想
い
出
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
希
望
の
言
葉
は
、
調
書
の

中
で
不
問
に
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
湾
の
右
岸
に
、
稲
佐
と
い
う
小
さ
な
村
が
あ
る
。
こ
の
村
は
二
世
紀
こ
の
方
オ
ラ
ン
ダ
人
の
死
者
を
あ
つ
く
遇
す
る
特
権
を
有
し
て
い
た
。

墓
地
の
世
話
は
、
悟
真
寺
と
い
う
シ
ナ
寺
の
僧
侶
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
僧
侶
は
埋
葬
に
立
会
い
、
会
葬
者
た
ち
に
祝
福
を
与
え
る
の
で
あ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
一
四

オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
侍
従
長
を
勤
め
た
ヨ
ハ
ン
。
マ
ウ
リ
ッ
ッ
・
リ
ン
デ
ン
伯
（
一
八
○
七
～
一
八
六
四
）
は
、
一
八
五
五
年
（
安
政
二

年
）
に
来
日
し
、
出
島
の
蘭
館
に
約
四
ヵ
月
滞
在
し
、
帰
国
後
、
「
日
本
回
想
録
」
（
仏
文
凹
）
§
§
笥
骨
、
ｓ
§
］
車
ｇ
）
を
著
わ
し
た
が
、

こ
の
中
に
「
稲
佐
村
近
傍
の
悟
真
寺
」
（
ト
⑩
符
ご
ｓ
行
（
詩
の
。
仙
冒
蔦
冒
冴
（
冒
已
量
温
、
＆
胃
国
富
）
と
題
す
る
小
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は

フ
ィ
ッ
セ
ル
の
文
章
と
同
じ
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
人
の
送
葬
と
仏
僧
に
よ
る
回
向
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
り
、
幕
末
の
蘭
人
の
弔
い
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
そ
の
概
念
を
与
え
て
く
れ
る
。

る
｡



と
蘭
館
日
誌
に
あ
る
。
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
死
ん
だ
翌
日
の
二
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
「
ア
サ
ー
ス
ー
カ

寺
」
で
あ
る
。
原
文
に
は
、
○
局
の
ぐ
の
①
『
の
①
ロ
『
昌
一
言
の
①
召
、
ワ
巳
（
の
ロ
ロ
①
の
国
□
〔
、
の
ワ
『
四
、
宮
の
二
目
の
『
（
目
］
耳
の
貝
の
①
ご
［
の
ロ
〕
己
の
一

貯
め
‐
、
⑪
‐
８
ｍ
の
ロ
の
［
の
己
）
言
の
一
＆
の
ロ
ョ
ロ
画
の
ａ
の
、
の
⑪
（
の
一
斤
と
あ
る
。
「
ア
ー
サ
ス
ー
カ
寺
」
は
、
お
そ
ら
く
「
浅
草
寺
」
の
こ
と
を
指
す
も

日
本
に
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
は
、
一
六
一
一
一
年
（
元
和
七
年
）
か
ら
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
年
）
ま
で
の
二
二
七
年
間
に
七
一
五
隻

（
〃
）

で
あ
り
、
一
年
平
均
一
二
・
一
隻
に
な
る
と
い
う
。
パ
タ
ビ
ア
を
出
帆
し
た
蘭
船
の
多
く
は
、
陰
暦
の
六
月
か
ら
八
月
の
間
に
長
崎
に
入
港

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
一
五

の
で
あ
ろ
う
。

オ
ラ
ン
ダ
人
が
よ
う
や
く
稲
佐
山
の
ふ
も
と
に
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
最
初
に
葬
ら
れ
た
者
は
、
カ
イ
ー
ク
船
（
二
本

マ
ス
ト
の
帆
船
）
の
縫
帆
手
（
氏
名
不
詳
）
で
あ
る
。
蘭
館
日
誌
に
よ
る
と
、
一
六
五
四
年
一
一
一
月
二
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
オ
ラ

ン
ダ
人
こ
そ
、
蘭
人
墓
地
に
葬
ら
れ
た
第
一
号
と
思
わ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
墓
は
残
っ
て
は
い
な
い
。

特
筆
す
べ
き
は
、
同
年
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
の
夕
刻
、
商
館
長
ハ
ブ
リ
エ
ル
・
ハ
パ
ル
ト
の
参
府
旅
行
に
従
っ
た
下
級
商
務
員
オ
ッ
ト
・
ワ

ッ
ヶ
ル
（
。
〔
８
夛
『
四
房
の
、
）
が
江
戸
で
死
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ッ
ケ
ル
は
す
で
に
大
坂
と
一
一
一
島
間
で
病
気
と
な
り
、
江
戸
到
着

後
、
病
死
し
た
も
の
で
あ
る
。
商
館
員
は
参
府
旅
行
中
、
も
し
死
ぬ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
地
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸

｛
脂
）

で
死
ん
だ
場
ヘ
ロ
に
は
、
「
浅
草
稔
多
村
」
に
埋
葬
さ
れ
る
よ
う
決
め
ら
れ
て
あ
っ
た
。

ワ
ッ
ヶ
ル
の
埋
葬
地
に
関
し
て
は
、

町
（
江
戸
）
を
離
れ
る
こ
と
約
一
マ
イ
ル
の
所
に
運
ば
れ
、
そ
こ
（
ア
サ
ー
ス
ー
カ
寺
と
呼
ば
れ
る
）
の
地
中
深
く
葬
ら
れ
た
。



人
は
、
オ
一
一

○
、
侍
医
』

が
で
き
る
。

人
）
な
ど
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
一
一
ハ

す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
ヶ
月
ほ
ど
日
本
に
滞
在
し
た
の
ち
帰
航
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
死
者
が
多
く
出
る
の
は
蘭

船
の
長
崎
入
津
時
が
最
も
多
く
、
陽
暦
の
八
月
か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
集
中
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
不
幸
に
し
て
長
崎
入
港
後
に
亡
く
な

っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
役
職
や
身
分
を
見
る
と
、
概
し
て
水
夫
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
見
張
人
・
舵
手
・
砲
手
・
用
度
係
・
お
け
屋
・
船
大

工
・
見
習
水
夫
・
縫
帆
手
・
軍
曹
・
伍
長
・
水
夫
長
・
ら
っ
ぱ
手
・
給
仕
・
鼓
手
・
船
長
・
艦
長
・
船
医
な
ど
が
い
る
。
い
ま
例
挙
し
た

も
の
は
乗
船
要
務
の
者
で
あ
る
が
、
次
に
出
島
蘭
館
の
住
民
の
中
か
ら
は
、
商
務
員
・
帳
簿
係
・
外
科
医
・
商
館
長
・
黒
人
（
ジ
ャ
ワ

こ
れ
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
大
抵
の
場
合
病
死
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
死
因
（
病
名
）
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
壊
血
病

を
筆
頭
に
、
熱
病
・
疫
病
ヨ
レ
ラ
。
赤
痢
・
チ
フ
ス
）
等
に
よ
っ
て
繁
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
蘭
館
日
誌
に
出
て
く
る
死
人
は
、
多
く

の
場
合
、
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
時
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
悟
真
寺
裏
の
蘭
人
墓
地
に
は
、
出
島
に
在
勤
し
た

「
黒
人
」
（
ジ
ャ
ワ
人
・
マ
レ
ー
人
な
ど
）
も
葬
ら
れ
た
が
、
従
来
、
か
れ
ら
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
れ
ず
、
蘭
館
日
誌
に
も
ほ

と
ん
ど
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
か
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
一
顧
の
価
値
な
き
存
在
と
し
て
葬
む
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
、
日
本

人
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
こ
と
を
「
紅
毛
人
」
と
も
呼
び
、
黒
人
の
こ
と
を
「
黒
坊
」
と
呼
ん
で
い
た
。
森
島
中
良
二
七
五
四
～
一
八
一

く
に
の
り

○
、
侍
医
桂
川
甫
二
一
〔
国
訓
）
の
次
男
）
が
編
ん
だ
「
紅
毛
雑
話
」
の
中
に
、
「
黒
人
」
に
つ
い
て
の
記
事
を
い
く
つ
か
捨
い
出
す
こ
と



つ
ぃ

船
中
連
来
る
所
の
黒
坊
の
事
を
「
ス
ワ
ル
ト
ョ
ン
ゴ
」
と
云
・
「
ス
ワ
ル
ト
」
は
黒
き
事
、
「
ヨ
ン
ゴ
」
は
若
ィ
者
と
い
ふ
事
な
ｈ
ソ
。
生
国
は
南
海

か
ら
つ
ぼ
あ
ぺ
ん
ぷ
ら

の
内
、
咬
瑠
巴
、
傍
葛
刺
「
マ
レ
イ
ス
」
「
プ
ー
‐
ギ
ス
」
「
マ
ロ
ワ
ル
」
等
の
土
人
な
り
。
日
に
近
き
国
に
生
る
輿
故
、
色
焦
れ
て
黒
き
な
り
。
相
対

こ
ど
も

に
て
（
一
一
人
で
相
談
し
て
の
意
‐
‐
‐
ｌ
引
用
者
）
紅
毛
人
に
抱
え
ら
る
シ
も
あ
れ
と
、
お
ほ
く
は
其
国
の
人
か
ど
ひ
、
幼
少
の
児
童
を
か
ど
は
か
し
て

凡
ｇ
つ

い
の
こ

蛮
人
に
売
と
い
へ
り
。
性
あ
く
ま
で
愚
に
し
て
、
強
力
の
者
も
あ
り
。
常
に
飯
と
肴
を
喰
ふ
。
家
（
い
の
し
し
、
ぶ
た
の
類
－
１
引
用
者
）
を
ば

決
し
て
食
せ
ず
。
鶏
な
ど
も
自
ら
殺
し
て
、
引
導
を
わ
た
し
た
る
物
に
あ
ら
さ
れ
ば
食
は
ず
。
四
足
の
内
に
て
牛
ば
か
り
は
食
ふ
。
是
は
天
竺
地
方

の
常
食
な
る
が
故
な
り
。
文
字
は
「
マ
レ
イ
ス
」
文
字
を
似
て
通
用
す
。
（
後
略
）

○
鼻
帯

い
か
に

い
と
け

黒
坊
は
大
が
い
鼻
低
し
。
其
故
如
何
と
な
れ
ば
、
彼
俗
鼻
の
ひ
き
塗
を
悦
ぶ
な
り
。
故
に
幼
な
き
時
、
鼻
を
押
平
め
、
革
の
紐
に
て
き
り
ノ
ー
と

か
ら
げ
運
、
成
長
の
上
に
て
曇
を
解
と
な
り
・
さ
れ
ば
こ
そ
あ
れ
彼
地
方
の
国
人
等
た
い
て
い
ひ
し
げ
（
押
さ
れ
て
つ
ぶ
れ
た
の
意
ｌ
引
用

者
）
鼻
な
り
と
ぞ
。
其
紐
を
「
ノ
イ
ス
パ
ン
ド
」
と
い
ふ
、
「
ノ
イ
ス
」
は
鼻
、
「
バ
ン
ド
」
は
帯
の
蛮
語
な
り
。

黒
人
の
風
貌
の
う
ち
鼻
柱
（
は
な
す
じ
）
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
興
味
を
惹
か
れ
る
の
は
、
黒
人
の
送
葬
の
模
様
で
あ
る
。
次
に
ひ
く
も
の
は
長
崎
で
黒
人
の
埋
葬
を
実
見
し
た
林
子
平
二
七

一
一
一
八
～
九
一
一
一
、
江
戸
後
期
の
経
世
家
）
の
談
話
筆
記
で
あ
る
。
土
を
あ
が
め
信
仰
す
る
黒
人
は
葬
ら
れ
る
前
に
、
口
の
中
に
土
を
一
杯
っ

○
黒
坊

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一

七



８
や
う
の
い
ん

打
ち
人
鱈
や
し
ｇ

林
子
平
崎
陽
尹
（
長
崎
の
異
称
‐
１
４
引
用
者
）
に
遊
事
し
て
、
西
洋
館
に
出
シ
入
す
る
頃
、
天
竺
人
の
葬
送
を
見
る
。
蝋
蛎
守
妨
嗣
醗
一
棺
は
松
板
に

こ
し
ら
が

て
栫
え
た
る
臥
棺
な
、
ソ
。
是
も
出
島
よ
り
稲
佐
山
へ
舟
に
て
送
る
。
同
国
の
黒
坊
悟
真
寺
ま
で
見
送
り
、
惣
て
寺
僧
の
手
を
侍
ず
、
葬
穴
の
前
に
て

死
骸
を
引
干
出
し
、
赤
裸
に
し
て
口
の
内
へ
土
を
な
る
だ
け
押
シ
込
ミ
、
横
さ
ま
に
伏
さ
せ
お
き
、
其
身
は
「
サ
ロ
ン
」
（
蘭
語
田
『
・
二
ｍ
〔
腰
巻
の

類
〕
ｌ
‐
引
用
萱
と
い
ふ
大
衣
の
如
く
仕
立
た
る
木
綿
の
単
な
る
礼
服
を
着
し
、
鑿
篭
打
籠
敷
（
織
物
の
敷
物
ｌ
引
用
者
｝
を
数
て
礼
捧

を
な
し
、
横
文
字
に
て
轡
た
る
経
文
（
聖
書
の
こ
と
か
－
－
‐
引
用
者
）
を
出
し
て
塗
二
狂
騒
雛
鍵
齪
祷
γ
読
経
す
。
其
声
は
な
は
だ
殊
勝
な
り
。
夫

だ
な
ど
・
ろ

よ
り
調
経
を
は
っ
て
後
、
掌
を
合
と
、
「
ア
ミ
ン
」
と
唱
ふ
る
事
十
遍
、
「
ア
イ
ノ
ー
ハ
」
「
ナ
イ
ノ
ー
ハ
」
（
意
味
不
明
－
－
１
引
用
者
）
と
唱
へ
な

う
づ
む

が
ら
、
左
右
を
拝
す
る
事
百
遍
に
し
て
、
屍
を
埋
る
と
な
、
ソ
。

か
け
い

し
げ
ん
ざ
や
う

家
兄
（
自
分
の
兄
の
こ
と
‐
‐
－
４
引
用
者
）
の
考
に
日
、
土
を
口
に
含
ま
せ
た
る
は
故
あ
る
事
な
り
。
西
洋
の
人
、
四
元
行
と
号
て
水
火
気
土
の
四

郡
け
る
と
き

を
尊
信
す
。
生
前
水
を
尊
信
す
る
者
を
ぱ
、
其
屍
を
水
葬
し
、
火
を
尊
信
す
る
者
を
ぱ
火
葬
し
、
気
を
尊
信
す
る
者
を
ぱ
、
繩
を
ｆ
Ｕ
っ
て
樹
の
枝

に
懸
、
土
を
尊
信
す
る
者
を
ば
土
葬
に
す
。
鋤
鐸
鰯
嘘
罎
漣
》
耀
鮓
蝿
鰄
蝿
噸
。
長
崎
に
居
所
の
西
洋
人
の
内
、
水
火
金
の
三
を
尊
信
す
る

か
け

者
を
も
、
や
は
り
日
本
の
制
に
な
ら
ひ
て
す
べ
て
土
葬
に
す
る
と
見
え
た
り
。
中
に
も
子
平
が
見
た
る
所
の
土
を
押
シ
入
ノ
く
、
含
ま
せ
た
る
は
、
土

を
尊
信
す
る
者
を
葬
る
式
に
て
や
あ
り
け
ん
。
（
後
略
）

め
込
ま
れ
た
と
あ
る
。

出
島
に
在
勤
し
た
黒
人
の
多
く
は
若
者
（
少
年
）
で
あ
り
、
そ
の
仕
事
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
食
事
の
給
仕
、
縫
い
物
、
洗
た
く
、
水
く

み
、
台
所
の
手
伝
い
、
そ
の
他
の
雑
用
で
あ
っ
た
。
身
分
は
低
く
、
商
務
員
や
医
師
の
し
も
く
と
し
て
奉
仕
し
た
。
蘭
館
日
誌
に
そ
の
死

亡
記
事
が
出
て
く
る
の
は
十
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
死
亡
し
た
場
合
、
検
死
を
受
け
る
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ
人
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

○
黒
坊
の
葬
式

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一

八



今
日
の
午
後
、
上
外
科
フ
イ
リ
ッ
プ
・
ピ
ィ
ー
ア
ル
・
ム
セ
ウ
ル
ス
の
奴
僕
死
去
せ
り
。

ち
な
み
に
、
黒
人
に
つ
い
て
の
記
事
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
七
四
○
年
六
月
六
日
（
元
文
五
年
五
月
十
三
日
）

□の⑪の。目□のロ〕己Ｓｍ一⑪の『の①ゴロ】四二の一四具ご山口ロの。。ｇの『向亘『眉目で三一『己国の〔の『冨口⑫ｇ－Ｅｍｏぐの『’８の。．
●
●

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

（

万
図
１
Ｃ
の
、
の
口
昌
。
『
困
の
二
一
の
①
『
の
①
ロ
ョ
目
⑪
一
四
四
ぐ
ぐ
冒
旦
の
口
⑪
の
、
自
旦
①

の
り

人
よ
し
］
す
の
『
白
⑫
ぐ
四
二
勺
○
○
耳
Ｃ
己
可
の
（
の
、
宣
已
Ｑ
：
ワ
の
ａ
］
丙
宍
○
日
の
。
［
の

礪絢ｏくの【一己ｇ・
内
図

館
勝
一
八
○
五
年
五
月
一
日
（
文
化
二
年
四
月
三
日
）

蘭
名

今
日
の
午
後
、
私
が
使
っ
て
お
る
少
年
は
黒
鯛
の
卵
を
食
べ
た
あ

(｢長崎古今集覧

今
朝
、
ク
ラ
ベ
ン
デ
ィ
ク
号
の
次
席
商
館
長
ア
ル
ベ
ル
ト
ウ
ス
・

フ
ァ
ン
。
ポ
１
ル
ト
の
奴
僕
、
死
去
せ
り
。

同
年
八
月
二
十
二
日
（
元
文
五
年
七
月
一
日
）

一

九



、
斜
里
興
上
蝿
楡
Ｉ
Ｎ
Ｗ
＜
鰯

A
j
u
Y
揮
一
’
四
組
Ｕ
ｗ
ｅ
隠
卿
蝋
哩
嵩
型
ｕ
Ｎ
程
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e
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a
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n
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a
r
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e
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a
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i
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e
r
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t
o
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d
k
e
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g
a
O
,
t
g
o
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v
e
r
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e
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e
n
t
．
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＜
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＜
１
Ｗ
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｣
寸
揮
ボ
ー
鋸
Ｗ
ト
パ
J
薄
型
騨
鴬
ｅ
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旨
や
卿
ヨ
ー
)
損
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T
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＜
衙
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掛
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血
1
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＋
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伺
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入
奄
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ト
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I
P
ｅ
ｻ
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M
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p
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．



□
の
砿
目
目
臼
一
ｍ
の
『
の
①
曰
く
四
コ
烏
一
陣
臼
。
。
且
目
＆
の
ヨ
ロ
の
日
目
『
の
】
司
置
〔
○
（
ぬ
の
ｍ
９
の
ロ
六
口
目
□
の
。
］
四
日
ｐ
ｍ
Ｃ
す
の
【
の
く
⑫
の
『
ぬ
の
、
Ｃ
ａ
目
１
ｃ
ｍ

（
○
芹
二
○
ｍ
ｍ
］
ず
｛
の
『
ぐ
の
『
ず
一
の
く
の
二
Ｎ
『
ご
【
Ｃ
。
〕
の
二
斤
の
の
【
の
『
ぐ
の
ロ
。

一
七
三
四
年
、
日
本
の
皇
帝
（
将
軍
家
１
１
引
用
者
）
に
献
上
す
る
た
め
に
送
ら
れ
て
来
た
猟
犬
の
う
ち
一
匹
は
、
今
ま
で
当
地
で
生
き
て
い
た

の
だ
が
、
今
晩
死
ん
だ
。

ま
た
蘭
館
日
誌
に
は
、
人
間
の
死
と
は
別
に
、
出
島
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
人
が
飼
っ
て
い
た
動
物
（
犬
・
オ
ー
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
）
の
死
に

つ
い
て
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
晩
ま
た
猟
犬
の
一
匹
が
死
ん
だ
。

つ
づ
い
て
八
日
後
（
十
一
月
十
一
日
）
に
更
に
も
う
一
匹
死
ん
で
い
る
。

一
七
三
九
年
十
一
月
三
日
（
元
文
四
年
十
月
一
一
一
日
）

□
の
⑪
の
ロ
二
四
日
一
ｍ
の
『
弓
巴
の
『
の
⑦
。
ぐ
目
□
の
］
口
智
彦
。
且
の
三
六
○
日
目
厨
の
庁
の
『
く
の
二
・

。
ご
⑦
『
一
》
・
の
曰
く
四
口
。
①
口
］
煙
く
四
四
己
の
、
ロ
の
曰
く
巨
巨
『
の
８
戸
の
『
ご
口
ご
Ｎ
・
雪
［
・
の
８
○
日
⑪
三
つ
の
①
ｑ
の
互
い
の
ロ
四
四
曰
旦
勺
口
国
、
⑰
．

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

■■■■■■■■■

￣

￣

￣



閑
話
休
題
。

来
日
オ
ラ
ン
ダ
人
は
平
戸
・
長
崎
・
江
戸
に
か
ぎ
ら
ず
、
江
戸
参
府
の
往
還
に
お
い
て
も
亡
く
な
る
場
合
が
あ
っ
た
。
一
七
六
八
年
三

月
三
日
午
前
九
時
ご
ろ
、
商
館
長
ヤ
ン
・
ク
ラ
ン
ス
は
簿
記
係
ル
ド
ル
フ
・
フ
レ
ウ
デ
マ
ン
、
上
外
科
ヤ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
ハ
ウ

ト
（
］
目
司
『
豊
８
－
叩
旦
の
餌
目
庁
）
を
伴
っ
て
江
戸
に
向
い
、
そ
の
帰
途
、
同
行
の
ド
。
ハ
ウ
ト
は
不
幸
に
も
京
都
近
郊
で
亡
く
な
っ
た
。

同
人
は
旅
行
中
、
健
康
状
態
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
七
六
八
年
五
月
十
七
日
（
明
和
五
年
四
月
二
日
）
付
の
「
蘭
館
日

誌
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

筆
者
は
犬
の
記
事
を
五
、
六
件
見
た
よ
う
に
思
う
。
次
に
オ
ー
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
死
一
件
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ま
た
昨
晩
、
オ
ー
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
死
ん
だ
。

五
月
十
七
日
（
火
曜
日
）
。

ア
ー
ロ
ン
（
ベ
ル
ギ
ー
の
町
－
－
４
引
用
者
）
出
身
の
上
外
科
ヤ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
ハ
ウ
ト
は
、
参
府
旅
行
中
ず
っ
と
次
第
に
体
が
衰
え
て

○
・
壽
…
…
…
：
…
：
圖
昌
…
国
…
…
…
“
１

八
○
○
年
九
月
十
二
日
（
寛
政
十
二
年
七
月
二
十
四
日
）

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一

二
一

￣



「
シ
ン
ョ
ダ
・
ト
ョ
イ
と
と
は
、
現
在
の
京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
真
如
町
に
あ
る
「
真
如
堂
東
陽
院
」
の
こ
と
で
あ
る
。
紅
毛
外
科

医
が
王
城
の
地
に
葬
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
よ
く
の
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ド
・
ハ
ウ
ト
の
病
死
に
つ
い
て
は
「
通
航
一
覧
・
一

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一一一一一一

ぐ
こ
』
四
頭

●
□
●
●

●
●

９
ｍ
頭
の
①
□
の
ロ
ロ
の
⑦
の
①
二
目
Ｃ
ｐ
ｇ
Ｂ
ｍ
『
ぐ
の
①
］
の
ョ
Ｃ
の
］
の
］
豈
穴
冨
巴
の
。
①
ロ
の
ロ
の
百
Ｑ
｝
ぬ
の
『
目
。
己
一
の
の
四
口
頤
の
己
の
芹
【
○
の
⑰
（
の
ヨ
ョ
ー
ロ
、
ぐ
四
二
。
の
ロ
□
ご
『
一
の
ロ

●
●

ご
●
一
砲
の
二
ｍ
Ｃ
ａ
『
の
ぐ
山
口
ロ
の
口
冨
の
『
ぬ
『
Ｃ
Ｃ
（
『
の
臼
の
。
□
の
二
ｍ
の
ョ
の
一
Ｑ
の
○
℃
己
の
『
ヨ
の
①
の
〔
囚
す
の
、
『
山
画
く
の
ロ
ゴ
豈
旦
の
ロ
〔
の
ョ
己
の
一
ｍ
一
己
Ｃ
ユ
四
日
Ｃ
）
○
一
①
。
ぐ
ｍ
ｐ
Ｑ
の

●
■

…
…
…
１

Ｃ
三
ｍ
且
眉

］『トヨ。温のｐｍＣョ耳の貝すぐの⑦口員の二・の口。ごつの『ロ］①の、〔。『］四二同国ロの○一⑩□の四四具ごｍごシ四『一○二口■ぬの。巨巨『のご』の』の函のすの①］の『。①］の①
●
●

：
己
の
自
巨
胃
片
の
の
『
①
己
の
⑪
一
の
六
［
の
胸
の
一
号
。
『
①
の
耳
〔
の
ど
の
弓
の
。
『
、
【
Ｃ
Ｏ
ョ
の
ロ
房
○
ぐ
の
『
一
己
の
ロ
》
⑫
の
己
の
四
目
⑪
８
己
⑪
。
①
こ
く
六
二
四
四
『
富
国
８
ご
Ｃ
Ｃ
日
胃
． ●
●

行
く
病
い
に
苦
し
ん
で
い
た
者
だ
が
、
午
前
一
一
時
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
直
ち
に
遺
骸
を
京
に
送
っ
た
。

五
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
。

今
夕
、
多
く
の
難
儀
と
熟
考
を
経
て
、
内
裏
の
同
意
と
所
司
代
の
命
に
従
い
、
上
記
の
上
外
科
を
サ
カ
派
の
シ
ン
ョ
ダ
・
ト
ヨ
イ
ン
に
埋
葬
し
た
。

原
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
日
後
の
記
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。



ド
。
ハ
ゥ
ト
に
注
目
し
、
京
都
在
住
の
医
師
阿
知
波
博
士
に
墓
の
有
無
と
過
去
帳
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
回
答
を
「
蘭
館
医

ド
・
ホ
ゥ
ト
の
死
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
「
日
本
医
師
学
雑
誌
」
（
第
十
二
巻
第
二
号
）
に
発
表
し
た
の
は
、
慶
応
大
学
名
誉
教
授
大
鳥

で
あ
っ
た
。

と
あ
る
と
い
う
。

と
あ
る
。
が
、
オ
ラ
ン
ダ
側
の
記
録
と
一
日
の
ず
れ
が
あ
る
。

筆
者
は
、
ド
。
ハ
ウ
ト
の
墓
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
平
戸
の
横
島
を
訪
れ
た
帰
り
、
東
陽
院
を
訪
ね
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
寺
院
に
墓

が
現
存
す
る
か
ど
う
か
照
会
の
手
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
回
答
に
接
し
た
が
、
墓
は
無
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
過
去
帳
に

記
戦
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

（
巻
二
百
四
十
一
）
に
、

明
和
五
戊
子

一
、
阿
蘭
陀
人
外
科
鮴
一
睡
炉
”
》
軒
騨
卜

「
別
に
記
有
り
」
と
あ
る
が
、
現
住
職
。
斎
藤
直
成
氏
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
以
上
の
資
料
は
な
く
墓
碑
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と

マ
マ

マ
〒

明
和
五
戊
子
年
、
当
春
江
戸
参
上
之
外
科
紅
毛
人
、
四
月
一
一
一
日
船
京
都
病
死
、
同
五
日
真
如
堂
中
東
陽
院
に
埋
葬
之
、
長
崎
志
、

四
月
五

日
茶
毘

四



八
月
十
五
日
（
元
文
元
年
七
月
二
十
三
日
）
。

最
近
到
着
し
た
ジ
ャ
ン
ク
は
荷
を
卸
し
は
じ
め
、
金
曜
日
ご
ろ
船
は
空
に
な
る
。
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ホ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
氏
の
遺

骸
は
、
日
本
人
が
驚
く
ほ
ど
、
当
地
の
現
状
で
許
さ
れ
る
限
り
華
麗
に
、
相
応
の
礼
を
も
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
。

ｎ
画
［
Ｅ
『
□
四
豈

届
．
ご
く
一
の
己
○
の
一
四
四
房
〔
砲
》
ロ
『
『
－
ご
①
の
ａ
の
一
○
二
汚
函
の
一
○
⑰
（
の
ロ
『
四
四
戸
の
［
の
⑦
硬
の
ご
ｍ
・
の
ぐ
『
己
。
陣
順
一
の
①
島
、
雪
く
『
ｍ
の
Ｑ
の
三
一
の
ａ
）
二
『
一
六
ぐ
、
己
尹
『
昌
一
の
ロ
ロ
ョ
四
の
円

函
の
ご
□
『
一
丙
の
。
（
【
（
ユ
の
９
］
〕
巨
巨
『
【
。
。
ｐ
ヨ
の
庁
四
一
一
の
日
○
○
ｍ
の
一
】
］
六
の
⑫
国
四
Ｓ
－
ｐ
㈱
Ｃ
く
の
『
『
の
□
の
頤
の
一
の
頭
の
ロ
ぼ
の
竜
。
》
（
ゴ
ー
の
「
【
Ｃ
の
一
四
四
戸
８
－
ぐ
の
ゴ
ミ
Ｃ
二
・
の
ユ
ロ
、
こ
の
『

］
、
ロ
ロ
ロ
ロ
の
『
の
マ
ワ
の
ケ
○
．
ユ
ー
］
六
（
の
『
四
ｍ
『
こ
の
す
の
⑩
（
の
｝
□
・

デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
葬
儀
の
様
子
を
最
も
如
実
に
描
い
て
い
る
の
は
「
紅
毛
雑
話
・
一
の
記
事
で
あ
る
。
安
永
六
年
、
七
年
と
二
度
ば
か
り

長
崎
に
遊
学
し
た
林
子
平
は
、
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
葬
式
を
目
撃
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
、
そ
の
時
の
体
験
談
を
森
島
中
良
に
語
り
、
森
島

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
二
五

蘭
三
郎
氏
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
ド
・
ハ
ウ
ト
〈
□
の
四
四
具
）
を
ド
・
ホ
ウ
ト
（
月
田
Ｃ
具
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。
が
、
筆
者
の
判
読
に
誤

り
が
な
け
れ
ば
、
た
し
か
蘭
館
日
誌
の
記
載
は
号
四
目
【
と
な
っ
て
い
た
と
思
う
。

一
七
七
八
年
七
月
二
十
七
日
（
元
文
元
年
七
月
四
日
）
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
上
席
商
務
員
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ホ
ッ
ト
フ
リ
ー

ト
・
デ
ュ
ー
ル
コ
ー
プ
（
函
の
己
『
房
の
。
［
昌
一
の
ロ
ロ
自
民
○
○
℃
）
は
、
日
本
へ
向
う
船
「
ハ
イ
ス
・
卜
・
ス
ペ
イ
ク
」
（
困
昌
⑫
（
⑦
の
ロ
罠
）

（
肥
）

号
上
で
亡
く
な
っ
た
。
早
速
、
そ
の
遺
骸
に
防
腐
処
置
を
ほ
ど
こ
し
、
〃
鉛
の
棺
〃
に
入
れ
て
長
崎
ま
で
運
び
、
稲
佐
の
蘭
人
墓
地
に
埋

葬
し
た
。
か
れ
は
出
島
の
商
館
長
に
着
任
す
る
途
次
、
不
慮
の
死
を
と
げ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ス
・
ト
・
ス
ペ
イ
ク
号
が
長
崎
に
到
着

し
た
の
は
同
年
八
月
九
日
（
七
月
十
七
日
）
の
こ
と
で
、
約
一
週
間
後
に
遺
体
を
葬
っ
た
。
蘭
館
日
誌
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。



「
長
崎
聞
見
録
」
に
も
「
阿
蘭
陀
人
の
墓
」
と
題
す
る
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
板
屋
根
で
覆
わ
れ
た
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
の
絵
が

添
え
ら
れ
て
い
る
（
さ
し
絵
を
参
照
）
。

マ
マ

か
ぴ
た
人
じ
ゃ
わ

わ
た
な
か

往
年
「
ジ
ュ
ル
コ
ー
ー
プ
」
と
い
ふ
加
毘
丹
、
瓜
畦
よ
り
日
本
へ
渡
海
の
洋
中
に
て
病
死
し
た
る
死
骸
を
、
長
崎
稲
佐
山
の
悟
真
寺
へ
墾
熱
麹
舞
い

ま
づ
し
か
竃
ね

尺
■
８

航
綜
帽
は
葬
送
し
た
る
始
末
を
、
玄
沢
子
（
大
槻
玄
沢
の
こ
と
‐
‐
‐
引
用
者
）
の
物
語
に
て
間
し
に
先
屍
の
腹
を
割
て
臓
腕
を
引
出
し
詰
物
を
し
て
其

き
せ

切
り
口
を
縫
合
せ
幾
獺
詮
罐
蕊
赫
溌
熱
浜
雛
唾
矯
人
を
黒
き
服
を
穿
て
臥
棺
に
収
め
、
騨
戟
鑑
纈
轆
惣
り
極
々
の
詰
物
有
て
と
く
と
詰
、

ち
や
ん

へ

其
枢
の
上
を
瀝
青
に
て
塗
固
め
て
船
中
に
安
措
し
、
海
の
上
に
ｐ
Ｈ
数
を
歴
て
後
、
長
崎
へ
着
岸
の
上
、
葬
礼
を
行
ひ
け
る
時
の
式
は
、
棺
へ
黒

び
ろ
う
ピ

さ
て

天
鷲
絨
の
覆
を
か
け
、
棒
は
竪
に
一
一
本
シ
、
横
に
一
一
一
本
入
て
、
か
つ
ぐ
や
う
に
作
り
た
り
。
扣
悟
真
寺
ま
で
見
送
り
の
蛮
人
数
多
、
各
黒
き
喪
服
を

Ｓ
れ

た
る

着
し
、
黒
羽
一
一
重
の
裁
に
て
作
り
た
る
、
頭
よ
り
左
右
の
肩
へ
垂
る
や
う
に
製
し
た
る
も
の
を
着
た
り
。

ひ
つ
ぎ

葬
穴
を
深
く
堀
て
枢
を
収
む
る
事
、
比
邦
に
さ
し
て
か
け
る
事
な
し
。
鉾
臥
、
醗
賦
露
乍
鍬
疹
も
む
石
碑
は
横
石
な
り
。
横
文
字
に
て
銘
を
刻
む
。
石
面

は
う

か
ら
く
り

の
一
シ
秀
に
、
砂
時
計
の
両
方
に
、
鳥
の
翼
を
置
た
る
紋
を
彫
付
た
り
。
是
は
我
邦
の
判
事
物
の
様
な
る
事
な
り
。
砂
時
計
は
機
関
の
砂
の
落
チ
切
り

ぜ
つ

た
る
を
も
て
、
呼
吸
の
絶
し
た
る
に
た
と
へ
、
左
右
の
翼
は
、
此
人
死
し
て
４
，
，
名
は
千
万
里
の
外
に
飛
と
い
ふ
意
な
る
よ
し
な
り
と
ぞ
。

た
と
へ

公
ぐ
み

こ
し
か
さ
ひ
や
６

彼
国
の
人
磐
諭
を
画
に
轡
事
多
し
。
大
低
此
類
の
画
組
な
り
。
林
子
平
が
見
た
る
加
毘
丹
の
葬
式
も
玄
沢
子
の
話
と
同
じ
。
輿
昇
の
日
庸
一
一
十
人

△
し
｝
①
ｉ
』

←
ひ
や
夕
、

で
し
虫

に
、
阿
蘭
陀
人
の
印
の
付
た
る
看
板
（
－
）
る
し
ば
ん
て
ん
の
意
ｌ
引
用
者
）
を
着
せ
し
め
、
枢
な
ら
び
に
見
送
り
の
蛮
人
、
西
洋
館
の
水
門
よ
り
稲

さ
し
そ
ひ

の
ま
ぜ

佐
の
湊
ま
て
、
十
八
丁
の
海
上
を
船
に
て
行
。
棺
を
乗
七
た
る
舟
と
差
添
の
加
毘
且
の
舟
へ
は
、
布
交
の
旗
を
立
て
た
腕
ソ
。

レ
ー

担
悟
真
寺
の
仏
前
ン
に
棺
を
界
居
る
時
、
住
僧
お
よ
び
長
崎
惣
寺
々
の
僧
徒
、
の
こ
ら
ず
出
て
読
経
す
。
夫
よ
り
跡
の
取
置
は
す
べ
て
寺
の
例
に

そ
か
し
さ

ま
か
す
る
事
な
り
。
可
笑
は
和
尚
の
引
導
な
猫
リ
。
紅
毛
の
死
人
の
耳
へ
は
何
と
這
入
る
や
。
通
詞
が
な
く
て
は
わ
か
り
か
ぬ
く
し
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

は
そ
れ
を
伝
聞
と
し
て
紹
介
し
た
の
が
「
紅
毛
人
葬
式
」
で
あ
る
。
次
に
全
文
を
ひ
い
て
み
よ
う
。

一
一
一
一
ハ



iｉ

阿
四
陀
人
騨
之

阿
蘭
陀
人
の
墓
は
。
長
崎
稲
佐
邑
。
悟
真
寺
に
あ
り
・
昔
時
カ
ビ
タ
ン
・
舟
中
に
て
死
た
る
を
。
沙
織
流
に
し
て
持
来
り
。
此
寺
に
鑿
評
。
其
墓

い
な
さ
む
ら
ご
し
ん
じ
む
か
し
マ
マ

あ
り
。
も
っ
と
も
カ
ピ
タ
ン
以
下
。
黒
す
ま
た
ろ
す
（
黒
人
の
召
使
い
１
１
引
用
者
）
杯
の
類
は
。
墓
と
い
ふ
事
も
な
し
。
叔
鯵
の
死
た
る
に
藻
し

く
・
其
儘
埋
置
事
也
。
も
し
船
中
に
て
死
た
る
ハ
・
海
中
に
捨
ろ
と
な
ん
・
或
は
其
カ
ビ
タ
ン
の
墓
も
。
譲
樒
を
尹
献
る
と
い
ふ
事
も
な
し
。
た
ぎ

ま
Ｌ
う
め

唐
人
か
う
は
恥
ふ
さ
ん
け
い

そ
の
恩
厚
に
預
り
た
る
売
婦
な
ど
。
参
詣
す
る
の
ミ
と
な
ん
。
も
っ
と
も
。
墓
に
文
字
を
彫
と
云
事
も
な
し
。
墓
の
ま
へ
に
こ
一
シ
石
を
立
た
り
。
是

。
：
か
ん
じ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

墓の
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
が
埋
葬
さ
れ
た
の
は
、
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

プ王
地
を
入
っ
て
左
上
段
二
段
高
く
な
っ
て
い
る
所
）
の
地
で
あ
る

レユ
い
う
か
。
そ
れ
が
い
つ
の
頃
か
、
お
そ
ら
く
は
江
戸
時
代
中
期
で
あ

『
ナ
よ
ろ
う
が
、
墓
石
だ
け
を
今
の
下
段
に
移
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
１

才
露
幕
末
に
来
日
し
た
写
真
家
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ベ
ァ
ト
ニ
八
二
五

種
鯛
～
？
）
が
長
崎
で
撮
っ
た
写
真
の
中
に
、
悟
真
寺
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

瀝
帳
地
内
の
写
真
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
は
っ
き
り
と
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の

墓
が
写
っ
て
い
る
か
ら
、
幕
末
に
は
す
で
に
今
の
場
所
に
在
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

Ｕ
そ
う

し
る

。
』
■

か
ん
じ

ハ
寺
僧
よ
り
事
の
よ
し
を
記
し
た
る
石
な
り
。
愛
を
仏
ロ
っ
て
漢
字
に
て

ま
の
つ

彫
た
り
。
し
か
し
是
も
ミ
な
磨
滅
し
て
。
見
へ
ざ
る
な
、
ソ
墓
の
形

づ

は
左
に
図
す
。

七
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弓
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ロ
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向
ｚ
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向
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シ
ｚ
四
両
目
国
閂
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用
用
ど
の
日
向
ｚ
□
の
同
国
向
向
ｚ
弓
向

く
シ
ヱ
ニ
ミ
邑
旧
同
ｚ
Ｏ
ｐ
ｚ
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「
向
Ｐ
向
□
向
い
向
ｚ

シ
○
四
日
切
シ
鰯
鈩
幻
因
ｚ
国
向
向
罰

回
国
ｚ
己
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閂
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閂
国
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あ
る
。

凶
Ｚ
向

旨
ｚ
□
閂
目
尻
向
臣
の
向
閃
”
目
尻

碑
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一
二
八

デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
幕
碑
は
、
日
本
に
現
存
す
る
西
洋
人
の
墓
の
中
で
も
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
形
も
一
番
大
き
い
の
で

の
両
国
○
○
肉
向
Ｚ

ご
己
己
再
【
。
◎
弓

三
○
丙
シ

應岼陶添』
ご
○
Ｆ
シ
弓
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デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
は
物
見
高
い
人
間
に
か
っ
こ
う
な
対
象
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
、
長
崎
に
遊
ん
だ
多
く
の
文
人
墨
客
も
稲
佐
の
蘭

人
墓
地
を
訪
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
司
馬
江
漢
は
天
明
八
年
四
月
二
十
一
一
一
日
（
一
七
八
八
年
五
月
二
十
八
日
）
、
絵
の
修
業
の
た
め
長

崎
へ
赴
き
、
長
崎
滞
在
中
の
同
年
十
月
二
十
六
日
（
一
七
八
八
年
十
一
月
二
十
三
日
）
、
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
を
見
学
に
訪
れ
た
。
「
江
漢
西

遊
日
記
」
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

ハ
カ
フ
シ
ト
ム
ロ
フ

廿
六
日
少
々
雨
天
。
向
地
稲
佐
悟
真
寺
に
行
き
、
唐
人
、
お
、
Ｄ
ん
だ
の
墳
を
見
る
。
皆
臥
た
る
ま
，
に
津
。
蘭
人
ヅ
ー
ル
・
コ
ッ
プ
（
デ
ュ

心

ル
コ
ー
プ
の
こ
と
‐
‐
‐
‐
‐
‐
引
用
者
）
と
云
人
の
塚
、
石
を
カ
マ
ポ
コ
形
り
に
し
て
、
何
や
ら
蘭
字
を
彫
り
、
金
箔
を
入
れ
、
上
に
砂
時
計
を
彫
る
。
是

ろ
う
こ
く

た
レ
』

は
漏
刻
（
水
時
計
、
寸
時
の
意
－
－
‐
引
用
者
）
つ
き
た
る
臂
へ
な
り
。

時
は
休
み
な
く
過
ぎ
去
る
（
ラ
テ
ン
語
）
。

こ
こ
に
横
た
わ
る
畏
敬
す
べ
き
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ホ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
氏
の
亡
骸
の
た
め
に
。

か
れ
は
生
前
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
商
館
に
所
属
す
る
上
席
商
務
員
兼
商
館
長
で
あ
っ
た
。
一
七
三
六
年
五
月
五
日
、
東
フ
リ
ー
ス

ラ
ン
ト
の
ド
ー
ル
ム
で
生
ま
れ
た
。
七
月
二
十
七
日
、
四
十
二
歳
と
一
一
ヵ
月
と
二
十
一
一
日
で
北
緯
二
十
六
度
西
経
五
十
八
度
の
地
点
を
航
行
中
の
ハ

イ
ス
・
卜
・
ス
ペ
イ
ク
号
上
で
亡
く
な
り
、
一
七
七
八
年
八
月
十
五
日
眠
り
に
つ
い
た
。

デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
に
は
、
上
部
に
砂
時
計
、
下
部
に
犬
又
は
ラ
イ
オ
ン
ら
し
き
動
物
と
小
さ
な
十
字
架
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

と
も
あ
れ
、
今
ひ
い
た
碑
文
の
意
味
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

＝

○



一
九
八
七
年
十
月
十
六
日
（
天
明
七
年
九
月
六
日
）
、
ロ
ー
セ
ン
プ
ル
フ
号
の
船
長
ト
ー
マ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ト
リ
ー
ト
が
出
島
で
亡
く

な
っ
た
。
次
に
そ
の
碑
文
を
掲
げ
る
。

と
あ
る
。

な
が
さ
き
い
な
さ
ご
し
ん
じ
列
列
引
列
カ
ヒ
タ
ン

按
る
に
長
崎
稲
佐
山
悟
真
寺
に
和
蘭
陀
加
比
丹
ヂ
ュ
ー
ル
コ
ー
プ
と
い
へ
る
が
鐵
あ
り
・
蔵
癖
は
六
尺
計
の
石
を
峨
献
に
趣
、

ひ
ぷ
ん
あ
い
じ
る
し
く
わ
ん
め
い
こ
く

屋
根
の
こ
と
ｌ
－
‐
引
用
者
）
有
。
碑
文
は
上
の
方
に
号
章
を
し
る
し
下
に
官
名
を
刻
す
。
（
後
略
）

一
文
に
よ
る
と
、
昔
は
蘭
字
と
彫
刻
に
金
箔
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
時
代
に
墓
に
十
字
架
を
刻
ん
だ
こ

と
は
珍
し
く
、
幕
府
も
黙
認
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

く
に
あ
ぢ
ら

侍
医
桂
川
甫
周
国
瑞
（
一
七
五
一
～
一
八
○
九
）
の
編
著
「
北
檬
聞
略
」
に
も
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
に
一
一
一
一
口
及
し
た
く
だ
り
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
、

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

出
目
向
宛
丙
こ
の
曰
餌
向
日

の
目
向
宛
甸
Ｆ
『
【
ロ
向
向
い

く
ｍ
ｐ
Ｑ
の
ロ

ー
局
両
ご
両
ド
ミ
出
亘
罠
弩
同
『
両
三

四
の
⑦
『
弓
四
○
○
三
『
し
め
国
二
目
宛
閂
句
『

４
４

随
ｇ
ｏ
ｏ
『
の
ロ
（
①
幻
○
日
目
向
罰
ロ
シ
ニ
［

－

－

－

－

￣

あ
止
打
上
じ

上
に
雨
覆
（
板



マ
マ

高
貴
し
て
勇
敢
強
ト
ー
ー
マ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ト
リ
フ
ト
の
亡
骸
こ
こ
に
眠
る
。

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
、
生
前
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
所
属
の
ロ
１
セ
ン
ブ
ル
ク
号
を
指
揮
し
た
。

去
。

フ
ァ
ン
・
ト
リ
ー
ト
船
長
の
死
に
つ
い
て
は
、
蘭
館
日
誌
に
記
事
が
あ
る
。
死
因
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
流
行
病
に

患
か
っ
て
逝
っ
た
も
の
か
。
か
れ
が
亡
く
な
っ
た
年
は
死
者
が
多
く
、
十
七
人
余
の
船
員
が
相
次
い
で
死
亡
し
て
い
る
。

一
七
八
七
年
十
月
十
六
日
（
天
明
七
年
九
月
六
日
）
。

マ
マ

今
朝
六
時
ご
ろ
、
当
地
に
お
い
て
ロ
ー
セ
ン
プ
ル
フ
号
の
船
長
ト
ー
マ
ス
・
フ
ァ
ン
。
ト
リ
ー
ト
（
ロ
ッ
ー
ァ
ル
ダ
ム
出
身
）
は
、
亡
く
な
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

ご
Ｎ
望
ロ
ー
ロ
山
門
因
ロ
ロ
伊
Ｆ
の
①
ぐ
の
ロ

○
し
勺
曰
」
自
ｚ
厨
『
Ｎ
因
向

ｏ
ｏ
ｐ
目
ご
ロ
ロ
ロ
の
周
の
ロ
弓
因
Ｄ
Ｃ
ヨ
ご
煙
胸
三
の

、
、
罫
ロ
”
○
○
ｍ
向
ｚ
国
ご
【
の

、
の
⑩
Ｓ
『
『
の
口
冨
ゴ
ロ
思
一
田
ゴ
ロ
の
毎
口
向
Ｃ
閂
三
シ

ニ
⑦
口
〆
く
岸
。
、
３
ヶ
の
『

少
。
富
ロ
メ
×
Ｆ
鰐
〆
〆
く
国

七
八
七
年
十
月
十
六
日
出
島
で
死

一

一

－

一

一

￣



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

ｊ影
今
日
の
午
後
、
故
海
軍
大
尉
ト
ー
マ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ト
リ
ー
ト
の
亡
骸
を
、
当
地
の
現
状

灘
で
許
さ
れ
る
か
ぎ
り
の
立
派
な
葬
儀
を
も
っ
て
葬
っ
た
・

筆く墓
］
偶
国
の
巴
の
口
目
こ
の
曰
一
呂
四
胸
。
の
［
｜
》
澪
く
囚
ゴ
ミ
｝
一
の
口
こ
の
口
○
眉
国
ヨ
（
の
『
Ｎ
の
⑦

、弓ゴ○日、⑪ぐ四口目１の（日の〔、一一のｇｏ顕の一］穴の⑪国斤一の．Ｓこの則の９ｍｍの一の①、８号の己》戸亘の『
ぞ
。
…
ず
：
・
・
１
言
…
ａ
：
…
一
・
１

ヘト
静
岡
県
掛
川
市
仁
藤
町
に
天
然
寺
（
浄
土
宗
）
と
い
う
古
刹
が
あ
り
、
本
堂
（
再
建

レノベ
し
た
も
の
）
の
前
の
駐
車
場
を
西
方
に
少
し
行
っ
た
所
が
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

スイ
に
参
府
の
帰
途
、
客
死
し
た
出
島
の
オ
ー
フ
ン
ダ
商
館
長
へ
イ
ス
ベ
ル
ト
・
ヘ
ン
ミ
ィ

ヘ（９）⑪すのＨ【■⑦ョ目）、一七九一一一～九八年まで在勤）の墓がある。

』
爲
国
の
Ｑ
の
コ
ョ
。
『
、
の
。
｛
の
四
一
豆
の
『
一
口
『
８
”
の
⑪
巨
巨
『
の
二
六
ｏ
○
日
の
ご
席
○
ぐ
の
『
一
量
□
の
ゴ
ロ
の
。

□

ｎ
ｍ
己
一
口
ご
く
四
コ
マ
〔
⑪
、
亘
己
宛
。
。
⑪
①
コ
ケ
色
『
ぬ
ヨ
ゴ
。
ｐ
】
ｍ
叩
く
四
口
目
『
一
の
庁
亨
く
四
二
幻
。
耳
の
己
四
ョ
，

亡
く
な
っ
て
一
一
日
後
の
十
月
十
八
日
（
陽
暦
）
、
そ
の
遺
骸
は
稲
佐
に
埋
葬
さ
れ
た
。

「
掛
川
誌
」
に
、

￣

￣

一

一

一

￣



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
三
四

ゲ
イ
ス
ペ
ル
ト
ヘ
ン
ミ
ー

寛
政
十
年
四
月
廿
四
日
紅
毛
人
傑
以
思
別
□
辺
米
と
云
ふ
も
の
褐
病
に
て
掛
川
の
逆
旅
に
死
す
全
廿
五
日
天
然
寺
中
に
葬
る
墓

表
な
し
長
さ
四
尺
許
の
墓
石
を
土
上
に
壇
て
上
面
に
蛮
文
を
刻
せ
り

と
駐
墾
。
（
ノ

ヘ
ン
ミ
ー
の
蕊
に
づ
い
て
は
大
正
期
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
何
人
か
の
史
家
が
論
文
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、

と
を
控
え
る
。
墓
の
大
き
》
さ
い
は
、

と
を
控
え
る
。
墓
の
一

縦
五
尺
七
寸
五
分

横
二
尺
七
寸
五
分

厚
さ
、
中
央
が
犬
寸
、
し
両
端
二
寸
五
分

』（卯）

で
あ
る
。
墓
の
全
体
は
和
洋
折
衷
と
い
え
る
。
碑
文
は
か
な
り
風
化
し
て
お
り
、
判
読
は
む
ず
か
し
い
。
墓
の
そ
ば
に
記
念
碑
（
大
正
十

四
年
に
建
て
た
も
の
）
が
立
ち
、
そ
こ
に
碑
文
が
移
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
ひ
こ
う
。

四
月
国
内
ｏ
ｚ
Ｃ
向
宛
詞
口
の
門

出
両
目
、
弓
因
宛
司
固
Ｐ
目
尻
向

の
固
□
同
向
い
目
向
く
し
ｚ
ロ
両
国

。
日
田
因
己
同
Ｆ
シ
Ｃ
日
国
シ
シ
罰

四
国
国
内
更
｛
内
’
○
閂
の
国
向
【
弓

国
両
冨
三
邑
閂
ｚ
Ｎ
『
Ｚ

こ
こ
で
は
詳
述
す
る
こ



と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ン
ミ
ィ
の
墓
は
安
政
の
大
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
後
江
戸
参
府
の
貢
使
が
金
五
十
両
寄
進
し
て

修
理
を
ほ
ど
こ
し
、
毎
年
金
二
両
香
花
料
を
寺
に
寄
進
し
た
。
歴
代
の
商
館
長
の
中
に
は
赤
ブ
ド
ウ
酒
を
携
え
て
墓
に
詣
で
、
泉
下
の
へ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
三
五

此
地
下
静
座
の
体
あ
り
、
恭
ふ
く
し
、
尊
ふ
く
し
名
を
「
ゲ
イ
ス
ベ
ル
ト
｜
「
ヘ
ム
メ
イ
」
先
生
と
称
す
る
君
の
生
を
終
へ
た
る
処
な
り
、
先
生

つ
か
き
ど

存
命
の
あ
ひ
だ
職
に
在
っ
て
主
る
所
は
、
日
本
国
交
商
の
大
商
館
と
窒
舶
師
を
摂
た
り
、
我
紀
元
一
千
七
百
四
十
七
年
六
月
十
一
ハ
日
誕
生
、
同
一
千

し
て
こ
れ
を
ほ
う
む
る

七
百
九
十
八
年
一
ハ
月
八
日
往
生
而
葬
之
椎
時
一
千
七
百
九
十
八
年
六
月
九
日

こ
の
原
文
の
訳
文
は
、

両
ロ
ロ
旧
厨
ｚ
ｍ
Ｆ
向
向
く
同
ｚ

○
℃
勺
向
”
【
○
○
勺
言
シ
ヱ

ロ
ヱ
○
勺
勺
向
河
西
○
○
句
ロ

『
シ
ｚ
ロ
ロ
ヱ
】
少
で
シ
三
ｍ
向
ｚ

西
シ
ヱ
ウ
ロ
Ｐ
の
両
軍
○
○
宛
向
ｚ

Ｃ
向
ｚ
扇
〕
ご
ｚ
ご
】
ヨ
ミ
ロ
ヱ

○
ぐ
向
幻
旧
同
固
ロ
ロ
ヱ
ロ
向
ｚ

ｍ
Ｃ
『
『
○
し
Ｃ
ご
呂
向
ヱ

ロ
ロ
の
罰
シ
シ
ご
ロ
ヱ
ロ
向
ｚ
ｃ
］
ロ
ｚ
『

胃
『
垣
⑭

へイスベルト・ヘンミイの墓（筆者撮影）



ヤ
ン
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
。
フ
ェ
ル
ヶ
（
］
目
『
『
の
日
涛
句
の
舅
の
、
一
七
八
○
～
一
八
一
四
）
は
一
八
○
一
一
一
年
に
出
島
の
医
官
と
し
て
来

ほ
け
ん

日
し
、
商
館
長
ヅ
ー
フ
に
従
っ
て
一
一
一
度
ほ
ど
江
戸
参
府
を
行
な
い
、
桂
川
甫
賢
（
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
）
な
ど
に
医
学
上
の
知
識
を
授
け

た
。
が
、
一
八
一
四
年
七
月
二
十
八
日
（
文
化
十
一
年
六
月
十
一
一
日
）
出
島
に
お
い
て
病
死
し
た
。
「
甲
文
化
十
一
年
万
記
帳

戌
正
月
吉
日
」
に
、
フ
ェ
ル
ヶ
の
病
没
と
検
死
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

時
代
は
更
に
下
っ
て
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
日
本
側
の
史
料
（
年
番
阿
蘭
陀
通
詞
の
記
録
）
に
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
死
去
・
検
死
・
葬

送
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
す
る
。

と
も
あ
れ
、
企

も
の
な
の
で
あ
る
。

ヘ
ン
ミ
ィ
の
史
跡
に
世
の
注
意
を
喚
起
し
、
保
存
計
画
を
推
進
し
た
の
は
京
都
帝
国
大
学
教
授
新
村
出
博
士
で
あ
っ
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
一
一
一
一
年
）
皇
后
陛
下
の
行
啓
に
つ
づ
い
て
、
翌
十
二
年
四
月
下
旬
、
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
の
通
訳
官
文
学
博
士
Ｊ
・

フ
ェ
ン
ス
ト
ラ
。
カ
ィ
ペ
ル
（
『
の
①
。
の
耳
四
【
巳
ロ
の
『
）
が
墓
の
見
学
と
古
文
書
の
調
査
に
天
然
寺
を
訪
れ
た
の
を
機
に
、
記
念
碑
の
話
が

（
皿
）

具
体
化
し
、
オ
ー
フ
ン
ダ
公
使
館
も
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
、
現
在
の
よ
う
な
碑
が
建
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
ヘ
ン
ミ
ィ
の
墓
は
、
現
存
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
の
中
で
も
、
フ
ァ
ン
・
ト
リ
ー
ト
の
も
の
に
続
い
て
、
三
番
目
に
古
い

に
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一一一一一ハ

ン
ミ
ィ
の
霊
を
慰
め
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
日
蘭
関
係
が
冷
え
て
来
る
の
と
相
俟
っ
て
墓
参
の
人
も
絶
え
絶
え
と
な
り
、
次
第

同
十
二
日

一
船
一
一
出
島
一
外
科
阿
蘭
陀
人
今
暁
致
二
病
死
一
候
段
申
出
候
二
付
、
病
死
御
改
井
葬
御
見
届
為
一
一
見
送
り
一
、
阿
蘭
陀
人
稲
佐
へ
罷
越
候
二
付
、



□
。
ご
ロ
の
ａ
、
陀

農
１
。
…
…
…
『
一
…
…
１
…
言
：
。
且
§
・
昌
言
：
『
・
…
…
爲
獄
…
…
邑
・
・
…
…
こ
自

句『のｑｍＲ岸句の一一戸の》ぬのす。『の。ぐ四コ酉。。『Ｐｍｍｐの①ご巨旨の①円のご□Ｎ一の【のご愛国四『ぐ四四口す『Ｎの⑦このＨ［』①日ロ四コ。□の８日すのＨｇのの歯のロ闇⑩の①ａｍｐ

］出国『、、の一四ワ。『の①『』す■ニョーーーーのロゴの斤一『六・ののロ山口】］□二四ｍ⑫〔の『四画【Ｑのウの⑰芹の］□。

七
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
）
。
午
前
三
時
に
、
当
地
に
お
い
て
か
れ
こ
れ
一
一
一
十
五
歳
に
な
る
上
外
科
ヤ
ン
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ェ
ル
ケ
が
亡
く

な
っ
た
。
同
人
は
ホ
ー
ル
ン
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
北
四
十
二
キ
ロ
ー
ー
上
引
用
者
）
生
ま
れ
。
病
い
の
た
め
や
せ
衰
え
て
い
た
。
昨
年
十
二
月
よ
り

病
い
に
苦
し
ん
で
い
た
。
…
…
遺
体
を
午
後
埋
葬
し
た
。

同
日

一
右
仕
役
二
付
、
刻
限
ハ
ツ
時
御
案
内
と
し
て
立
石
秀
太
郎
御
役
所
江
罷
出
候
処
、
御
検
使
小
川
庄
太
郎
殿
出
島
江
御
出
被
し
成
御
改
相
済
候
上
、

為
二
見
送
一
悟
真
寺
口
阿
蘭
陀
人
罷
越
雪
上
役
人
付
此
方
よ
り
差
出
ス

仕
役
伺
帳
御
役
所
へ
楢
林
鉄
之
助
持
参
御
伺
申
上
候
所
、
被
し
為
し
成
二
御
聞
済
一
候
二
付
、
乙
名
方
波
戸
場
江
掛
合
諸
手
当
致
ス
、
此
方
出
役
之
儀
手

伝
致
置
く

フ
ェ
ル
ヶ
の
墓
は
、
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。
同
年
九
月
二
十
六
日
（
文
化
十
一
年
八
月
十
三
日
）
、
水
夫
一
名
（
名
前
不
詳
）
が

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
三
七

蘭
館
日
誌
に
も
上
外
科
フ
ェ
ル
ケ
の
記
事
が
あ
る
。



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

病
死
し
た
が
、
こ
れ
も
「
万
記
帳
・
一
に
葬
送
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

同
日

一
水
主
阿
蘭
陀
人
壱
人
、
雄
二
出
島
一
病
死
致
候
二
付
、
御
意
次
第
悟
真
寺
江
葬
送
致
候
二
付
、
為
二
御
改
一
御
検
使
島
田
政
右
術
門
殿
出
島
江

御
出
被
し
成
、
仕
廻
二
醤
上
役
人
付
差
出
す

次
に
悟
真
寺
の
過
去
帳
（
八
冊
あ
っ
た
が
原
爆
で
失
な
わ
れ
た
ｌ
ｌ
木
津
義
彰
氏
談
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
記
事
と
現

存
す
る
墓
碑
（
碑
文
）
を
次
に
し
る
す
。

板
沢
博
士
が
戦
前
悟
真
寺
の
過
去
帳
の
中
か
ら
抜
き
書
き
し
た
も
の
の
中
で
一
番
古
い
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

十
八
日
ヘ
ル
キ
ウ
ニ
ス
ス
ミ
ッ
ト

文
政
四
年
己
七
月
筆
者
阿
蘭
陀
カ
ピ
タ
ン
墓
所
脇
二
葬
二
十
歳

九
月
二
十
六
日
。
水
夫
一
名
死
亡
、
埋
葬
す
。

こ
れ
に
相
当
す
る
記
事
は
蘭
館
日
誌
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
埋
・
－
－
１
１
帛
凹
の
ゴ
『
百
四
［
吋
○
Ｃ
ｍ
Ｃ
く
の
『
行
の
』
の
ロ
の
ニ
ワ
の
頤
『
ロ
ぐ
の
ロ
．

＝
－-

八



「
阿
蘭
陀
カ
ピ
タ
ン
墓
所
」
と
は
商
館
長
デ
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
ア
ュ
ル
コ
ー
プ
の
墓
の
頭
部
の
そ
ば
に
、

文字がすっかり磨滅している墓が一基ある（墓地図を参照）。おそらくこれがスーー勾卜のものであろう。戦前まで氏
名
と
没
年
位
は
判
読
で
き
た
よ
う
で
、
板
沢
博
士
は
国
胃
日
目
の
砂
の
曰
一
斤
，
→
］
函
巴
と
記
し
て
い
る
。

「
ヘ
ル
キ
ウ
ニ
ス
ス
ミ
ッ
ト
」
と
は
「
ヘ
ル
マ
ヌ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
」
（
因
の
『
日
自
房
の
日
ど
の
こ
と
で
、
こ
の
人
物
の
死
去
に
つ
い
て

は
蘭
館
日
記
に
記
事
が
あ
る
。

ス
ミ
ッ
ト
の
遺
体
は
、
腕
に
黒
い
ク
レ
ー
プ
の
喪
章
を
つ
け
た
乗
組
員
た
ち
に
よ
っ
て
か
つ
が
れ
、
船
長
及
び
出
島
の
商
務
員
た
ち
が

水
門
ま
で
見
送
っ
た
と
あ
る
・
八
月
十
五
日
午
後
一
一
一
時
に
埋
葬
式
が
行
な
わ
れ
、
会
葬
者
は
四
時
十
分
す
ぎ
に
帰
っ
て
来
た
。
棺
の
上
に
、

し
ゅ
す
の
布
が
か
け
ら
れ
、
更
に
そ
の
上
を
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
覆
っ
て
い
た
。
立
派
な
葬
儀
で
あ
っ
た
と
蘭
館
日
誌
は
記
し
て
い
る
。

一
一
一
一
九

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

□
の
９
コ
国
口
の
。
届
シ
巨
頭
巨
⑫
白
⑪
届
国

頭の。ｇ二四日、一『８局目『ｏぐの『｝の８ｍｇ・の、①く。’ぬの□ご目の①。巨冒の①『ｇｏの六○Ｃ『扇の。」○二国の『旨、。の丙］①『六９の『扁、一四ｍｍの
国
の
【
曰
、
ゴ
ロ
、
⑩
曰
一
一
．
…
…

一
八
二
一
年
八
月
十
五
日
（
文
政
四
年
七
月
十
八
日
）

出
島
・
今
日
の
夜
十
二
時
頃
、
発
熱
の
た
め
や
せ
衰
え
た
す
え
、
肺
結
核
に
よ
り
一
等
書
記
へ
ル
マ
ヌ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
死
去
せ
り
。



日
蘭
混
血
児
丈
吉
の
墓
は
、
寺
町
の
皓
台
寺
裏
手
の
後
山
墓
地
（
中
腹
に
位
置
）
に
あ
る
。
墓
は
、
長
方
形
の
棹
石
に
五
輪
塔
を
乗
せ

た
も
の
で
中
央
部
の
棹
石
に
「
徳
芳
院
道
富
貴
大
姉
」
（
丈
吉
の
妻
の
戒
名
か
？
）
と
「
道
富
院
円
覚
良
通
居
士
」
（
法
名
）
の
一
一
行
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
石
の
側
面
に
は
「
文
政
七
年
甲
申
正
月
十
八
日
俗
名
道
富
丈
吉
行
年
十
七
歳
」
と
あ
る
。

ま
た
晧
台
寺
過
去
帳
（
安
政
五
年
～
八
年
ま
で
記
載
し
た
も
の
）
に
は
、

』⑫．１－１］天寿『の①輯すのユ媚尊已日望○六一［の・・のロ四目色『一電丙の８○コぐ、ロゴの戸こ○。『日四一一ｍ○℃己の『す○○匙ＣＯの盆己山の①ロ一四コ、□こ『碕巾のご
ロ
百
一
…
一
…
…
ご
・
且
…
§
…
一
…
…
１

私
は
昨
夜
、
元
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
の
庶
子
、
シ
ョ
キ
ッ
（
丈
吉
の
こ
と
－
－
４
引
用
者
）
が
、
長
い
苦
し
い
病
気
の
す
え
亡
く
な
っ
た
、
と
い
う
報

告
を
得
た
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
四
○

一
八
二
四
年
二
月
十
七
日
（
文
政
七
年
一
月
十
八
日
）
、
元
出
島
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ウ
ー
フ
（
固
の
且
１
丙
》
Ｄ
Ｃ
の
頭
、
一
八
○

う
り
う
の

一
二
～
一
八
一
七
年
ま
で
在
任
）
と
寄
合
町
京
屋
（
藤
田
茂
八
）
抱
の
遊
女
瓜
生
野
（
土
井
徳
兵
衛
の
娘
よ
う
）
と
の
間
に
で
き
た
丈
吉

Ｕ
よ
う
さ
ち

み
ち
と
み

か
ら
も
の
の
Ｅ
Ｂ

（
「
道
富
丈
吉
」
）
は
、
十
七
歳
を
一
期
に
新
大
工
町
の
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
当
時
、
丈
吉
は
唐
物
自
利
役
（
舶
来
ロ
叩
の
鑑
定
者
）
を
生

業
と
し
て
い
た
が
、
長
煩
い
の
の
ち
逝
っ
た
。
蘭
館
日
誌
に
丈
吉
の
死
去
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

一
八
二
四
年
二
月
十
八
日
（
文
政
七
年
一
月
十
九
日
）
。



と
あ
る
。

道
富
院
円
覚
良
通
居
士

文
政
七
年
甲
申
正
月
十
八
日

八
一
一
八
年
十
一
一
月
十
八
日
（
文
政
八
年
十
一
月
九
日
）
、
水
夫
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
。
ベ
ル
ク
（
］
目
ぐ
目
Ｑ
の
ロ
国
の
【
、
）
十
九
歳

新
大
工
町
道
富
丈
吉
事

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

峰
出
島
の
医
官
シ
ー
ポ
ル
ト
の
看
護
を
受
け
な
が
ら
逝
っ
た
。

ｊ“
同
人
の
墓
は
現
存
し
な
い
が
、
蘭
館
日
誌
中
の
記
事
を
紹
介
し
て

篝
お
く
。

く墓の吉
一
八
二
八
年
十
二
月
十
八
日
（
日
躍
日
）
。

丈瀝
朝
、
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
医
師
か
ら
知
ら
せ
が
来
た
。
水
夫
ャ

に
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヂ
ン
・
ペ
ル
ク
が
重
病
で
あ
り
、
船
に
移
せ
な
い
と
い

“
う
。
そ
こ
で
か
れ
が
当
地
に
留
ま
れ
る
よ
う
長
崎
奉
行
所
に
請
願
し
た
。

詩・…：
皓
・
・
・
…
今
夕
六
時
半
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
の
水
夫
ヤ
ン
・
フ

一

四
一



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

ア
ン
・
デ
ン
・
ベ
ル
ク
十
九
歳
が
亡
く
な
っ
た
。

と
あ
る
。
が
、
碑
文
に
あ
る
死
亡
年
月
日
と
一
日
の
ず
れ
が
あ
る
。
同
人
は
お
そ
ら
く
出
島
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

墓
の
刻
字
は
完
全
に
麿
滅
し
て
お
り
、
墓
の
位
置
も
定
か
で
な
い
。
戦
前
ま
で
は
は
っ
き
り
文
字
が
読
め
た
。

こ
の
水
夫
は
翌
十
九
日
、
稲
佐
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
が
墓
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

一
八
四
○
年
八
月
三
日
（
天
保
十
一
年
七
月
六
日
）
、
ル
イ
・
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
。
ド
・
リ
ニ
ィ
（
旧
Ｃ
ｇ
⑰
○
菌
『
一
の
碗
］
四
ｎ
呂
の
②

烏
口
眉
豈
、
水
夫
か
？
）
が
病
死
し
た
。
同
人
に
つ
い
て
は
、
悟
真
寺
の
過
去
帳
に
、

ｎ
ｏ
ロ
」
四
的

屋
－
嫁
。
…
。
：
…
『
且
烏
Ｃ
・
§
…
鯉
８
．
－
：
畳
…
…
］
…
且
自
国
…
・
・
崎
…
『
ご
…
宍
一
一
：
菖

三
］
己
の
（
目
四
『
す
。
。
ａ
穴
自
、
円
『
ｇ
ｍ
ｐ
Ｃ
風
の
①
ａ
ョ
Ｃ
ａ
の
ロ
０
房
一
尉
斤
。
ｍ
囚
『
○
℃
す
の
〔
の
○
こ
ぐ
の
『
ロ
の
日
の
貝
ぐ
の
『
Ｎ
Ｃ
の
丙
目
）
ｑ
ｇ
ｇ
三
の
『
曰
。
輿
ワ
ー
ヨ
の
二
・

㎡
シ
ぐ
ｏ
ｐ
ｑ
ｍ
Ｃ
ヨ
ケ
巴
｛
Ｎ
の
『
の
ロ
ニ
『
の
『
の
ロ
の
日
日
門
。
。
、
］
四
曰
く
四
口
。
①
ロ
国
の
『
ぬ
》
●
巨
□
］
垣
）
煙
『
の
。
－
ｍ
の
ケ
。
『
の
己
扇
シ
ヨ
⑰
（
の
ａ
“
ロ
］
・
○
ぐ
の
『
一
の
９
の
ロ
．

エ
ル
セ
イ
テ
リ
ク
ネ
イ

天
保
十
一
子
年
七
月
朔
日
入
船
同
七
月
七
日
病
死

二
十
三
歳

四



ル
イ
・
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
・
リ
ニ
ィ
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
一
七
年
六
月
一
日
、
ゼ
ー
リ
ッ
ク
ゼ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
南
西
部
ゼ
ー
ラ
ン
ト

州
の
町
Ｉ
引
用
者
〉
に
生
ま
れ
、
一
八
四
○
年
八
月
一
一
一
日
出
島
に
お
い
て
死
去
。

過
去
帳
に
、

と
あ
る
く
だ
り
は
、
操
檸

の
く
だ
り
に
相
当
す
る
。

イ
エ
ム
ス
ウ
ト
ル
メ
エ
ル

本
国
船
乗
組
按
針
上
司
士
官

同
暦
辰
年
（
天
保
十
五
年
１
－
引
用
者
）
七
月
十
九
日
四
十
一
歳

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

操
舵
士
官
イ
ェ
ー
・
エ
ム
・
ズ
ー
テ
ル
メ
ー
ヤ
（
］
’
富
・
田
・
の
庁
の
『
日
の
円
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
蘭
館
日
誌
の
次

函
員
同
詞
閃
ｐ
ｍ
Ｂ

Ｐ
ｏ
ご
扇
○
因
尹
罰
伊
向
⑫

〕
シ
Ｃ
Ｄ
ご
回
、
○
両
Ｐ
閂
の
ｚ
『

の
回
国
。
宛
同
ｚ
『
同
国
肉
目
尻
園
同
両

ロ
因
ｚ
」
］
□
ｚ
哺
屋
蜀

○
ぐ
向
宛
伊
ロ
ワ
ロ
ｚ
『
向
□
向
巴
冨
レ

ロ
ロ
ｚ
些
少
ロ
の
ロ
②
Ｂ
ｐ
ｍ
届
き

四
＝



」
－
旨
…
…
…
…
言
・
薑
…
；
・
の
、
一
…
：
弓
…
…
弓
目
凶
員
…
（
や
…
…
『
苞
…
…
一
…

言
一
一
…
…
・
…
…
’
一
噸
…
〕
“
・
貢
…
…
・
…
…
渦
…
己

４
．
、

昨
夜
出
島
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
レ
ン
バ
ン
グ
号
の
上
席
舵
手
ｌ
ウ
ィ
レ
ム
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
ズ
ー
テ
ル
メ
ー
ャ
が
亡
く

な
っ
た
。
今
日
の
午
後
、
稲
佐
に
埋
葬
。

ズ
ー
テ
ル
メ
ー
ャ
の
墓
は
現
存
し
、
文
字
も
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。
碑
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
八
四
四
年
九
月
一
日
（
天
保
十
五
年
七
月
十
九
日
）
。

函
】
向
宛
宛
口
の
曰

勇
二
閂
・
Ｎ
Ｃ
向
日
向
内
ご
自
向
向
内

国
Ｃ
Ｄ
向
宛
ご
同
冗
三
国
ロ
『
し
岩
宛
向

ゴ
ロ
Ｆ
Ｐ
向
三
の
○
両
ロ
向

○
℃
で
向
宛
の
弓
ご
ロ
宛
三
シ
ヱ

シ
ヱ
ヱ
因
。
。
”
□
く
し
Ｚ
国
’
三
・

両
幻
団
の
シ
自
勺
シ
Ｐ
向
三
国
シ
ｚ
の
．

○
ご
固
幻
Ｐ
向
ロ
向
ｚ
弓
同
□
向
田
言
シ

ワ
ロ
ヱ
田
切
日
向
ヱ
ン
ロ
の
ロ
の
弓
こ
め

一
四
四



同
年
十
月
一
一
十
七
日
（
弘
化
元
年
九
月
十
六
日
）
、
パ
レ
ン
パ
ン
グ
号
の
軍
医
セ
ー
・
イ
ェ
ー
・
ル
ッ
テ
ケ
ン
が
亡
く
な
っ
た
。
同
人

に
関
す
る
記
述
は
、
悟
真
寺
の
過
去
帳
や
蘭
館
日
誌
に
も
見
当
ら
な
い
。
墓
は
ズ
ー
テ
ル
メ
ー
ャ
の
墓
石
の
と
な
り
に
あ
る
。

ウ
ィ
レ
ム
勲
章
飼
士
で
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
レ
ン
パ
ン
グ
号
の
上
席
舵
手
イ
ェ
ー
・
エ
ム
・
ズ
ー
テ
ル
メ
ー
ヤ
、
こ
こ
に
眠
る
。
’
八

四
四
年
八
月
一
一
一
十
一
日
出
島
で
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

｝
自
向
”
門
口
の
弓

○
・
］
幻
。
向
日
日
向
【
同
ｚ

○
両
句
閂
。
『
向
”

く
シ
ｚ
○
両
Ｎ
ｏ
ｚ
ロ
四
国
ウ

シ
ｚ
ｚ
ｍ
Ｃ
Ｃ
詞
Ｃ
ご
少
ｚ
Ｎ
・
言
・

句
宛
向
の
シ
弓
勺
少
Ｆ
向
富
国
シ
三
○

。
ご
向
届
旧
向
□
同
ｚ
日
向
”

丙
回
向
Ｃ
向
く
』
Ｚ
ｚ
シ
の
シ
、
シ
宍
胄

ロ
ロ
ヱ
』
『
切
目
同
Ｚ
ｏ
ｏ
弓
○
国
向
用

】
⑬
』
←

】
⑭
←
』

一
四
五



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
四
六

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
パ
レ
ン
バ
ン
グ
号
の
軍
医
士
官
セ
ー
・
イ
ェ
ー
・
ル
ッ
テ
ヶ
ン
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
四
四
年
十
月
二
十
七
日
、
長

び
ょ
う
ら

崎
の
錨
地
で
死
去
。

一
八
五
一
一
年
十
月
十
一
日
（
嘉
永
五
年
八
月
二
十
八
日
〉
、
商
館
員
エ
フ
・
セ
ー
・
ル
カ
ス
（
可
・
○
・
Ｅ
３
印
）
が
亡
く
な
っ
た
。
墓
碑

は
現
存
す
る
が
、
過
去
帳
及
び
蘭
館
日
誌
に
記
事
が
な
い
。

エ
フ
・
セ
ー
・
ル
カ
ス
こ
こ
に
葬
ら
る
。
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
二
等
商
務
員
補
で
あ
っ
た
。
一
八
一
七
年
十
月
二
十
五
日
ロ
ッ
テ
ル

函
旨
向
宛

口
の
目
、
同
の
丙
少
ぐ
因
ｚ

句
．
、
．
Ｐ
ご
○
少
の

シ
口
留
の
目
閂
ｚ
目
口
同
宛
隅
【
Ｐ
シ
⑩
の
国

国
Ｋ
Ｄ
向
句
シ
○
円
。
”
ぼ
く
○
○
用
Ｃ
ｐ
ｚ

ｚ
向
ロ
ロ
両
Ｆ
少
ｚ
□
⑫
ｎ
国
同
ｚ
揖
鈩
ｚ
□
向
い

○
勺
］
し
勺
缶
ｚ

ｏ
ｐ
頃
○
○
完
両
Ｚ
目
向
向
○
日
目
両
丙
□
少
］
富

Ｃ
向
ｚ
呂
○
、
弓
○
園
同
丙
』
巴
司

の
両
ｍ
Ｂ
Ｃ
幻
ぐ
向
ｚ
○
勺
ロ
向
田
富
シ

□
固
三
屋
。
●
目
○
国
同
丙
扇
切
哺



一
八
五
五
年
八
月
十
一
日
（
安
政
二
年
六
月
一
一
十
九
日
）
、
機
関
手
シ
イ
メ
ン
・
シ
ッ
ピ
ル
（
望
日
の
ご
め
、
亘
弓
の
Ｈ
）
が
逝
っ
た
。
同

人
に
つ
い
て
の
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
墓
は
現
存
す
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
四
七

一
八
五
五
年
八
月
四
日
（
安
政
二
年
六
月
二
十
二
日
）
、
水
夫
ヤ
コ
プ
・
ド
・
ポ
ー
ム
（
］
図
８
ヶ
。
①
国
○
○
日
）
が
病
死
し
た
。
水
夫
の

墓
は
そ
れ
ま
で
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
立
派
な
墓
碑
が
現
存
す
る
。

ダ
ム
で
生
ま
れ
、
一
八
五
一
一
年
十
月
十
一
日
出
島
で
死
去
。

ヤ
コ
ブ
・
ド
・
ポ
ー
ム
、
こ
こ
に
葬
ら
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
蒸
気
軍
艦
へ
デ
ー
号
の
二
等
水
兵
。
一
八
五
五
年
八
月
四
日
死
去
。

こ
の
墓
の
碑
文
は
か
な
り
磨
滅
し
て
い
る
。
や
や
判
読
に
困
難
を
覚
え
る
。

四
目
同
宛
巨
の
日
切
向
の
幻
シ
『
向
ｚ

］
し
○
○
瞬
口
両
園
○
○
冨

三
崖
国
ｚ
崗
勾
ロ
向
用
目
Ｃ
同
【
Ｐ
シ
②
印
向

シ
ｚ
Ｚ
国
○
○
宛
□

Ｎ
三
・
ｍ
目
○
○
菖
ｍ
ｅ
困
弓
○
両
Ｃ
回
国

○
『
同
”
Ｐ
同
ロ
ロ
ｚ

ロ
ロ
Ｚ
Ｐ
Ｄ
同
ヱ
レ
ロ
の
こ
の
弓
口
印
屋
詔



一
八
五
七
年
一
月
八
日
（
安
政
一
一
一
年
十
一
一
月
十
一
一
一
日
）
、
パ
タ
ピ
ァ
か
ら
長
崎
へ
の
航
海
中
、
船
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
・
ウ
ェ
ィ
ン

は
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
遺
骸
は
船
が
長
崎
入
港
後
稲
佐
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
墓
碑
は
現
存
し
、
文
字
も
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。

シ
イ
メ
ン
・
シ
ッ
ペ
ル
、
こ
こ
に
葬
ら
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
蒸
気
軍
艦
ヘ
ー
プ
ー
号
の
一
等
機
関
手
。
一
八
五
五
年
八
月
十
一
日
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

四
局
宛
ロ
の
弓
国
向
の
肉
鈩
ぐ
向
ｚ

巴
］
冨
両
ｚ
、
○
四
弓
己
同
詞

ニ
レ
ｏ
園
［
ｚ
届
自
□
同
幻
〕
⑩
目
固
顔
伊
シ
⑫
⑫
同
．

シ
ｚ
ｚ
ｍ
ｏ
Ｃ
”
ロ

Ｎ
・
冨
・
⑫
弓
○
○
富
、
。
四
円
勺
の
同
ロ
両
国

。
ご
向
幻
Ｐ
向
□
向
ヱ

ロ
ロ
ｚ
巨
□
因
ヱ
シ
ロ
の
ロ
、
目
口
の
］
観
、

甲
臣
固
宛

ロ
○
日
国
同
の
”
し
『
向
ｚ

西
同
ｚ
□
国
【
ロ
ロ
ゴ
ヨ
］
ｚ

Ｒ
ｚ
Ｐ
固
く
国
ｚ

の
両
国
シ
の
く
○
両
宛
□
向
”

一
四
八



日
本
に
着
い
て
間
も
な
く
、
水
兵
が
一
一
人
亡
く
な
り
、
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
棺
が
墓
穴
に
お
ろ
さ
れ
る
と
、
近
所
の
お
寺
か
ら
僧
衣
を
着
た
坊

さ
ん
が
来
て
、
お
経
と
焼
香
を
さ
せ
て
下
さ
い
、
と
言
っ
た
の
で
、
同
意
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
…
…

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
四
九

同
年
十
一
一
月
六
日
と
十
一
一
日
（
安
政
四
年
十
月
一
一
十
日
、
二
十
六
日
）
、
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ケ
海
軍
少
佐
の
率
い
る
第
二
次
海
軍
派
遣
隊

の
隊
員
二
名
が
、
日
本
に
着
い
て
数
カ
月
も
経
た
ぬ
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
一
人
は
一
等
水
兵
エ
ム
・
イ
ェ
ー
・
ハ
ー
・
ダ
デ
レ
ル
（
一
一
一

十
九
歳
）
、
も
う
一
人
の
ほ
う
は
イ
ェ
ー
・
ス
テ
ッ
ケ
レ
ン
ブ
ル
フ
〈
’
一
一
十
五
歳
）
で
あ
る
。
部
下
の
死
去
に
つ
い
て
、
カ
ッ
テ
ン
デ
イ

ヶ
は
二
八
五
七
年
の
日
本
」
（
「
日
本
滞
在
日
記
抄
」
の
仏
訳
）
の
中
で
、

ﾉレ ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
・
ウ
ェ
ィ
ン
、
こ
こ
に
葬
ら
る
。
生
前
、
オ
ラ
ン
ダ
の
商
船
ウ
ィ
レ
ミ
ナ
・
エ
ン
・
ク
ラ
ラ
号
の
船
長
で
あ
っ
た
。
テ
ク
セ

フ
ー
ル
ト
・
ホ
ラ
ン
ト
州
北
部
の
島
↓
引
用
者
）
で
生
ま
れ
、
バ
タ
ビ
ア
か
ら
長
崎
へ
の
航
海
中
、
一
八
五
七
年
一
月
八
日
死
去
。

ご
シ
三
国
両
目
三
両
□
口
内
Ｐ
シ
Ｚ
Ｃ
ｍ
Ｃ
四

【
○
○
勺
く
し
シ
宛
Ｃ
一
所
○
四
用

一
言
Ｆ
Ｆ
ｍ
三
一
三
少
向
Ｚ
Ｄ
Ｆ
シ
勾
少

の
回
国
。
”
ロ
ヱ
ヨ
向
日
向
〆
向
Ｆ

ｏ
ぐ
向
幻
Ｆ
ロ
ロ
ロ
ヱ

ロ
ロ
三
ｍ
］
シ
ヱ
ロ
シ
”
一
］
屋
田

○
勺
□
向
閃
同
筋
ご
シ
ｚ

国
シ
弓
少
ぐ
員
シ
ヱ
ン
ン
丙
ｚ
少
の
少
の
シ
【
。



と
述
べ
て
い
る
。

両
人
の
墓
は
並
ん
で
お
り
、
刻
字
の
判
読
は
や
や
難
で
あ
る
。

エ
ム
・
イ
ェ
ー
・
ハ
ー
・
ダ
デ
レ
ル
戸
こ
こ
に
葬
ら
る
。
’
八
一
八
年
六
月
二
十
一
日
、
フ
リ
ー
ス
ウ
オ
ル
デ
ン
に
生
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の

一
等
水
兵
で
あ
っ
た
。
一
八
五
七
年
十
二
月
六
日
出
島
に
お
い
て
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

国
閂
固
幻

目
の
曰
国
両
の
帛
鈩
く
向
ｚ

三
・
』
国
・
ロ
シ
ロ
ロ
Ｐ
同
宛

冨
鈩
目
宛
○
○
ｍ
□
因
”
］
⑫
弓
同
屍
Ｆ
シ
、
の
同

国
ニ
ロ
同

ｚ
ロ
ロ
団
扇
い
し
ｚ
Ｃ
ｍ
○
国
同
室
［
シ
幻
閂
Ｚ
向

の
回
国
○
司
向
ｚ
曰
固
の
幻
局
⑭
乏
し
い
己
同
ヱ

ロ
ロ
ヱ
函
］
切
目
届
ｚ
」
ロ
ヱ
ー
】
畠
屋

○
ぐ
向
甸
Ｐ
同
ロ
厨
ｚ
日
向
ロ
向
巴
三
シ

Ｄ
ｐ
ｚ
ｍ
Ｄ
同
Ｚ
Ｃ
向
○
両
三
國
同
宛
］
患
『

函
閂
向
用

一
五
○



一
八
五
八
年
九
月
九
日
（
安
政
五
年
八
月
三
日
）
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
人
イ
ェ
ー
・
ヘ
ル
ラ
ハ
の
妻
ア
ン
ナ
。
マ
リ
ア
・
フ
ィ
ッ
セ

ル
（
シ
ニ
コ
凹
冨
、
『
冒
国
の
ｎ
コ
の
『
）
は
難
波
の
の
ち
救
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
亡
く
な
っ
た
。
享
年
二
十
一
一
歳
で
あ
っ
た
。
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
筆
者
の
も
と
に
来
た
報
告
に
よ
る
と
、
彼
女
は
一
八
三
六
年
四
月
七
日
午
前
十
時
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
下
町
シ
ン
ト
・
ア

ン
ト
ニ
ー
ス
ブ
レ
ー
ス
ト
ラ
ー
ト
（
、
目
シ
ロ
【
８
－
の
⑪
耳
の
①
の
（
『
目
【
）
一
一
十
八
番
地
（
現
在
の
六
十
六
番
地
）
で
生
ま
れ
た
。
父
親
の
名

は
ヘ
オ
ル
フ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
の
①
。
温
甸
『
巴
の
『
一
六
国
⑪
８
の
『
、
当
時
一
一
十
六
歳
）
、
母
親
は
、
ヘ
ー
ル
ト
ラ
ィ
。
ベ
ル

ク
（
の
⑦
の
月
日
一
一
国
の
『
【
当
時
一
一
十
七
歳
）
と
い
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
五
一

こ
こ
に
イ
ェ
ー
・
ス
テ
ッ
ケ
レ
ン
プ
ル
フ
葬
ら
る
。
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
一
等
水
兵
で
あ
っ
た
。
一
八
二
二
年
七
月
十
九
日
ノ
ー
ト
ド
ル
プ
で
生
ま

れ
、
一
八
五
七
年
十
二
月
十
二
日
出
島
で
死
去
。

ロ
の
『
飼
向
の
幻
鈩
ぐ
向
ｚ

当
の
弓
向
【
向
Ｐ
向
ｚ
ｍ
ご
幻
。

ニ
ン
『
幻
○
○
ｍ
□
何
両
■
日
向
【
Ｆ
シ
の
の
両

国
］
□
向

三
両
□
向
肉
旧
シ
ｚ
Ｄ
ｍ
Ｏ
四
句
三
｛
シ
丙
旨
Ｚ
向

の
両
国
○
用
向
ｚ
弓
団
ｚ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
丙
勺

□
向
ｚ
巴
ご
両
］
己
巨
］
］
沼
』

○
ご
向
宛
Ｐ
ロ
ロ
ロ
ヱ
ヨ
向
□
向
四
】
吾
レ

ロ
向
Ｚ
局
ロ
ロ
ヱ
ロ
向
Ｏ
向
三
印
肉
幻
』
忠
司



出
生
証
明
書
に
よ
る
と
、

業
は
パ
ン
製
造
業
で
あ
る
。

ア
ン
ナ
の
墓
は
現
存
し
、

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

書
に
よ
る
と
、
母
親
の
弟
た
ち

四
円
向
幻
幻
ど
の
円

く
幻
。
ご
ニ
ヨ
ロ

シ
ヱ
ｚ
シ
三
少
国
シ
甸
崩
、
四
両
宛

向
ｏ
西
弓
の
同
Ｚ
ｏ
ｏ
曰
く
シ
之

］
，
ン
・
ｎ
ｏ
団
宛
Ｐ
シ
○
題

の
両
、
。
”
向
ｚ
閂
向
シ
言
、
『
向
丙
ロ
シ
三

○
℃
ロ
ロ
ヱ
ヨ
シ
弔
詞
円
岳
患

○
勺
Ｃ
向
三
ｍ
シ
ご
Ｃ
ｐ
ｍ
目
ど
の
屋
望

の
向
宛
同
□
く
し
二
四
口
目
の
同
の
弓
困
シ
ｚ
Ｃ
向

、
ｎ
国
弓
、
シ
ロ
の
シ
ヱ
ロ
ョ
シ

○
ぐ
向
幻
同
国
ロ
ロ
ヱ
ン
ヱ
ヱ
ロ
向
の
向
く
○
門
の
両
ｚ

く
シ
ヱ
ロ
ロ
ヱ
ロ
○
○
丙
○
両
の
目
シ
ｚ
両
Ｚ

の
○
四
弓
国
内
向
ご
屍
司
向
□
両
四
三
百
シ

○
勺
□
両
Ｚ
や
、
向
勺
弓
同
二
『
国
固
幻
屋
、
②

碑
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
五
二

（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
ル
ク
と
ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ベ
ル
ク
）
が
証
人
と
な
っ
て
い
る
。
父
の
職



一
八
六
○
年
二
月
一
一
日
（
万
延
元
年
一
月
十
一
日
）
、
グ
イ
ド
・
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
リ
ド
リ
ン
。
フ
ェ
ル
ベ
ッ
ク
（
の
巨
亘
・
因
の
『
日
自

司
『
己
○
一
ヨ
ぐ
の
『
す
の
烏
一
八
一
一
一
○
～
一
八
九
八
、
宣
教
師
・
英
語
教
師
・
大
学
南
校
の
教
頭
）
の
娘
エ
ン
マ
・
ヤ
ポ
ニ
ヵ
。
フ
ェ
ル
ベ
ッ

ク
（
向
日
日
・
］
弓
。
旨
＆
ぐ
の
『
ケ
の
Ｃ
丙
）
が
亡
く
な
っ
た
。
彼
女
の
両
親
が
長
崎
に
や
っ
て
来
た
の
は
一
八
五
九
年
十
一
月
（
陽
暦
）
の
こ

と
で
あ
る
・
エ
ン
マ
は
生
後
一
週
間
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
墓
は
現
存
し
、
そ
の
大
き
さ
は
縦
九
十
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
八
十
四
セ
ン
チ
、

厚
さ
十
八
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
碑
文
に
は
わ
ず
か
一
一
一
行
し
か
刻
ま
れ
て
い
な
い
。

イ
ェ
ー
・
ア
ー
・
セ
ー
・
ヘ
ル
ラ
ハ
の
妻
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
、
こ
こ
に
眠
る
。
’
八
三
六
年
四
月
七
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま

る
。
一
八
五
八
年
八
月
八
日
、
座
礁
し
た
カ
ド
サ
ン
ド
リ
ア
号
か
ら
救
出
さ
れ
、
難
船
に
よ
っ
て
一
八
五
八
年
九
月
九
日
、
出
島
に
お
い
て
死
去
。

幕
府
は
安
政
六
年
（
’
八
五
九
年
）
五
月
以
後
、
神
奈
川
・
箱
館
・
長
崎
等
を
開
港
し
、
米
・
英
・
露
・
仏
。
蘭
と
の
通
商
を
許
可
し

た
が
、
外
国
船
の
入
港
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
外
国
人
に
対
す
る
殺
傷
事
件
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
っ
た
。
一
八
五
九
年
八
月
一
一
十
五
日

（
安
政
六
年
七
月
二
十
七
且
、
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
提
督
ム
ラ
ビ
エ
フ
総
督
が
率
い
る
艦
隊
の
士
官
と
水
夫
三
名
は
、
横
浜
本
町
に
お
い

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
五
三

エ
ン
マ
・
イ
ェ
ー
・
フ
エ
ル
ベ
ッ
ク
は
、
一
八
六
○
年
一
月
二
十
六
日
生
ま
れ
、
一
八
六
○
年
二
月
二
日
死
去
。

両
二
言
シ
』
・
ぐ
向
内
国
向
ｏ
【

国
○
両
ｚ
］
缶
ｚ
，
農
・
畠
ｓ

ご
閂
向
□
句
両
国
・
虞
］
塵
②
つ



〈
笏
）

化
し
た
と
い
う
。

一
一
人
は
、
貨
幣
。
所
持
品
を
奪
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
壌
夷
の
犠
性
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
ポ
ル
ス
プ
ル
ッ
ク
よ

り
幕
府
に
対
し
て
、
両
人
の
慰
籍
料
と
し
て
一
人
二
万
五
千
ド
ル
（
メ
キ
シ
コ
ド
と
、
計
五
万
ド
ル
及
び
犯
人
を
捕
え
死
刑
に
す
る
よ

う
、
要
求
が
出
さ
れ
た
。
ひ
と
ま
ず
各
船
長
の
寡
婦
と
遺
児
へ
千
四
百
ド
ル
ず
つ
支
払
わ
れ
、
ま
た
横
死
を
遂
げ
た
船
長
た
ち
の
墓
を
建

て
る
た
め
に
、
横
浜
在
住
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
金
一
一
一
百
ド
ル
醜
金
し
た
。

フ
ォ
ス
（
ミ
の
叩
の
⑦
｝
□
の
ご
Ｂ
）
と
ス
ク
ー
ネ
ル
船
ヘ
ン
リ
エ
ッ

テ
・
ル
ィ
サ
号
の
船
長
ナ
ニ
ン
グ
・
デ
ッ
ヶ
ル
（
三
目
已
月
□
の
算
の
［
）
ら
一
一
名
は
、
大
刀
を
帯
び
た
日
本
人
に
よ
っ
て
ず
た
ず
た
に
切

（
鋼
）

ら
れ
た
。
デ
ッ
ヶ
ル
船
長
は
横
浜
に
着
い
て
一
二
日
目
に
遭
難
し
た
も
の
で
、
両
人
は
買
物
中
に
背
後
か
ら
襲
わ
れ
、
あ
た
り
は
血
の
海
と

藤
鑿 日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
五
四

て
水
戸
の
清
水
弁
之
進
ら
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
同
年
十
一
月
十
三

グ
ー
日
（
陰
暦
十
月
十
一
日
）
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
事
代
理
ル
レ
イ
ロ

｝鐸の従僕（情国人）が横浜弁天通りで過激浪士の手にかぁ
』篝って殺害された。一八六○年一月二十九日（万延元年一
ス
Ｉ

ォ
墓
月
七
日
）
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
通
弁
伝
吉
は
、
高
輪
泉
岳
寺
門
前

フ
の

胖
耀
町
ｌ
公
使
鑓
の
入
口
で
饗
さ
れ
た
．

・
両
同
年
二
月
二
十
六
日
（
陰
暦
二
月
五
日
）
－
－
－
夜
七
時
半
ご
ろ
、

ル
ル

（
斑
）

セ
ヶ
横
浜
本
町
四
丁
目
と
五
丁
目
の
間
の
大
通
り
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
プ

エ
ツ

ウ
デ
リ
ッ
グ
船
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ル
イ
号
の
船
長
ウ
ェ
セ
ル
・
ド
。



（
妬
）

こ
の
一
一
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を
検
視
し
た
日
本
人
医
師
（
蘭
方
医
）
の
報
告
書
が
駐
日
オ
ー
フ
ン
ダ
公
館
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
の

中
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
そ
の
一
つ
は
、
医
師
加
藤
宗
春
が
認
め
た
デ
ッ
ヶ
ル
船
長
の
死
体
に
つ
い
て
の
検
視
所
見

（
蘭
文
ま
じ
り
）
で
あ
る
。

癌
瘡
寸
方
誹
一
針
数
覚

←
爵
Ｓ
ｃ
ミ
ミ
》
這
厚
醇
凰

冒
菖
鳥
［
…
…
］
ご
｛
一
・
…
・
…
・
］

左
ノ
面
部
眼
ノ
下
ヨ
リ
肩
先
迫
蕊
殴
尺
拾
九
針

冒
苫
（
討
宙
亀
』
ざ
（
［
…
…
…
］
、
シ
百
国
寄
奇
麓

左
ノ
耳
ヨ
リ
耳
後
五
寸
七
針

於巨冒鳶冒冒轄鳥《蕊（聴一峪周崎』四ｍシ蜀冨寄爵》葛
右
ノ
額
眼
鼻
切
り
藩
一
一
一
拾
五
針

』
尋
鳥
蒋
》
『
冒
苫
烏

右
ノ
手
先
切
り
藩

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

率癩癩葛呑口葛（凶ｑ］一回白寄詩喜
弐
拾
五
針
．

一
五
五



■
】
ん
二
○
う

所
見
に
「
癌
瘡
」
と
あ
る
か
ら
、
刀
に
よ
る
切
り
き
ず
に
よ
っ
て
死
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
刀
は
左
の
眼
の
下
か
ら
肩
峰
・
鎖
骨
部
を

切
り
下
ろ
し
、
前
頭
部
下
の
鼻
を
切
り
落
し
て
い
る
。
両
手
の
指
先
も
切
り
落
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
、
三
の
太
刀
を
手
で
避
け
よ
う
と

し
た
と
き
に
受
け
た
傷
で
あ
ろ
う
。
直
接
の
死
因
は
失
血
多
量
で
あ
ろ
う
か
。
傷
口
は
す
べ
て
あ
と
で
縫
合
さ
れ
て
い
る
。

「
フ
ォ
ス
の
検
視
報
告
」
（
｝
罠
の
、
夛
○
巳
『
旨
、
Ｑ
の
ぐ
。
⑪
）
と
あ
る
も
の
は
医
師
・
東
村
玄
良
が
描
い
た
も
の
で
、
図
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

凄
惨
を
き
わ
め
る
。
フ
ォ
ス
船
長
も
刀
き
ず
に
よ
っ
て
死
ん
で
い
る
が
、
そ
の
刀
痕
の
範
囲
は
、
前
頭
部
下
の
鼻
か
ら
耳
の
下
に
か
け
て

約
十
八
セ
ン
チ
の
切
り
傷
一
本
、
左
右
の
鎖
骨
部
に
約
三
十
セ
ン
チ
の
切
り
傷
が
一
一
本
、
左
の
側
腹
部
に
約
一
一
一
十
数
セ
ン
チ
の
切
り
傷
一

本
、
前
大
腿
部
に
上
か
ら
斜
め
下
に
約
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
切
り
傷
が
一
本
あ
る
。
ま
た
右
手
の
中
指
は
切
り
落
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
医
師
東
村
が
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
げ
よ
う
。

上
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

』、冒翼蘭苫冒誌云昏一声諦・・…］軌」ニミ房苛誌
左
ノ
食
指
切
り
落
疵

右
之
通
り
御
座
候

伶
旨
口
言
『

一
百
ｓ
・
い
す
。
［
・
・
・
…
］

加
藤
宗
春
⑳

一

五
六



Jyhsc"CuﾉｕｊｍｇｄｅＶｏｓ
Ｋｑ〔……〕Ｖｏｓ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

右
之
通

lilii

御
座
侯
以
上

〆￣■
￣

鼻
よ
り
耳
之
下
江
□
□
六
寸
右
七
針

長
さ
九
寸

四
寸
五
分

右
三
ケ
所
ロ
ロ

長
さ
ハ
ロ
□

Ｌ’

ｉｈ針

〔
…
…
〕
内
と
□
□
は
判
読
不
能
。

ノロ
ロ
針
四
本

中
□
□
切
断
針
四
本

尺
一
寸
え
疵
針
十
二
本

股
五
寸
右
五
針

束
村
玄
良

一
五
七



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
五
八

フ
ォ
ス
と
デ
ッ
ヶ
ル
両
船
長
の
墓
は
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
墓
碑
で
あ
る
。
横
浜
外
人
墓
地
の
二
十
二
区
四

十
四
に
現
存
す
る
。
デ
ッ
ヶ
ル
の
碑
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ナ
ニ
ン
グ
・
デ
ッ
ヶ
ル
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
六
○
年
二
月
二
十
六
日
の
夕
刻
、
横
浜
に
て
殺
害
さ
る
・
享
年
四
十
歳
。

フ
ォ
ス
の
碑
文
も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。

国
局
用
”
ロ
⑫
目

三
向
い
②
何
Ｐ
Ｃ
固
く
○
ｍ

く
回
宛
富
○
○
門
ロ
日
向
閂
。
【
○
国
シ
三
房

弓
向
の
ロ
ヱ
ロ
団
ｚ
シ
く
ｏ
ｚ
Ｄ
く
し
Ｚ

函
閂
両
用
幻
こ
の
弓

ヱ
シ
ヱ
Ｚ
目
ｚ
の
０
両
【
【
回
”

ぐ
両
宛
言
○
○
両
□
目
固
閂
。
【
○
国
し
］
富
シ

日
向
の
国
ｚ
Ｃ
向
Ｚ
し
ぐ
ｏ
ｚ
Ｃ
く
シ
ｚ

ロ
ロ
ヱ
韻
司
同
国
罰
□
シ
”
巴
扇
ぎ

目
ｚ
ロ
ロ
Ｚ
。
ご
□
向
”
○
一
富

く
シ
ｚ
ｇ
］
シ
”
同
Ｚ



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

ウ
ェ
セ
ル
・
ド
・
フ
ォ
ス
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
六
○
年
二
月
二
十
六
日
の
夕
刻
、
横
浜

噸廟にて殺害さる・享年四十二歳。
難
館

》》ア痙降釦読朏艸貯洲川翫細乱鏑肌一江坤川に銅蕊朏Ｆ、飛皿洲齪細迩藷団》
』
弘
町
ス
ヶ
ン
は
、
芝
南
新
門
前
二
丁
目
代
地
の
あ
た
り
ま
で
来
た
と
き
、
四
、
五
名
の
侍

雌
孔
体
の
者
に
襲
わ
れ
、
二
百
ヤ
ー
ド
ほ
ど
馬
を
疾
走
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
落
馬
し
た
。
ヒ
ュ

辮
酩
－
ス
ヶ
ン
は
、
左
腕
上
部
と
左
胸
第
九
肋
間
に
切
り
傷
、
右
下
腹
部
に
刀
傷
（
五
イ
ン

ン
ヴ
チ
半
）
、
小
腸
四
分
の
三
を
切
断
し
、
出
血
多
量
で
翌
十
六
日
（
陽
暦
）
の
午
前
零
時

マグ
三
十
分
ご
ろ
亡
く
な
っ
た
。
襲
撃
を
受
け
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
が
、
薩
摩
浪
人

一
い
む
た

ワ
Ｉ
伊
牟
田
稟
神
田
橋
蘆
助
、
樋
渡
清
明
ら
と
二
、
三
の
浪
人
が
襲
っ
た
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。
当
夜
、
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
を
護
衛
し
て
い
た
役
人
三
名
（
鈴
木
・
近
藤
・

あ
ず
ま
（
”
）

ひ
つ
そ
く

東
ら
）
は
罷
免
の
上
、
逼
塞
を
命
じ
ら
れ
、
辻
番
所
に
い
た
新
士
ロ
・
マ
ロ
ロ
ク
・
タ
ツ

（
鯛
）

エ
モ
ン
ら
一
二
名
も
免
職
と
な
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ヶ
ン
の
母
は
、
幕
府
よ
り
洋
銀
一
万
ド

□
向
ｚ
患
同
両
国
”
ご
シ
宛
忌
］
訳
つ

『
ヱ
ワ
向
二
○
口
ロ
ロ
宛
。
ｚ
［

く
シ
ヱ
色
］
シ
幻
向
Ｚ

一
五
九



本
滞
在
中
、

た
よ
う
だ
。

ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
の
遺
骸
は
麻
布
・
光
林
寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
に
葬
ら
れ
た
。
過
去
帳
に
ヒ
ュ
ー
ス
ヶ
ン
の
記
載
は
な
い
が
、
墓
だ

け
は
今
も
あ
る
。
公
使
ハ
リ
ス
が
建
て
た
墓
碑
に
は
、
英
文
で
次
の
よ
う
な
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

と
き
ハ
リ
ス
と
知
り
合
い
、
請
わ
れ
て
そ
の
秘
書
兼
通
訳
と
な
り
、
一

、
、
、

本
滞
在
中
、
大
勢
の
女
性
と
関
係
を
も
ち
、
日
本
人
妻
お
つ
る
と
息
子

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
六
○

ル
（
慰
籍
料
四
千
ド
ル
、
扶
助
料
六
千
ド
ル
）
も
ら
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
は
正
式
に
は
、
ヘ
ン
リ
ク
ス
・
ク
ゥ
ン
ラ
ド

１
ウ
ス
・
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
（
国
の
日
片
口
叩

影撮
ｎ
ｏ
の
ご
日
目
の
＆
目
目
の
叩
困
の
巨
印
六
の
。
）
と
い
う
。
一
八
三
二
年

墓
者

如
鰯
一
月
二
十
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
ダ
ム
ラ
ッ
ク
（
□
四
日
『
四
六
）

才
糯
五
番
地
（
現
在
の
九
七
番
地
１
－
１
当
時
の
家
は
現
存
し
な
い
）

｜
光
で
、
石
け
ん
製
造
業
の
父
ヨ
ア
ン
ネ
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・

ユ
●

上
布
ヒ
ュ
ー
ス
ヶ
ン
（
一
一
一
一
歳
）
と
母
ヨ
ア
ン
ナ
・
ス
ミ
ッ
ト
（
二

麻

六
歳
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
四
歳
の
と
き
父
を
失
な
い
、

の
ち
母
を
残
し
て
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
て
い
た

、
一
八
五
六
年
（
安
政
三
年
）
夏
に
来
日
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
は
日

息
子
（
氏
名
不
詳
）
一
人
残
し
て
逝
っ
た
。
な
か
な
か
艶
福
家
で
あ
っ



グ
ー
、

＜
ヒ
ュ

ス
ケ

芝増上寺

」
[
東
］

橋

、
骨
1
J
鵯
廸
岬
伺
い
入
斯
く
脚

l
K
l



一
八
六
一
一
年
六
月
七
日
（
文
久
一
一
年
五
月
十
日
）
、
オ
ラ
ン
ダ
の
螺
旋
推
進
式
汽
船
の
用
度
係
イ
エ
ー
・
ぺ
１
．
ク
イ
エ
ル
（
］
・
弔
・

、
弓
の
『
）
は
長
崎
で
死
亡
し
、
稲
佐
の
蘭
人
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
墓
は
現
存
す
る
が
、
刻
字
は
は
っ
き
り
読
め
な
い
。

日
本
駐
罰
ア
メ
リ
カ
公
使
館
付
通
訳
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
ス
ヶ
ン
の
御
霊
に
献
ぐ
。
一
八
一
一
一
一
一
年
一
月
一
一
十
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
生
ま
れ
、

八
六
一
年
一
月
十
六
日
江
一
戸
に
て
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

J・Ｐ､クイエルの墓（筆者撮影）

、
シ
Ｏ
幻
何
口

ご
琴
⑮
毬
還
冒
。
ご
貝

函
向
ご
幻
『
ｎ
国
向
こ
の
【
両
三

ｓ
鳥
ｇ
為
奇
『
ご
悪
命

し
冨
向
勾
閂
○
シ
ｚ
Ｆ
向
の
シ
弓
旨
○
二

胃
、
Ｂ
§

口
○
宛
ご
津
目
崔
ミ
切
『
両
宛
口
邑
ミ

冒
冒
冒
曾
些
鍔
目
輿
愚

旧
呉
ロ
ロ
」
弓
民
同
Ｄ
Ｃ

冒
菖
§
ご
日
局
日

＋

一一ハーー



同
年
七
月
二
十
七
日
（
文
久
二
年
七
月
一
日
）
、
海
軍
大
尉
エ
ヌ
・
へ
－
．
シ
ー
プ
ル
フ
が
出
島
で
亡
く
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来

た
報
告
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
家
族
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

父
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
ー
ブ
ル
フ
（
’
八
○
一
年
六
月
一
日
、
ハ
ー
レ
ム
生
ま
れ
、
商
人
、
一
八
五
一
年
四
月
二
十
八
日

没
） イ
ェ
１
．
べ
－
．
ク
イ
エ
ル
、
こ
こ
に
眠
る
。
生
前
、
オ
ラ
ン
ダ
の
螺
旋
推
進
式
汽
船
の
用
度
係
で
あ
っ
た
。
一
八
三
三
年
十
月
六
日
に
生
ま
れ
、

八
六
二
年
六
月
七
日
長
崎
の
商
館
で
死
去
。

ｌ
Ｌ
冒
刀
「
冒
二

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

国
閂
同
”
丙
ロ
、
弓

］
’
勺
・
○
ご
］
〕
円

『
ｚ
Ｆ
向
く
何
ｚ

ｍ
ｏ
日
日
向
伊
閂
因
”

少
鈩
ｚ
ｍ
Ｃ
Ｃ
宛
Ｃ
侭
・
富
．
⑫
○
国
【
○
両
句
‐
の
『
ｏ
ｏ
ｇ
ｍ
ｎ
冒
祠

（：。Ｏ■ロロ・■■■■‐）‐・■・・●●●●ｃｃ。ｃ〕

の
何
ｍ
。
”
向
三

句
。
。
Ｓ
ご
国
】
鈎
塑
塑

○
ぐ
回
詞
Ｐ
ロ
ロ
向
ヱ

ヨ
ゴ
の
芹
○
○
ョ
官
。
］
『
、
厨
ｚ
ｍ
ｍ
ｍ
圏
嵐

『
】
巨
口
」
］
吟
函
②
国

一ハ一一一



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
六
四

母
コ
ン
ス
タ
ン
ス
・
デ
ゥ
・
ク
レ
ル
ク
（
’
七
九
六
年
三
月
二
十
五
日
、
ア
ー
ル
ス
ト
生
ま
れ
）

妹
（
長
女
）
ウ
ェ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
（
一
八
二
八
年
十
一
月
二
十
六
日
生
ま
れ
）

弟
（
次
男
）
ジ
ョ
ン
二
八
一
一
一
○
年
四
月
十
四
日
生
ま
れ
）

妹
（
｜
一
女
）
ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ェ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
（
一
八
一
一
一
三
年
九
月
十
一
日
生
ま
れ
）

妹
（
’
一
一
女
）
テ
レ
ー
サ
・
コ
リ
ナ
ー
（
一
八
一
一
一
六
年
一
一
一
月
二
十
日
生
ま
れ
）

出
島
で
亡
く
な
っ
た
海
軍
大
尉
の
フ
ル
ネ
ー
ム
は
ニ
コ
ラ
ス
。
シ
ャ
ル
ル
・
シ
ー
プ
ル
フ
（
Ｚ
－
ｎ
Ｃ
－
煙
切
ｎ
日
『
］
の
⑩
の
一
の
ｇ
『
召
）
と
い
い
、

か
れ
は
長
男
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
家
は
ケ
イ
ゼ
ル
ス
フ
ラ
フ
ト
’
’
百
四
十
番
地
（
現
在
の
一
一
一
百
一
番
地
）
で
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
シ
ー
ブ
ル
フ
一
族
の
子
孫
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
一
一
一
人
い
て
、
う
ち
一
人
は
先
祖
が
長
崎
で
死
ん
だ
こ
と
を
「
知

っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

シ
ー
ブ
ル
フ
海
軍
大
尉
の
墓
は
現
存
し
、
碑
文
も
な
ん
と
か
判
読
で
き
る
。

国
一
円
幻
口
駕

Ｚ
．
ｏ
・
四
面
園
ご
幻
○
国

閂
ヱ
ト
向
く
両
ｚ
曰

。
ご
ロ
ド
ロ
閂
弓
ロ
ヱ
シ
ヱ
弓
曰
同
幻
凶
向
向

尻
。
ｚ
皀
宍
ロ
】
【
両
Ｉ
ｚ
同
ロ
同
用
い
』
二
口
、
○
四
両
‐
三
シ
国
ｚ
固

の
回
国
○
局
面
ｚ

鈩
三
扇
目
向
勾
ロ
シ
ニ
［



エ
ム
・
へ
１
．
シ
ー
プ
ル
フ
、
こ
こ
に
眠
る
。
生
前
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
大
尉
で
あ
っ
た
。
一
八
二
七
年
十
月
十
八
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
生
ま
れ
、

八
六
二
年
六
月
二
十
七
日
出
島
で
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓 Ｄ
ｐ
ｚ
届
。
ｎ
円
○
国
同
宛
」
ｇ
『

○
ぐ
向
丙
Ｐ
向
己
同
ｚ

Ｄ
の
Ｑ
己
四

ロ
ロ
ｚ
弓
］
ご
ｚ
こ
］
函
臼

’
八
六
四
年
四
月
九
日
（
元
治
元
年
三
月
四
日
）
、
水
夫
フ

ィ
リ
プ
ス
・
プ
ラ
ー
ク
ス
（
勺
亘
一
ｓ
□
色
の
国
『
四
四
。
×
）
は
長
崎
の

遮
錨
地
で
死
ん
だ
。
そ
の
墓
は
現
存
す
る
が
、
今
や
碑
文
は
半
分

樹
以
上
磨
滅
し
、
判
読
で
き
な
い
。
戦
前
に
板
沢
教
授
が
写
し
た

輕翻ものを転載しておく。
ル
者

プ
筆
一
く

四
目
向
宛
勾
□
ぬ
曰

シ
祠
四
円
伊
田
宅
宅
こ
め
国
宛
シ
シ
○
涕

Ｃ
弓
ｚ
伊
向
ご
ロ
ｚ

Ｎ
冨
呉
『
○
○
の
』
。
【
一
四
冊
の

シ
ご
三
国
。
。
宛
□

一

六
五



一
八
六
八
年
五
月
十
三
日
（
明
治
元
年
四
月
一
一
十
一
日
）
、
パ
ル
テ
レ
メ
ウ
ス
・
シ
ン
デ
レ
ン
（
国
四
房
の
］
の
日
の
こ
の
の
一
己
の
『
の
。
）
は
二

十
七
歳
を
一
期
に
長
崎
で
亡
く
な
っ
た
。
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
船
乗
り
で
あ
ろ
う
か
。
碑
文
は
か
な
り
磨
滅
し
て
い
て
、
完
全

に
読
み
と
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
が
、
墓
は
現
存
す
る
。

フ
ィ
リ
プ
ス
・
プ
ラ
ー
ク
ス
、
こ
こ
に
眠
る
。
生
前
、
蒸
気
コ
ル
ペ
ッ
ト
艦
「
メ
デ
ュ
サ
」
号
の
三
等
水
兵
で
あ
っ
た
。
一
八
四
一
年
十
二
月
二

日
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
、
一
八
六
四
年
四
月
九
日
長
崎
で
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

く
し
ｚ
Ｎ
・
三
［
．
、
曰
○
○
三
戸
Ｃ
○
両
ご
両
『

一
冨
向
□
ご
ｍ
シ

の
同
国
。
宛
ロ
ロ
ヱ
日
向
肉
○
日
目
両
宛
□
し
三

□
団
ｚ
函
Ｃ
向
○
国
富
国
向
宛
』
震
』

○
く
向
宛
Ｐ
向
Ｃ
向
ｚ
日
向
ｚ
少
の
シ
の
シ
【
］

Ｃ
向
ｚ
む
し
弔
両
Ｐ
畠
三

○
く
の
『
］
の
。
⑦
ロ
」
四
シ
｛
囚

］
』
①
』

因
シ
幻
日
四
両
Ｆ
ロ
ー
向
口
の
巴
ヱ
ロ
ロ
内
向
Ｚ

ｏ
ｐ
Ｃ
胃
」
シ
シ
元

一ハーハ



逝
っ
た
。

〈
鋤
）

フ
ァ
ン
・
ザ
メ
レ
ン
は
商
店
経
営
者
で
、
出
島
の
八
区
画
（
百
一
二
坪
）
に
住
ん
で
い
た
。

一
八
七
○
年
一
月
一
一
十
四
日
（
明
治
二
年
十
一
一
月
四
日
）
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
ィ
ン
パ
ウ
ト
（
］
四
日
の
印
璽
〕
邑
弓
囚
己
）
が
長
崎
で
逝
っ

た
・
「
外
国
商
館
と
そ
の
居
住
者
一
覧
表
お
よ
び
長
崎
の
居
留
地
の
見
取
図
」
（
口
の
：
｛
｛
Ｃ
『
の
冒
与
・
凋
出
且
『
の
⑫
己
の
具
：
ａ
ロ
一
四
：
帛

昏
の
す
の
唇
８
口
８
冊
一
・
己
：
【
ｚ
四
恩
の
、
戸
〕
函
ｓ
）
に
、
氏
名
が
乗
っ
て
い
る
が
、
職
業
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
貿
易
商
で
あ
っ
た
も

の
か
・
墓
は
稲
佐
の
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
内
に
あ
る
が
、
興
味
を
引
か
れ
る
の
は
、
墓
を
建
て
た
の
は
、
よ
し
み
を
結
ん
だ
「
大
藤
屋
」
の

一
六
七

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

バ
ル
テ
レ
メ
ウ
ス
・
シ
ン
デ
レ
ン
、
二
十
七
歳
。
一
八
六
八
年
五
月
十
三
日
死
去
。

翌
一
八
六
九
年
一
一
月
二
十
一
日
（
明
治
二
年
一
月
十
一
日
）
、
ヤ
コ
ブ
・
フ
ァ
ン
・
ザ
メ
レ
ン
（
］
四
８
ヶ
『
目
Ｎ
四
日
の
『
の
。
）
は
長
崎
で

ヤ
コ
プ
・
フ
ァ
ン
・
ザ
メ
レ
ン
、
四
十
六
歳
。
一
八
六
九
年
二
月
二
十
一
日
死
去
。

］
シ
ｎ
ｏ
固
く
少
ｚ
Ｎ
シ
三
局
内
向
Ｚ

。
ご
①
二
の
』
の
二
画
】
句
の
す
『
巨
四
ユ
］
屋
、
や

。
ご
□
急
』
少
少
宛



一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
七
月
十
二
日
（
？
）
、
エ
ー
・
イ
ェ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ル
ス
（
向
・
］
・
雪
・
］
局
『
⑫
）
が
長
崎
で
亡
く
な
っ
た
。

人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
。
墓
碑
は
大
浦
の
外
人
墓
地
に
あ
る
が
、
碑
文
（
蘭
英
混
交
文
）
は
一
部
磨
滅
し
て
い
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
イ
ン
パ
ウ
ト
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
一
六
年
ゼ
ー
ラ
ン
ト
州
ブ
ー
ス
に
生
ま
れ
、
’
八
七
○
年
一
月
二
十
四
日
長
崎
に
て
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

＆
§
囮
縄
旨
ミ
ミ
〕
局
己

。
月
十
三
日
〔
…
…
〕
八
シ
橋
之
を
建
つ
」
と
あ
る
。
日
ご
ろ
の

ス
１

仏
鐸
ひ
い
き
と
情
愛
か
ら
、
愛
人
の
た
め
に
身
銭
を
切
っ
て
建
て
た

圭
篝
も
の
で
あ
ろ
う
。
遊
女
八
シ
橋
の
こ
ま
や
か
な
愛
情
を
垣
間
見

た
く
て
墓
る
思
い
が
す
る
。

建
の
が
卜

橋
ウ

起
荷
、
司
属
（

シ
バ

八
ン

］
囚
日
の
の
囚
〕
冒
す
。
且

女
イ

遊
レ

の
①
す
。
『
の
ロ
（
の
○
○
の
⑫
ご
Ｎ
の
⑦
一
四
コ
ロ

』
⑪
』
⑦

○
ぐ
の
『
｜
の
こ
の
己
（
の
ｚ
ロ
砲
、
の
画
六
一

遊
女
八
シ
橋
で
あ
っ
た
。
墓
碑
の
横
の
部
分
に
「
明
治
三
年

六

八



一
八
八
三
年
（
明
治
十
六
垰

授
で
あ
っ
た
も
の
か
、
不
詳
。

エ
ー
・
イ
ェ
ー
・
ヴ
ォ
ル
テ
ル
ス
、
こ
こ
に
眠
る
。
’
八
七
七
年
七
月
（
？
）
十
二
日
（
？
）
死
去
。
享
年
四
十
七
歳
。
長
崎
の
友
人
が
こ
れ
を

建
つ
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

（
明
治
十
六
年
）
四
月
十
一
日
、
医
師
セ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
（
○
句
・
烏
）
は
長
崎
で
逝
っ
た
。
当
人
は
長
崎
医
学
校
の
教

四
目
国
内

宛
こ
め
日

向
』
。
ご
『
。
Ｐ
弓
固
屈
め

ｚ
胃
弓
①
ｏ
｛
国
Ｃ
一
一
四
二
二

勺
』
ｄ
く
冒
風
の
『
○
昌
口
胸
の
ロ

剣
４

二
一
⑰
』
。
。
『
。
①
］
』
』
］
二
〔
・
・
…
・
〕
目
⑭
『
『

〔
》
）

、
、
⑩
□
』
『
］
四
『
①
ロ

向
閃
両
Ｃ
日
向
ロ
嗣
目
司
幻
自
回
ｚ
Ｄ
の

「
Ｚ

惠
同
宛
詞
□
⑫
日

ロ
ロ
・
句
○
○
門

六

九



一
八
八
五
年
（
？
）
〔
明
治
十
八
年
〕
、
セ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
リ
ー
ス
（
、
の
『
、
ａ
色
め
く
目
旦
の
『
ぐ
一
一
ｍ
ｍ
）
と
い
う
蘭
人

が
長
崎
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
当
人
に
つ
い
て
は
不
詳
。
碑
文
も
相
当
磨
滅
し
て
い
る
。
墓
碑
は
大
浦
の
外
人
墓
地
に
あ
る
。

セ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
医
師
こ
こ
に
眠
る
。
一
瓢
四
五
年
九
月
一
一
十
一
日
（
？
）
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
生
ま
れ
、
一
八
八
一
一
一
年
四
月
十
一
日
（
？
）
長
崎

で
死
去
。
生
前
、
長
崎
〔
？
〕
の
医
師
で
あ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

の
向
田
弓
向
ご
弓
罰
向
。
西
日
巴
印
向
勺
弓
］
震
、

｜
〔
》
〕

の
固
の
日
日
向
ヱ
レ
の
シ
の
少
門
閂
巨
シ
勺
幻
［
Ｆ
届
麗

〔
曰
〕
〔
》
〕

冒
一
の
『
①
。
〔
…
…
〕
の
①
ロ
の
冊
汀
⑩
の
『

ヱ
シ
の
少
の
シ
歸
閂
〔
…
…
〕

十
四
円
同
困
”
こ
の
日

日
圏
冒
こ
の
く
し
ｚ
□
月
ぐ
口
同
、

〔。。●口・Ｑ０ｐ・〕

○
口
□
巴

一
七
○



一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
年
）
三
月
十
七
日
（
？
）
ヘ
リ
ッ
ｆ
・
パ
ッ
テ
ヶ
イ
（
の
①
ｑ
拝
国
鼻
庁
の
丙
＆
）
と
い
う
蘭
人
が
長
崎
で
死
亡
、

当
人
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
。
碑
文
も
一
部
、
文
字
が
磨
滅
し
て
い
る
。

ヘ
リ
ッ
ト
・
パ
ッ
テ
ケ
イ
、
こ
こ
に
眠
る
。
’
八
四
○
年
九
月
一
一
十
一
一
一
日
（
？
）
ゼ
ー
ラ
ン
ト
州
プ
レ
ス
ヶ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
一
八
八
六
年
一
一
一
月

十
七
日
（
？
）
死
去
。

セ
ラ
ル
ド
ウ
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
リ
ー
ス
、
こ
こ
に
眠
る
。
一
八
八
五
年
死
去
。
享
年
五
十
一
歳
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

国
手
円
固
罰
閃
ロ
、
弓

の
固
詞
詞
閂
弓
口
鈩
月
日
向
【
向
当

の
因
画
。
【
同
ｚ
ｆ
日
向
ロ
幻
両
の
【
同
Ｚ
、
勺
肉
。
〔
…
…
〕

Ｎ
固
固
Ｐ
シ
ｚ
Ｃ

圏
、
回
祠
曰
圃
富
田
同
宛
尻
ち

函
⑬〔
》

〕

。
ご
向
宛
旧
因
口
固
二
目
室
［
シ
シ
幻
日
屋
器

〔
刊
〕

］
函
⑫
、

〔
ご
〕

●

一

七
一



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

ｎＡシフ夫人の墓（筆者撮影）

一
八
六
九
年
四
月
二
日
（
明
治
二
年
二
十
一
日
）
、
出
島
十
一
一
一
区
の
ア
ド
リ
ア
ン
商

〈
別
）

会
（
シ
自
由
。
伜
○
・
）
の
事
務
員
ハ
ー
・
シ
フ
（
四
・
の
○
三
頭
）
の
妻
ド
ロ
テ
ァ
・
ア
ハ

タ
・
シ
フ
ｓ
ｏ
『
Ｃ
ｓ
の
四
シ
恩
〔
宮
の
、
冨
鷆
）
は
逝
っ
た
。
墓
碑
は
大
浦
の
外
人
墓
地
に

あ
る
。

横
浜
の
外
人
墓
地
内
の
、
フ
ォ
ス
と
デ
ッ
ヶ
ル
両
船
長
の
墓
の
そ
ば
に
、
ハ
ル
フ
ェ

ル
・
オ
エ
ル
セ
ン
（
国
四
一
ぐ
の
『
○
の
一
ｍ
ｇ
）
と
い
う
名
の
水
夫
の
墓
碑
が
あ
る
。
刻
字
は

ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
磨
滅
し
て
い
る
。
建
て
た
年
代
は
一
八
六
○
年
代
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
月
二
日
死
去
。

ド
ロ
テ
ア
・
ア
ハ
タ
。
シ
フ
夫
人
、
こ
こ
に
眠
る
。
レ
ー
ウ
ェ
ン
生
ま
れ
。
一
八
六
九
年

困
閂
向
幻
”
□
の
曰

く
幻
○
葛
同
ロ
○
幻
。
Ｂ
西
同
シ
シ
の
シ
日
田
シ
、
、
国
胄
句
司

●
同
国
○
両
ロ
Ｚ
ぐ
少
Ｚ
Ｆ
向
向
ご
う
岡
ｚ

函
シ
ロ
ユ
］
畠
＄

七



オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
〔
？
〕
艦
に
乗
っ
て
い
た
水
夫
ハ
ル
フ
ェ
ル
・
オ
エ
ル
セ
ン
、
横
浜
の
停
泊
地
で
死
去
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

西
シ
Ｆ
く
向
丙
○
回
Ｐ
、
因
ｚ

弓
ｚ
〔
…
・
・
…
・
〕
冨
尹
目
【
○
○
ｍ

〔
・
・
・
・
：
。
：
．
：
。
：
〕
国
．
ご
［
。

⑩
〔
…
…
…
…
〕
、
Ｏ
出
自
勺

。
『
向
詞
Ｆ
〔
…
…
…
〕

目
向
訶
【
ロ
ロ
向
□
（
…
…
〕
『
。
【
○
四
シ
昌
少

＊

墓
本
稿
は
「
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
」
と
大
き
な
テ
ー
マ

の》
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
当
然
、
日
本
国
内
に
散
ら
ば
る
蘭
人
の
墓

レコ
と
そ
こ
に
眠
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い
て
細
大
も
ら
さ
ず
説
か
ね
ば

域
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
か
な
り
の
部
分
を
削
除
せ

し。
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
埋
葬
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に
つ
い
て
詳
述

秬檸すれば、優に一冊の単行本にもなるのである。本稿で取

捜饒川延繩肱鈍函覗斗批繩州騨鮎川杣Ⅷ醍鮴繩鈩翻紬搾洲岬
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し
て
も
、
約
一
一
一
十
年
間
に
百
名
ほ
ど
亡
く
な
っ
た
勘
定
に
な
ろ
う
か
。

蘭
館
が
長
崎
出
島
に
移
転
し
た
の
は
一
六
四
一
年
六
月
で
あ
る
が
、
死
者
を
陸
上
に
埋
葬
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
既
述
の
と
お
り
、

’
六
五
六
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
一
一
一
十
年
間
は
墓
標
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
悟
真
寺
裏
の
蘭
人
墓
地
は
無
縁
墓

地
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
商
館
長
と
し
て
赴
任
す
る
途
中
、
船
上
で
亡
く
な
っ
た
一
プ
ュ
ル
コ
ー
プ
を
稲
佐
に
埋
葬
し
、

立
派
な
墓
を
建
て
た
が
、
こ
れ
も
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
標
設
置
の
嚇
矢
と
考
え
た
い
。
お
そ
ら
く
、
か
れ
以
前
の
時
代
に
亡
く
な
っ
た

者
は
埋
葬
さ
れ
た
と
き
、
木
の
十
字
架
を
立
て
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
何
か
の
目
じ
る
し
に
、
小
さ
な
石
で
も
埋

葬
場
所
に
置
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

-ミ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一
七
四

駒
あ
る
の
で
、
今
世
紀
ま
で
説
く
に
至
ら
な
か
っ
た
。
大
体
、
年
代

読
順
に
筆
を
進
め
、
途
中
で
多
少
、
閑
話
を
は
さ
ん
だ
所
も
あ
る
。

庫
か
ね
て
よ
り
蘭
人
の
墓
に
つ
い
て
興
味
を
抱
き
今
日
に
至
っ
た

蛆
が
、
よ
う
や
く
不
完
全
な
が
ら
も
概
要
を
書
き
終
え
、
今
や
っ
と

塾
溜
飲
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

鉱
ペ
ン
を
欄
く
に
当
っ
て
、
日
本
各
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
蘭
人
の

》
数
と
埋
葬
地
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。
平
戸
商
館
時
代
（
一
六

疏
○
九
年
～
一
六
四
○
年
）
に
ど
れ
ほ
ど
オ
ラ
ン
ダ
人
が
亡
く
な
り

藩
埋
葬
（
陸
上
埋
葬
・
水
葬
）
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
実
体
を
っ

悟
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
一
年
に
数
名
死
ん
だ
と



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

悟真寺のオランダ人墓地内部（筆者撮影）

悟
真
寺
の
今
の
「
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
」
（
国
ｏ
－
－
ｍ
ａ
ｍ
Ｓ
の
国
の
臼
：
［
ロ
一
目
（
⑪
）
に
在

る
墓
碑
の
総
数
は
四
十
一
基
で
あ
る
。
同
墓
地
に
は
ロ
シ
ア
人
の
墓
が
四
基
、
イ
ギ
リ

、

ス
人
の
墓
が
一
一
一
基
、
黒
人
の
も
の
と
云
わ
れ
る
墓
が
十
一
基
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
が
一
一

℃
、

十
三
基
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
で
一
番
新
し
い
も
の
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
レ
イ
ン
パ

ゥ
ト
（
一
八
七
○
年
一
月
没
）
の
も
の
で
あ
る
。
陸
上
埋
葬
が
許
可
さ
れ
た
一
六
五
六

年
（
明
暦
二
年
）
か
ら
一
八
七
○
年
（
明
治
三
年
）
ま
で
の
約
二
百
十
余
年
の
間
に
、■
、

悟
真
寺
の
蘭
人
墓
地
に
葬
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
（
黒
人
を
も
含
む
）
の
数
は
優
に
五
百

四
十
名
余
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
主
に
蘭
館
日
誌
か
ら
死
者
を
拾
い
出
し
た
数
が
こ
れ

で
あ
る
が
、
筆
者
が
見
落
し
た
分
や
日
誌
の
記
録
係
が
書
か
な
か
っ
た
分
ま
で
含
め
る

と
、
六
百
名
を
超
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
じ
っ
さ
い
筆
者
は
、
日
誌
中
の
死
亡
者
名

と
関
連
記
事
を
筆
写
し
、
そ
れ
を
あ
と
で
数
え
て
み
て
、
樗
然
と
し
た
。
現
在
あ
る
オ

ラ
ン
ダ
人
墓
地
の
規
模
は
三
百
坪
位
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
敷
地
内
に
、
こ
れ
ほ
ど

大
勢
の
人
間
が
葬
ら
れ
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
江
戸
時
代
の
同
墓
地
の

地
積
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
な
い
の
で
何
と
も
い
え
な
い
。
も
っ
と
も
今
の
地
所
内
だ

け
に
埋
葬
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
、
フ
ィ
ッ
セ
ル
の
「
日
本
風
俗
備
考
」
（
庄

司
三
男
訳
）
に
も
「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
の
多
く
は
、
大
体
に
お
い
て
は
な
れ
ば
な
れ
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
く
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
日
本
人
の

一
七
五



的
新
し
い
墓
ば
か
り
で
あ
る
。

神
戸
市
郊
外
の
修
法
ガ
原
の
一
角
に
も
外
人
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
五
十
一
名
の
オ
ラ
ン
ダ
人
（
日
本
人
妻
を
含
む
）
が
眠
っ
て
い
る
。

最
古
の
墓
は
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
レ
イ
（
一
八
七
二
年
二
月
没
）
の
も
の
で
、
新
し
い
も
の
と
し
て
は
マ
ベ
ル
・
ア
イ
リ
オ

ン
（
一
九
八
二
年
十
月
没
）
の
墓
が
あ
る
。
横
浜
の
外
人
墓
地
に
は
四
十
五
名
の
オ
ラ
ン
ダ
人
（
日
本
人
妻
を
も
含
む
）
が
葬
ら
れ
て
お

り
、
デ
ッ
ヶ
ル
と
フ
ォ
ス
（
一
八
六
○
年
二
月
没
）
両
船
長
の
墓
が
一
番
古
く
、
新
し
い
も
の
は
一
九
六
二
年
に
亡
く
な
っ
た
ヘ
ン
ド
リ

ッ
ク
・
ド
・
ラ
ー
ト
の
も
の
で
あ
る
。
神
戸
。
横
浜
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
の
多
く
は
、
維
新
前
後
か
ら
今
日
に
至
る
も
の
が
大
半
で
比
較

東
京
の
青
山
墓
地
の
一
角
に
も
外
人
墓
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
長
崎
で
生
後
間
も
な
い
愛
娘
を
亡
く
し
た
フ
ェ
ル
ベ
ッ
ク
夫
妻
の
墓
が
あ

る
。
墓
の
位
置
は
南
一
種
イ
六
側
。
碑
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
七
六

墓
の
間
に
ま
じ
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
」
（
富
の
。
ぐ
旨
ｇ
［
言
の
’
９
の
日
の
①
の
庁
の
Ｃ
目
の
『
頭
『
口
こ
の
二
日
の
（
ぐ
の
円
く
目
の
一
百
＆
の
『
・
日
：
『
８
ｓ

目
脇
呂
の
ロ
］
、
已
巴
扇
呂
の
ぐ
の
同
日
の
揖
旦
．
…
…
）
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
中
期
ご
ろ
は
、
日
本
人
墓
地
に
分
散
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

大
浦
川
上
町
外
国
人
墓
地
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
が
五
基
あ
り
、
一
番
古
い
も
の
は
ド
ロ
テ
ア
・
ア
ハ
タ
・
シ
フ
夫
人
（
一
八
六
九

年
四
月
没
）
の
も
の
で
、
新
し
い
墓
は
ヘ
リ
ッ
ト
・
バ
ッ
テ
ヶ
イ
（
一
八
八
六
年
三
月
没
）
の
も
の
で
あ
る
。
浦
上
坂
本
町
に
も
外
国
人

墓
地
が
あ
り
、
こ
こ
に
眠
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
は
全
部
で
六
基
で
あ
る
。
一
番
古
い
も
の
は
ヘ
ー
・
ウ
エ
ー
・
パ
ー
ル
マ
ン
ニ
九
一
七

年
七
月
没
）
の
墓
で
、
新
し
い
も
の
は
セ
・
エ
フ
・
ビ
レ
（
一
九
三
四
年
十
月
没
）
の
墓
碑
で
あ
る
。
総
じ
て
大
浦
・
浦
上
の
蘭
人
墓
は

新
し
い
。

】
三
二
両
昌
○
詞
』
シ
三



は
ひ
ど
く
荒
廃
し
て
い
た
。

こ
う
し
て
日
本
各
地
に
散
ら
ば
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
墓
を
瞥
見
し
て
み
る
と
、
稲
佐
の
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
が
古
い
墓
碑
を
い
ち
ば
ん
多
く

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
歴
史
学
徒
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
江
戸
時
代
に
日
本
に
や
っ
て
き
て
、
は
か
な
い
最
後
を
遂
げ
た
オ
ラ
ン

ダ
人
の
生
き
ざ
ま
と
心
情
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
ま
た
と
な
い
場
所
で
も
あ
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
こ
の
墓
地
は
垣
根
も
塀
も
な

く
、
た
だ
低
い
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
て
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
誰
で
も
自
由
に
墓
地
内
に
入
り
、
墓
碑
を
見
、
あ
た
り
の
景
観
も
た

の
し
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

現
存
の
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
は
、
四
方
を
赤
レ
ン
ガ
の
塀
で
囲
ま
れ
、
そ
の
三
方
は
日
本
人
墓
地
と
ロ
シ
ア
人
墓
地
、
中
国
人
墓
地
と
な

っ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
は
、

１
銭
の
扉
が
あ
り
、
厳
璽
に
閉
さ
れ
、
墓
地
一
面
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
誉
乱
れ
て
い
た
・
戦
時
中
に
鉄
扉
は
回
収
さ
れ
、
戦
後

と
の
回
答
を
得
た
。

グ
ッ
ド
・
フ
リ
ド
リ
ン
・
フ
ェ
ル
ベ
ー
ク
の
霊
に
献
ぐ
、
妻
マ
リ
ア
・
フ
ェ
ル
ベ
ー
ク
ニ
八
四
○
～
一
九
一
一
）
。

函
館
の
船
見
の
丘
に
も
外
人
墓
地
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
元
監
理
人
関
川
建
蔵
氏
に
照
会
の
手
紙
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
蘭
人
の
墓
は
な
い

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

の
ご
自
口
○
句
宛
自
己
ｏ
ｐ
ｚ

く
向
幻
団
向
向
尻

冨
少
幻
】
シ
く
向
”
国
向
向
【

」
函
』
つ
ｌ
］
や
円
』

一
七
七
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と
、
松
尾
利
信
氏
は
「
稲
佐
オ
ラ
ン
ダ
墓
地
」
（
「
長
崎
談
叢
」
第
四
十
一
号
）
の
中
で
語
っ
て
い
る
。

戦
中
、
戦
後
の
一
時
期
、
墓
地
は
、

１
１
雑
草
荘
々
と
し
て
荒
れ
ほ
う
だ
隅

で
あ
っ
た
が
、
時
折
、
孫
を
つ
れ
た
名
も
知
ら
ぬ
老
婆
が
せ
っ
せ
と
除
草
し
て
い
た
と
い
う
。
孫
た
ち
を
墓
地
内
で
遊
ば
せ
て
も
ら
う
の

で
せ
め
て
も
の
お
礼
の
気
持
か
ら
草
む
し
り
を
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
あ
な
が
ち
そ
う
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

老
婆
の
行
為
に
は
普
遍
的
な
人
間
愛
、
不
幸
に
し
て
異
国
で
逝
っ
た
他
国
民
へ
の
思
い
や
り
、
哀
憐
の
情
が
感
じ
ら
れ
、
筆
者
は
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
深
い
感
銘
を
う
け
た
。
…
…

筆
者
は
長
崎
に
赴
く
た
び
に
、
「
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
地
」
を
訪
れ
る
こ
と
を
た
の
し
み
に
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
が
少
し
ず
つ
わ
か

る
よ
う
に
な
る
と
、
碑
文
の
中
に
蘭
人
の
人
生
を
読
み
取
り
、
そ
の
せ
つ
な
い
思
い
を
く
み
取
ろ
う
と
し
た
。
飽
か
ず
に
眺
め
た
碑
文
の

フ
ラ
ー
イ
エ
Ｏ
グ
ヲ
ブ
ゼ
ル
ケ
ン

数
々
：
…
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
を
し
て
〃
美
し
い
墓
石
〃
と
云
わ
し
め
た
墓
石
の
中
に
は
、
見
事
な
刻
字
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
も
う
立
派

な
芸
術
品
な
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
が
死
ん
だ
同
胞
の
た
め
に
憐
燗
と
琿
身
の
力
を
こ
め
て
描
い
た
一
枚
の
下
絵
を
も
と
に
、
日
本
の

す
ぐ
れ
た
石
工
が
忠
実
に
そ
れ
を
刻
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
碑
文
は
早
晩
磨
滅
し
て
読
め
な
く
な
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。
堅
い
材
質
の
も
の
は
別
に
し
て
、
古
い
墓
石
は
火
成
岩
の
一
種
を

使
っ
て
お
る
た
め
、
塩
風
に
弱
く
、
刻
字
は
霜
柱
が
立
っ
た
よ
う
に
浮
き
上
が
り
、
そ
の
う
ち
に
除
々
に
風
化
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
だ

モ
ノ
グ
ラ
フ

か
ら
〈
マ
の
う
ち
に
精
細
な
、
し
か
も
写
真
を
で
き
る
だ
け
沢
山
入
れ
た
研
究
論
文
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
本
稿
を
執
筆
し

た
筆
者
の
動
機
の
一
つ
も
こ
の
点
に
あ
る
。

本
稿
の
結
び
と
し
て
、
一
六
二
一
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
の
約
三
百
六
十
年
間
に
、
日
本
で
死
去
し
、
埋
葬
（
水
葬
を
も
含
む
）
さ

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
七
九



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一
八
○

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
一
覧
表
を
添
え
る
。
こ
の
中
に
は
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
国
籍
の
者
（
ド
イ
ツ
人
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
・
デ
ン
マ
ー
ク

人
・
ジ
ャ
ワ
人
等
）
も
大
勢
含
ま
れ
る
が
、
一
応
オ
ラ
ン
ダ
人
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
氏
名
は
、
蘭
館
日
誌
を
中
心
に
拾
っ
た
が
、
長
崎

県
史
編
纂
室
作
成
の
「
長
崎
市
大
浦
、
稲
佐
、
浦
上
国
際
墓
地
。
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
の
名
称
、
所
在
一
覧
」
（
英
文
）
、
悟
真
寺
住
職
木
津
義

彰
氏
作
成
の
「
稲
佐
悟
真
寺
の
蘭
人
墓
の
リ
ス
ト
」
（
英
文
）
、
修
法
ガ
原
外
人
墓
地
監
理
事
務
所
作
成
の
「
死
亡
オ
ラ
ン
ダ
人
一
覧
表
」

（
英
文
）
、
横
浜
外
人
墓
地
監
理
事
務
所
の
安
藤
寅
三
氏
作
成
の
「
死
亡
オ
ラ
ン
ダ
人
一
覧
表
」
（
英
文
）
そ
の
他
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
が
、
幕
末
ま
で
の
氏
名
一
覧
表
は
、
筆
者
が
蘭
館
日
記
を
一
枚
ず
つ
め
く
っ
て
拾
い
出
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
旧
帝
国
学

プ
オ
ト
ス
タ
ツ
ト

士
院
所
蔵
の
闘
館
日
誌
（
計
一
三
九
冊
欠
落
も
多
い
）
を
利
用
し
た
が
、
’
六
三
一
年
か
ら
四
一
年
ま
で
の
複
写
写
真
の
分
ｌ
こ
れ
は

東
京
大
学
史
料
繍
蕊
所
か
ら
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
」
と
題
し
て
原
文
・
訳
文
編
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
ｌ
は
蕊
寳
体
の
判
読
に
自

信
が
も
て
ぬ
た
め
閲
読
せ
ず
、
邦
訳
を
利
用
し
た
。
ま
た
筆
者
が
調
べ
た
一
六
四
一
年
以
後
の
分
も
見
落
し
が
多
い
上
に
、
誤
記
も
多
々

あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
日
本
学
士
院
所
蔵
の
筆
写
本
は
、
大
勢
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
て
ハ
ー
グ
の
古
文
書
館
に
あ
る
原

本
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
、
字
体
が
一
定
せ
ず
、
中
に
は
実
に
判
読
に
苦
し
む
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
判
読
に
自
信
が
な
か
っ
た
も
の
は

本
稿
の
筆
を
起
こ
す
ま
で
、
資
料
集
め
と
実
地
調
査
、
蘭
館
日
誌
の
閲
読
等
に
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
た
が
、
と
り
わ
け
蘭
館
日
誌

の
閲
読
と
部
分
的
筆
写
に
は
多
く
の
労
力
を
犠
牲
と
し
た
。
最
後
に
執
筆
に
至
る
過
程
で
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
た
が
、
宇
久
町
役
場

の
住
民
課
長
田
中
稔
と
参
事
山
田
康
博
両
氏
、
平
戸
市
役
所
社
会
教
育
課
の
萩
原
博
文
氏
、
悟
真
寺
住
職
木
津
義
彰
氏
、
東
陽
院
住
職
斉

藤
直
成
氏
、
晧
台
寺
、
天
然
寺
及
び
光
林
寺
の
各
住
職
、
横
浜
外
人
墓
地
の
監
理
人
安
藤
寅
三
氏
、
函
館
外
人
墓
地
の
元
監
理
人
関
川
建

蔵
氏
、
青
山
墓
地
監
理
事
務
所
の
各
職
員
、
悟
真
寺
の
蘭
人
墓
地
に
眠
る
オ
ラ
ン
ダ
人
と
そ
の
子
孫
を
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
ア
ム
ス
テ

（
？
）
と
し
て
お
い
た
。



ル
ダ
ム
の
実
業
家
勝
山
光
郎
氏
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
の
一
等
書
記
官
マ
リ
オ
ン
。
ペ
ン
ニ
ン
ク
ー
ー
プ
ィ
ス
リ
ン
グ
氏
、
Ｊ
・
Ａ
・
ピ
ニ
ン

グ
ト
ン
氏
、
ハ
ー
グ
の
古
文
書
館
の
フ
ァ
ン
・
ア
ン
ロ
ー
イ
及
び
フ
ァ
ン
・
ホ
ー
プ
女
史
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
古
文
書
館
の
Ａ
・
ピ
ィ
ー
テ

ル
ス
マ
氏
、
十
七
、
八
世
紀
の
蘭
語
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
庄
司
三
男
先
生
、
ま
た
文
献
史
料
面
で
は
、
長
崎
県
立
図
書
館
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
の
海
事
博
物
館
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
東
洋
文
庫
、
日
本
学
士
院
、
法
大
。
早
大
の
各
図
書
館
等
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
、
記
し
て
感
謝
を
表
し
ま
す
。

（
一
九
八
八
・
八
・
三
○
）

〔
追
記
〕
本
稿
に
は
身
分
的
差
別
や
軽
蔑
的
な
こ
と
ば
が
多
少
出
て
く
る
が
、
原
文
尊
重
の
建
て
前
か
ら
そ
の
ま
ま
に
し
、
こ
こ
に
他
意
な
い
こ

と
を
明
記
し
て
お
く
。

へ正

（
１
）
板
沢
武
雄
箸
「
日
蘭
貿
易
史
」
四
頁
。

（
２
）
松
田
毅
一
監
訳
「
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
」
に
は
、
リ
ー
フ
デ
号
の
生
存
者
二
十
五
名
中
、
「
う
ち
の
二
人
は
到
着

す
る
と
間
も
な
く
死
亡
し
た
」
と
あ
る
。

（
３
）
永
積
・
武
田
共
著
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
・
イ
ギ
リ
ス
商
館
日
記
・
一
の
一
五
頁
。

（
４
）
平
戸
市
教
育
委
員
会
編
「
平
戸
市
内
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
」
の
一
八
頁
。

（
５
）
永
薇
洋
子
訳
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
一
（
第
一
号
）
の
一
五
頁
。

（
６
）
前
掲
書
（
第
二
号
）
の
五
一
一
○
頁
。

（
７
）
同
右
（
第
四
号
）
の
一
二
七
頁
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
八
一



ダーヘ〆戸、〆￣、〆￣、アー、グー、

１３１２１１１０９８
、－ン～ン～ン、－プ、－〆～〆

_、￣、￣、￣、グー、〆￣～〆￣、グー、グー、

２４２３２２２１２０１９１８１７１６
閂￣、＝〆～ン、－〆■‐グ、－〆、－〆～グ、_〆

（
Ｕ
雌
魍
蠅
『
日
本
風
俗
備
考
２
」
（
東
洋
文
庫
）
の
一
九
○
’
一
九
二
頁
。

（
応
）
庄
司
三
男
「
元
禄
宝
永
前
後
に
お
け
る
長
崎
の
唐
人
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
人
と
仏
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
」

所
収
、
二
二
頁
）
。

頁
｡

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
八
二

注
（
７
）
の
一
一
一
二
○
頁
。

］
呂
自
□
凋
同
の
臼
再
の
『
に
倉
の
『
媚
の
ロ
⑩
○
℃
の
目
の
望
］
四
目
の
穴
の
二
言
と
あ
る
。

Ｃ
・
目
・
『
§
し
回
の
ｏ
・
口
ご
ぬ
づ
著
冨
一
一
コ
ぐ
の
『
目
］
｛
一
口
］
眉
目
（
屋
留
）
の
一
四
○
ｌ
く
一
四
一
頁
。

ロ
ロ
、
の
’
す
の
『
〔
【
四
の
日
ご
庁
『
箸
『
す
の
田
の
［
。
ご
・
ご
§
：
（
一
九
○
六
）
の
二
巻
一
九
七
頁
。

『
丘
の
□
①
の
三
日
山
口
患
『
の
祠
一
ｍ
【
の
『
⑪
岳
囚
『
Ｃ
『
一
ｍ
ご
ロ
一
国
ワ
ー
の
⑪
。
【
８
コ
【
の
貝
の
ぐ
○
一
・
〕
の
一
一
一
六
頁
。

Ｏ
目
『
｜
の
の
‐
国
の
『
『
の
目
冒
ロ
ケ
の
『
宛
著
く
。
百
ｍ
の
⑦
ご
少
〔
『
一
目
、
の
（
の
ヨ
シ
、
一
の
も
『
旨
、
一
己
囚
］
の
ロ
］
の
ロ
日
こ
］
ｇ
ｏ
ロ
（
』
ご
←
）
の
一
八
○
’
一
八
一

一
通
航
一
覧
」
（
巻
二
四
一
）
に
「
往
年
江
戸
に
て
死
せ
し
時
は
浅
草
微
多
村
・
・
・
…
」
と
あ
る
。

注
（
１
）
の
二
二
頁
。

］
：
目
ロ
ロ
四
の
ね
一
ｍ
〔
の
『
（
一
七
七
八
・
八
・
九
）
に
一
邑
弄
】
ロ
８
コ
一
○
○
」
の
蚕
⑩
【
…
・
・
・
と
あ
る
。

若
森
英
雄
「
ゲ
イ
ス
ベ
ル
ト
・
ヘ
ム
ミ
先
生
」
（
「
江
戸
長
崎
談
叢
」
第
二
号
所
収
、
一
二
頁
）
。

鈴
木
正
錬
「
天
然
寺
蘭
人
の
墓
」
（
｜
贄
歴
史
地
理
」
第
二
十
八
巻
第
五
号
所
収
、
五
七
五
頁
）
。

注
（
１
）
の
八
二
頁
。

「
横
浜
二
紗
テ
蘭
人
二
名
遭
害
扶
助
金
附
与
一
件
」
（
「
横
浜
市
史
資
料
編
６
」
所
収
）
を
参
照
。

「
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
」
目
汀
の
ゴ
ョ
研
紙
に
、
蘭
人
船
長
殺
害
に
関
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
一
八
六
○
年
六
月
三
十
日
付
の
同
紙
の
九
頁
に
、

注
（
囚
）
に
同
じ
ｂ

…
ヨ
ー
（
雪
臘
蕊
）
旨
］
…
…
〕
“
…
綴
一
言
：
（
纈
對
廊
珊
ｓ
ｎ
吋
ｌ
迦
一
調
雌
）
…
…
…
…
ョ

Ｓ
日
本
仏
教
」
第
二
十
五
号



孟
）
沼
田
・
荒
瀬
共
訳
「
ポ
ン
ペ
日
本
滞
在
見
聞
記
」
（
雄
松
堂
）
の
一
五
四
頁
。

（
妬
）
シ
「
、
三
の
ぐ
ｇ
ご
目
□
の
⑦
、
Ｎ
目
【
⑪
、
冨
已
ロ
の
ロ
の
。
Ｃ
○
二
ｍ
こ
－
日
目
丘
の
【
『
の
頭
の
己
の
］
：
：
少
目
・
」
②
ｓ
中
の
記
事
［
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
］
。

（
幻
）
一
八
六
一
年
六
月
七
日
付
、
ハ
リ
ス
宛
の
久
世
大
和
守
・
安
藤
対
馬
守
書
簡
（
蘭
文
の
英
訳
）
。
［
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
］
・

（
躯
）
右
に
同
じ
。

（”）口⑫【。｛〔・『の一媚ロゴＣご晩⑪：。『①のこの貝の四日ロー自・｛岳の【○【の一ｍ。８月の⑩の一。□⑩ｇｚｍ恩の四六】屋司・を参照・
（
釦
）
セ
・
フ
オ
ッ
ク
蛋
邪
の
フ
ル
ネ
ー
ム
及
び
菜
腐
濁
戊
ま
齢
へ
、
ｋ
う
こ
塗
っ
て
薊
，
。
。
、
し
上
ゴ
ー
Ｌ
刊
し
薊
ブ
ブ
討
て
ヨ
コ
亀
：
フ
フ
三
・

ＯＣ『ロの｜】⑰国のロロ『一天口叩三ｍｇの色⑫句ｏｎ丙三ｍ印す。『ゴヨロ芹「のｎ頁。。ｍの耳のヨヶの『』］》】匿ｍｐｍ囚の。。。瑞西二ヶの『盲のＯＣ『どの一一切
シ
具
○
二
旨
⑩
Ｆ
の
○
℃
○
一
号
如
宅
Ｃ
Ｄ
戸
言
冨
の
＆
、
ご
皿
の
ｏ
Ｃ
ｎ
８
『
ご
》
口
己
シ
ニ
『
圃
目
富
山
『
国
シ
ｎ
耳
の
『
す
の
『
召
・

酉
－
，
ヶ
『
Ｃ
芸
⑦
『
の
四
二
口
⑫
】
の
（
の
『
切
言
の
『
の
姫

●
日
冨
『
一
息
】
ｍ
８
ｇ
三
日
一
■
】
○
冨
口
目
）
す
。
『
ロ
ヨ
ロ
（
『
の
、
冨
○
ロ
ｚ
Ｃ
ぐ
の
ヨ
ワ
の
『
田
・
』
田
⑦
．

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
八
三

○
二
ｓ
の
鴎
［
ず
局
の
ワ
『
局
員
：
。
ご
［
国
司
・
二
・
う
三
○
Ｃ
日
９
８
つ
口
旨
の
。
〔
『
の
の
⑪
の
一
の
ヨ
ｇ
『
す
。
■
『
二
「
の
『
の
２
巳
。
ダ
ョ
ヨ
［
胃
三
四
ヨ
⑪
［
『
の
①
（

具
Ｋ
○
岸
○
ず
四
日
回
．

ま
た
ジ
ョ
ン
。
Ｒ
・
ブ
ラ
ッ
ク
箸
『
Ｃ
目
、
］
四
つ
目
・
『
。
【
・
冨
曰
四
ｍ
目
＆
８
。
（
扇
ぎ
）
に
も
似
た
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

、
汀
四
目
。
①
苫

牙
の
呂
胃
一
日
の
》
、
一
○
⑰
の
８
ｓ
の
恩
（
ｇ
ご
畠
・
『
ｓ
の
①
ロ
】
冨
切
の
『
雪
目
・
ざ
の
貯
一
（
【
盲
【
ず
の
ヨ
ニ
の
芹
自
（
『
ロ
の
口
二
勺
『
Ｃ
ぐ
区
の
ロ
８
》
四
己
白
胃
亘
⑪

口⑫【。｛〔・『の一媚ロゴＣご晩⑪：。『①のこの貝の四日ロー自・｛岳の【○【の一ｍ。８月の⑪の一。□⑩ｇｚｍ恩の四六】屋司・を参照・
セ
・
フ
ォ
ッ
ク
医
師
の
フ
ル
ネ
ー
ム
及
び
家
族
樹
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
か
れ
は
七
人
兄
弟
の
長
男
で
あ
っ
た
。

】ロ》［四『ｎ面斤夛『ＣＤ巨言彦曰のＰロ〕四ｍ【の【の●｛日の『、彦四日ご①の⑪の一の哲君の『のす、、丙の□８℃】の、の⑰ごＳｍロ色ワーー、⑪耳の①［⑫》
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ご
計
浄
。
ご
Ｃ
］
・
■
・
ｚ
Ｃ
・
産
乞
函
『
・

回
、
【
。
（
ｚ
の
□
の
『
一
四
二
号
の
の
国
ぐ
の
⑩
８
コ
の
の
ヨ
○
巨
『
四
》
百
四
⑰
■
ご
ロ
『
、
六
回
目
一
句
。
『
の
一
瞬
ロ
の
『
⑩
、
の
ロ
］
の
【
の
『
『
・

「
長
崎
市
大
浦
・
稲
佐
・
浦
上
国
際
墓
地
、
オ
ラ
ン
ダ
人
墓
の
名
称
・
所
在
一
覧
」
（
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
）

弓
す
の
ロ
、
（
。
（
ｚ
の
□
の
『
－
，
コ
・
の
①
⑦
曰
く
①
、
［
○
コ
の
旨
ご
煙
田
の
。
⑰
亘
己
員
貝
の
『
ロ
呉
一
○
コ
、
一
句
。
『
囚
、
曰
の
『
）
⑪
ｎ
ｍ
ョ
⑪
〔
ミ
ワ
豈
口
】
。
⑰
（
宛
の
ぐ
・
の
。
【
】
悶
巨
・

口
⑪
【
。
｛
岳
の
ｏ
８
ｑ
旨
の
ゴ
ニ
ゴ
。
、
ロ
ケ
四
国
Ｃ
の
日
の
（
の
ｑ
・
【
○
ケ
の
。

「
横
浜
外
人
墓
地
の
蘭
人
一
覧
表
」
（
監
理
人
安
藤
氏
作
成
の
リ
ス
ト
は
氏
名
・
没
年
（
西
暦
）
・
墓
の
位
置
の
み
英
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、

表
題
は
付
い
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
が
仮
に
つ
け
て
お
い
た
）
。

弓
ロ
の
●
ず
『
Ｃ
己
。
｝
の
倖
ロ
ー
『
の
。
【
。
ｑ
［
Ｃ
『
ｏ
巨
口
Ｐ
］
四
℃
、
員
陣
弓
可
の
勺
三
一
ｓ
已
冒
の
⑰
．
〔
○
号
の
】
の
四
『
』
⑭
＄
・
□
＆
一
竜
宅
Ｈ
の
朋
○
団
８
》
Ｆ
○
二
・
○
コ
・

目
夛
の
曰
冒
］
①
の
・
の
四
目
ａ
餌
竜
・
］
巨
口
の
⑭
Ｐ
扇
⑦
Ｐ

言
・
勺
・
函
・
幻
。
の
い
の
ヨ
い
す
国
の
〔
シ
『
、
嵐
の
｛
ぐ
目
・
の
ｚ
の
９
の
『
］
四
目
の
⑩
『
ｐ
ｎ
－
Ｃ
１
］
ヨ
］
ｇ
：
」
①
ｓ
‐
扇
ぎ
》
．
⑫
の
『
山
ぐ
の
ロ
冨
狛
の
》
】
器
←
・

少
，
○
・
」
・
ぐ
の
『
ロ
］
の
ロ
一
の
ご
姉
弓
す
の
□
の
⑰
旨
］
ｍ
Ｃ
ｍ
ｍ
『
の
沮
⑪
〔
の
『
⑰
三
の
『
『
。
『
］
ぬ
旨
四
一
日
す
｝
の
⑩
。
（
、
○
コ
［
の
三
⑪
》
ぐ
○
一
・
閂
》
Ｚ
。
・
⑦
閂
二
（
の
『
。
。
。
〔
曰
の
貝
、
．
Ｐ
の
国
の
ロ

Ｐ
の
ｎ
ｏ
『
具
の
□
の
ロ
］
ご
旦
自
叩
ｍ
Ｃ
ｐ
ぐ
の
己
『
。
■
］
囚
己
○
口
》
Ｐ
四
四
四
『
⑦
》
ｎ
．
三
二
・
三
一
①
一
ヨ
頤
屋
ｓ
・

勺
○
日
で
の
ご
山
口
言
の
⑰
ａ
の
『
ぐ
。
Ｃ
『
行
く
一
一
｛
］
閂
目
冒
］
四
つ
“
Ｐ
句
一
『
日
囚
ご
ｍ
ｐ
Ｑ
の
『
函
の
こ
ぐ
の
］
一
陣
ぐ
ｍ
ｐ
ｍ
四
コ
【
の
二
Ｆ
の
己
の
。
』
霊
「
・

］
◎
ゴ
ロ
用
・
国
一
月
丙
血
目
目
□
ぬ
］
四
つ
四
ニ
ベ
Ｃ
穴
○
す
“
日
四
四
コ
』
民
の
Ｑ
Ｐ
Ｂ
『
ニ
ワ
ロ
の
『
陣
ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
ｐ
』
Ｃ
Ｐ
］
霊
Ｐ

ご
『
・
］
．
Ｃ
・
国
巨
巨
、
あ
の
二
』
の
六
四
〔
〔
の
ニ
ユ
巨
六
の
小
Ｐ
の
］
囚
ご
Ｃ
ど
の
ロ
」
＄
『
・
ロ
ケ
『
臼
『
の
句
一
の
、
ゴ
ワ
四
ｎ
ヶ
の
『
》
勺
四
ユ
の
》
ご
匿
・

三
・
勺
、
の
丙
の
１
ｍ
目
｛
マ
ミ
の
⑪
［
の
曰
国
囚
『
ｇ
『
ご
】
】
⑰
旨
］
ｇ
ｇ
ｍ
ａ
句
○
ゴ
ロ
・
の
、
ヨ
目
○
百
ｍ
田
圃
□
昌
⑪
．
勺
凹
『
眉
○
口
国
。
Ｃ
丙
幻
８
１
貝
ｏ
ｏ
Ｂ
ｚ
２
「

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
「
日
本
関
係
海
外
史
料
Ｉ
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
」
（
一
六
三
三
年
’
四
一
年
）

同
右
「
日
本
関
係
海
外
史
料
ｌ
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
日
記
」
（
一
六
一
五
年
’
二
二
年
）

］
＠
ｍ
⑦
。

く
Ｃ
『
汽
己
、
②
．

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一
八
五



日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
基

一
八
六

永
積
洋
子
訳
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
」
（
全
四
巻
・
岩
波
書
店
）

丹
羽
漢
吉
校
訂
「
長
崎
虫
眼
鏡
・
長
崎
聞
見
録
・
長
崎
緑
起
略
」
（
三
書
合
巻
・
長
崎
文
献
社
、
昭
和
五
十
年
五
月
）

一
・
通
航
一
覧
」
（
国
書
刊
行
会
、
大
正
二
年
八
月
）

松
田
毅
一
監
訳
「
一
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
書
」
（
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
）

金
井
回
「
江
戸
西
洋
事
情
」
（
新
人
物
往
来
社
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
）

永
見
徳
太
郎
「
南
蛮
長
崎
草
」
（
歴
史
図
轡
社
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
復
刻
）

「
長
崎
市
史
」
（
雌
鍵
諏
・
清
文
堂
出
版
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
）

武
内
博
「
横
浜
外
人
墓
地
」
（
山
桃
舎
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
）

識
岬
万
難
『
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
・
イ
ギ
リ
ス
商
館
日
記
ｌ
蝿
石
眼
の
み
た
近
世
の
日
本
と
鎖
国
へ
の
道
」
（
そ
し
え
て
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
）

牧
野
富
太
郎
「
日
本
植
物
図
鑑
」
（
北
隆
館
、
昭
和
十
五
年
十
月
）

舞
鶴
銚
繩
「
紅
毛
雑
話
・
蘭
説
弁
惑
」
（
八
坂
嘗
房
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
）

司
馬
江
漢
「
江
漢
西
遊
日
記
」
（
平
凡
社
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
）

雌
馴
舳
岨
辮
鍼
「
北
援
聞
略
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
年
五
月
）

「
長
崎
古
今
集
覧
名
勝
図
絵
」
（
長
崎
文
献
社
、
昭
和
五
十
年
九
月
）

森
永
種
夫
校
訂
「
長
崎
古
今
集
覧
」
（
長
崎
文
献
社
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
）

「
長
崎
名
勝
図
絵
」
（
長
崎
文
献
社
、
昭
和
四
十
九
年
二
月
）

小
沢
敏
夫
訳
注
ラ
ヒ
ピ
ー
ス
の
プ
ロ
シ
ャ
ー
日
本
遠
征
記
」
（
奥
川
書
房
、
昭
和
九
年
一
月
）

幸
田
成
友
訳
「
日
本
大
王
国
志
」
（
東
洋
堂
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
）

鵜
続
訳
注
「
日
本
風
俗
備
考
」
（
平
凡
社
、
昭
和
五
十
一
一
一
年
三
月
）

板
沢
武
雄
一
．
日
蘭
文
化
交
渉
史
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
）

板
沢
武
雄
「
日
蘭
貿
易
史
」
（
平
凡
社
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
）



職
癩
時
》
校
訂
「
年
番
阿
蘭
陀
通
詞
史
料
」
（
近
藤
出
版
社
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
）

平
戸
市
教
育
委
員
会
編
一
平
戸
市
内
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
」
（
昭
和
六
十
三
年
三
月
、
非
売
品
）

板
沢
武
雄
「
悟
真
寺
の
丘
」
会
江
戸
長
崎
談
叢
」
第
二
巻
第
一
号
）

若
森
英
雄
「
ゲ
イ
ス
ベ
ル
ト
・
ヘ
ム
ミ
先
生
」
（
「
江
戸
長
崎
談
叢
」
第
二
号
）

増
田
廉
吉
編
「
長
崎
南
蛮
唐
紅
毛
史
蹟
」
（
長
崎
史
蹟
探
求
会
、
昭
和
二
年
七
月
）

松
尾
利
信
「
稲
佐
オ
ラ
ン
ダ
墓
地
」
（
『
長
崎
談
叢
』
第
四
十
一
号
）

木
津
義
彰
「
悟
真
寺
の
オ
ラ
ン
ダ
墓
地
」
（
「
長
崎
文
化
」
第
三
十
三
号
）

同
右
「
悟
真
寺
と
そ
の
国
際
墓
地
」
（
一
．
長
崎
文
化
」
第
四
十
四
号
）

庄
司
三
男
「
仏
寺
に
葬
ら
れ
た
蘭
人
の
一
例
」
（
「
日
本
仏
教
」
第
十
五
号
）

同
右
「
元
禄
宝
永
前
後
に
お
け
る
長
崎
の
唐
人
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
人
と
仏
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
仏
教
」
第
二
十
五
号
）

鈴
木
正
鎌
「
天
然
寺
闘
人
の
墓
」
含
歴
史
地
理
」
第
二
十
八
巻
第
五
号
）

沼
田
次
郎
「
天
然
寺
所
蔵
和
蘭
甲
比
丹
ヘ
ン
ミ
イ
関
係
史
料
」
含
歴
史
地
理
」
第
九
十
一
巻
・
第
三
号
）

大
鳥
蘭
三
郎
「
蘭
館
医
デ
・
ホ
ウ
ト
の
死
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
第
十
二
巻
・
第
二
号
）

「
横
浜
二
舵
テ
蘭
人
二
名
遭
難
扶
助
金
付
与
一
件
」
（
「
横
浜
市
史
資
料
編
六
」
、
有
隣
堂
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
）

「
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
避
難
関
係
地
図
全
」
（
日
比
谷
図
書
館
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
た
だ
し
、
東
大
所
蔵
の
も
の
は
日
比
谷
図
書
館
所

蔵
の
も
の
の
写
し
で
あ
る
。
大
正
八
年
一
月
、
藤
沢
竹
次
郎
が
謄
写
し
た
）
。

日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
墓

一

八

七
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BriefNotesconcerningDutch 

GravestonesinJapan､----ｔｈｅｎａｍｅｓｏｆ 

Ｄｕｔｃｈｍｅｎｂｕｒｉｅｄｉｎｔｈｅｇraveyardsof 

Japanesetemplesandinforeignceme‐ 

teriesinJapan(AD1621-1982)． 

ThisarticledealswiththeDutchmenburiedinJapanandtheir 

gravestonessincetheestablishmentoftheDutchFactoryinHirado 

(i・eSeptember20thl609).TheidentityofthefirstDutchmanburied

inJapanremainsunknown､SincetheDagregister(i,eDayJournal)of 

theDutchFactoryinHiradofroml609tilll633ismissing，itis 

difficulttodiscoverwhichDutchmendiedinHiradoduringthisblank 

of24years，AccordingtoanentryintheJournalｏｆｔｈｅＥｎｇｌish 

FactoryinHiradodated5thAugustl61Zsomeofthecrewofa 

DutchshiｐｗｈｉｃｈｈａｄａｒｒｉｖｅｄｉｎｐｏｒｔａｔｎｅａｒｂｙNagasakidiedofa 

shortageofwaterandofscurvyThedeadweremostprobablyburied 
atsea・

ＩｎＪｕｌｙ,1621,aDutchmannamedJanPietersen,ｗｈｏwasoneof 

thecrewofanEnglishship）ｗａｓｓｔａｂｂｅｄｉｎｔｈｅleftbreastwitha 

daggerbyaEnglisｈｍａｎｎａｍｅｄＪｏｈｎＲｏａｎｗｈｏｗａｓｔｈｅｎｈａｎｇｅｄｏｎ 
Ｊｕｌｙ４ｔｈｌ６２ＬＴｈｅｒｅｍａｉｎｓｏｆＪａ、Pietersenwerepresumablyburied
intheChristianburialplaceinHirado・Thecemeterywaslocatedin

themulberryfieldstotheNorthoftheSt、FranciscoXaviermonu‐

ment・Ｉｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔｍａｎｙｈumanboneswerefoundthereduringthe

cultivationofthesoilintheMeijiperiod 

JochumvanderAss,thesecretaryofPieterNuijts（i､ethe 
GovernorofFormosa)，ｄｉｅｄｏｆｆｅｖｅｒｏｎＡｕｇｕｓｔｌ２ｔｈｌ６２７ａｎｄｉｓ 

ｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｂｕｒｉｅｄｉｎｔｈｅｓａｍｅＣｈｒｉｓtianburialplace 
LaurensNuijts,thesonofPieterNuijts,diedofseveredialThoea 

onDecember29thl631atOmurainNagasaki,TheDutchaskedthe 
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permissionoftheauthoritiestｏｂｕｒｙｈｉｓｂｏｄｙｂｕｔｉｎｖａｉｎ， 

TheDutchFactoryinHiradoenjoyedtheownershipofanisland 

called“Yokoshima”ｇｉｖｅｎｂｙｔｈｅＬｏｒｄｏｆＭａｔｓｕｕｒａｉｎＨｉｒａdo・Ｔｈｉｓ

ｓｍａＵｉｓｌａｎｄｗａｓｕｓｅｄｎｏｔｏｎｌｙａｓａｓｔｏckfarmbutalsoasagrave 

yardaswelｌａｓａｙａｒｄｆｏｒｋｅｅｐｉｎｇｒｏｐｅｓａｎｄｃｏｗｓ、AJapanese
watchmannamedS5beiwasentruｓｔｅｄｗｉｔｈｔｈｅｃａｒｅｏｆｔｈｅｉｓｌａｎｄ 

Ｈｅｒｅontheisland，anondercoopman（i､e、under-merchantor

employee)namedDanielReijnierszoonwasburiedonSeptember2nd 
l638、

Ｔｈｅquestion，however，isthelocationoftheisland・Thereare

twoislandscalled“Yokoshima'，inHirado；oneislocatednear 

Takushimaislan｡,theotherisintheofHngofOsakibanaMentionof 

YokoshimaoccursmanytimesintheDagregisteroftheDutch 

Factory・JanvanElserack,theopperhoofd(i､ethechiefoftheDutch

Factory)andhismenwereontheirwaytoHiradoafterreceivingthe 

audienceofSh6guninYeddQTheyboardedashipfromShimonoseki 

andmadeforHirado，passingtheisIandonMarch8thl642．Ｔｈｅ 

Jounalofthedayreadsasfollows： 

ａｄ９ＤｅｗｉｎｔＮ､Ｎｏ．Zijnvandaar，tzeylgegaenmeteenstyve 

coelte，passeerdenden9DvoorbyJocxima，eeneylantomtrenteen 

mijivanFirado，，twelckdeCompecontinuelijckalseygenheeft 

gebruyckt，haarveedaaropgehoudenendedeNederlandersop 

begravenzijndeeenvanblauwenarduynendediversevanordinarie 

steenopgemetzelt,bevondenallegeruyneertendegeslechttewesen 

，sMiddaghsquameninFirando，ａｌｗａａｒｍｅｔｌｉｃｅｎｔｉｅａａｎｌａｎｔｏｐ,ｓ 

Ｃｏｍｐ.ｓ…… 

ＩｔｉｓｈａｒｄｔｏｃｈｏｏｓｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｔｗｏＹokoshimasbutthepresent 

writeranｄＭｒ、Hagiwara，alocalhistorianemployedintheCity

OHiceofHirado，visitedandinvestigateda“Yokoshima'’1ocated 

betweenTakushimaandHiradoshimaTheuninhabitedislandisl 

kilometerincircumferenceandmadeｕｐｏｆｒｏｃｋｓｏｎｔｈｅｓｏｕｔｈｓｉｄｅ 

ａｎｄｉｓｃｏveredwithbushes・Thereisasmalltablelandinthemiddｌｅ

ｏｆｔｈｅｉｓｌａｎｄ 



Ａｍｑｏ１ｐａｊｙｌｏＩＩＵｕａｓｑｐＥＵＩｐＪｎＯ３ｑ１ｑＨｎｏｑ１ＩＶ、suu11sIJq⑪Ｊｏｓ３１ｐｏｑ
ｐＵ９ｐｏｑ１ｑ１１“paUJgpaq1oupInoWsuudu［JopuuIパIoUglpluInpunoﾕ８

ａｌｌＪｕｏｕ仏oppaumlsEjlA1sanbgユｇｑ１ｍｑ`Eul1IIsoIo入uoPesuaogpeq1

パユnqo1uo1ss1Iu』ａ。」oJssnIﾕoll1nusqlo1ps1IddEu3uJq｡ＪｎＯｓｑ１ｌＩｳ9Ｉ
１ｓＩ１ｓｎＨｎＶｕｏｏｐｎｌ１Ｈｕ１１ﾕoｄｕ１ｐｇＡ１ＪＪＥｑ０１ｑｊＹＬ“auu1qHuIuoO”。『Ｉｌｏｓ
ＪｑＨ１ｎＵａｑ１ｐｌｕｏｑｕｏｐｅｌｐ(uoaams-｣oluos･a．!)Ja1sgs山ｌａｄｄｏｕＶ

Ｗ９１`LIounIuopIusuHuNJo 

KEqgIIJu1131s11Ep911JEuE`ｕｕＪｐ９００１ｇＡｏｍｏ１ｐａｌａｐ｣ｏｓＥｊｗＱｏ１０Ｂａ 
ｑＤ１ｎＯａｌＬＬ・(g1Pun3QqSu仏EHmloLgllJ」apun1ualu』eAoBgW１．３．１）
ｎＪｍｌＥＨｓｌｎＪｏｇｍｓｕａＩｄｓＩｐ３ｑ１ｐａ』mouIsssnｏｑａｌｏ１ｓａｑ１ＪｏｓａＩｑｕ３ａｑｌ
ｕｏｐａｘＵ(６８９１ＷムG91.0.1)uIaIEdlHoIouoJqogq1Jos0LuuuaIILTIgjYlsu

パuuduloOeqlJos3uIpIlnqaqコパＱＩ１ｓｅｐｏｌｐｕＥパュo]｡ｕｊｓｑｌｕｊＹｉｏｐ１ｍｌｓ
ｏ１ｐａＩ３ｐﾕoKIueppnssuAluoJuO･』･I2mnsluWJop｣oTaq1JoeouepIsa1
aqlo1`opE』IHul八Ｊo]oEjqomOaqlJoJe1Ipaqlu9q]`uoユビOsIo6umd
p3uoIuums‘plusu3uNJoJou｣gAo8aq1‘uouJg“1ｇＨａｎｍｌｕＬｐｕｕ 
‘(unBQIlsalll』epunslE10LlJoq31qaq1Jo3uo･a.!)ｅ]Ins13ulOJoaH｣uIP

ulsujYloII“‘IuJuW-ou-o3mHIldgnoul‘O》９１ｑ１８」sqLueAoNuO
・JIEaパHu1peaooJdaql

Jo』gqulgosOoq1u1uUuIoAlasouudEIaq1II11仏BuldgeIselIIFnpa1sa｣｣Ｂ

ＳＵ“ｅＨ・ＫＵｐｅｕｌｕｓａｑｌＪｏＨｕｌｕａＡｅａｌｌ１ｓｐ」ujYloJEuJ1qsmloAu1palmq
ｐｕＥｓｅｎ３ＥｇＩｌｏｏｓｌｑパqpauLlJoouoalg狐uBuLIgOSq1Josul2uJa」ｇｑ１
ｐｕｕＯｒ９ＩＩＩ]しＩパ｣ＥｎｕＥＩｕｏｕ巳uJoAADsauEduIpa1ﾕﾕuIulgll]ｌAl」aqleHo1
papEeqeqsuAl‘冠｣nquluHuloﾕJulBuLIoOU‘zsS1』puVsuuH
・p91EgnsgAulaqo1sulEuJoI“uuJ1IlsoYo入,,」ｅｑ１ｏ３１ＬＬ,psoEJepala“

suo11dImsuIgqlllE1nq`pooqmoqqH1Duall1u1sauo1sＳＡＥ.IBassuudEI 
sAUJomoJpunoJosIＥ３ＡＡ・ａＤｕＩｄｌＥ１ｍｑｑｏｍＯａｑｌＪｏｓｕｌＥｕＪS1

sqlSqlsnull11mppaﾕmoa1uooajvL13AaAloH､10u1oIIo1nOeql八qpgsn

punoｴｇ１ｕ１ｍｑｓ叩０ｺEaIpuIsu1nユall1Jaq1gqjYL‘J3AgAhoq‘Il31o1glq1s
-sodlulsI11・SAU｣３３qlJoaIpp1m31I1uIuoIsnJo｣ｄｕｌ“oﾕｇｍＤ岬“Dzc4a
晩α咽ＪｏｓａｑｓｎｑＳｑＬ・suoI1oaJ1pl[Ｅｕ１ｐａｌｅ１Ｊｕｄｓａ｣gAｌ（auo]suIIIAl
JopuplE､3.1)seuo1seIIL､sumlAI3｣ｓＬｕ３｣ｕｓu【EuJa1eqlpuEpgﾊﾟoﾕｺsep
su“ＳＡＥ.Ｉ３ｓｕＬ、ｕｌ９パｑ・ｕｌ「JnoqEsamsUeul1Ipuno』ＨＩＥ１ｍｑ
ｐｌｏｕｕＪｏｓｕ１ｎユｅｑ１`suo1]E1.ｅｄｘｓｍｏｏ１パユu』1uoo`palaAoos1psAA
I61 



192 

theirfellowcountrymenonlandtiUthen，ｔｈｉｓｔｉｍｅｔｈｅｙｗｅｒｅｎｏｔ 

ｇｉｖｅｎｐｅｒｍｉｓｓｉｏｎｔｏｄｏｓｏｆｏｒｓｏｍｅｕｎｋｎｏｗｎｒｅａｓｏｎ・Ｓｏｔｈｅｂｏｄｙｏｆ

ｔｈｅｓｕｒｇｅｏｎｗａｓｂｕｒｉｅｄｗｉｔｈｓｏｍｅｓｔｏｎｅｓａｓｓｉｎｋｅｒｓａｔｓｅａｏｕｔｓｉｄｅｔｈｅ 

ｐｏｒｔ 

ＴｗｏｓｅａｍｅｎｄｉｅｄｉｎＡｕｇust27thand29thl641andwereburieｄ 

ａｔｓｅａｏｎｔｈｅｇｒｏｕｎｄｓｔｈａｔｔｈｅｂｏｄｉｅｓｏｆｃｈｒｉｓtianswereunworthyof 

burialonlandOnAugustlOthl642,anassistantcookwasalsoburied 

atseaforthesamereason 

CornelisJanszoon,askipperofthe“Swaen",diedatDecimaon 

September26thｌ６４３ａｎｄｗａｓｏｒｄｅｒｅｄｔｏｂｅｂｕｒｉｅｄａｔｓeaWhena 

skippernamedJanHendrickszoondiedonSeptemberl2thl649,the 

DutchaskedpermissiontoburyhimsｏｍｅｗｈｅｒｅｏｎＤｅｃｉｍａｂｕｔｔｈｅ 

ｐｅｔｉｔｉｏｎwasignoredAsailornamedCornelisCIaaszoondiedon 

Octoberl8thl649ａｎｄｗａｓｂｕｒｉｅｄａｔｓｅａ 

Ｔｈｏｓｅｗｈｏｄｉｅｄｏfillnessormetwithuntimelydeathｓｗｅｒｅｎｏｔ 

ｂｕｒｉｅｄｏｎｌａｎｄｂｕｔｗｅｒｅｂｕｒｉｅｄａｔｓｅａｔｉｌｌｔｈｅｍｉｄｄｌｅｏｆｔｈｅｌ７ｔｈ 

century・ＴｈｅｓｕｃcessiveopperhoofdspetitionedthｅＢａｋｕｆｕｆｏｒｐｅｒ‐

missiontoburytheirfellowcountrｙｍｅｎｏｎｌａｎｄｂｕｔｂｕｒｉａｌａｔｓｅａ 

ｒｅｍａｉｎedusualmethodofintermentforaloｎｇｔｉｍｅ 

ｌｔｗａｓｎｏｔｕｎｔｉｌＭａｒｃｈ２４ｔｈｌ６54,ｗｈｅｎGabrielHappartwas 

opperhoofd，thattheDutchwerepermittedtoburytheirfellow 

countrymenatavacantplacesituatedatthefootoflnassayama(L 

emountain)inNagasaki・ThislandbelongedtoanancientBuddhist

templecalledGoshinji，abranchoftheJ5do-shinshufoundedby 

Shinran-sh6nininl224・Latertheburialgroundwascalled“de

ordinariebegraafplaats(i,e・theordinarycemetery)ｏｒ“degewoone

plaats，'(i､e,theordinaryplace)bytheresidentsinDecima・

ItsometimeshappenedthattheHollandersdiedfromdiseaseon 

thierforwardandbackwardjoumeystoYeddotobereceivedin 

audiencebyShOgunOttoWakker,anondercoopmanandattendant 

oftheopperhoofdGabrielHappart,ｄｉｅｄonFebruary23rdl654and 

wasburiedinthegraveyardofAsakusa-templeon24thinstant・

AccordingtothereportbyMrsM・ＣＪＣ・vanHoof(archivist)ｉｎthe
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Hague,“anOttoJanszoonWackerfromAmsterdamfiguresinthe 

ship'spaybookoftheWitteOlifant(ＶＯＣ､5279,page4)．Thisship 

departedonApril6thl646fromTexel,equippedbytheAmsterdam 

chamber・ＩｔａｒｒｉｖｅｄｏｎＤｅｃｅｍｂｅｒ５ｔｈｌ６４６ｉｎＢａtavialnl651hewas

anundermerchanｔａｎｄｉｎｌ６５２ｈｅｗａｓａｎｕｎｄｅｒｍｅｒｃｈａｎｔinJapan 

InFactoryJapan31anmstructionismentioned,datedDecember26th 

l651andissuedbyOpperhoofdAdriaanvandenandAnthonijRut‐ 

gers'’ 

JanFranGoisdeHaut,anoppermeester(Le・upper-surgeon)ｄｉｅｄ

ｏｎＭａｙｌ７ｔｈｌ７６８ｉｎｔｈｅｓｕｂｕｒｂｓｏｆＫｙｏｔｏｏｎｈｉｓｗａｙｂａｃｋｔｏ 

ＮａｇａｓａｋｉｆromYeddo、Hisremainswascrematedandburiedat

Shinnyo-do，T6yoin-templeinKyotoonMay20thl768．Hisdeathis 

registeredinthe“kakocho''(i・enecrology)ofthetemple,thoughthe

gravestoneisnolongerinexistence 

HendrikGottfriedDuurkoop，anoppercoopman（i､e、senior

employee)oftheDutchEastIndies，Company,diedonboardtheship 

"HuisteSpijk''ｏｎＪｕｌｌｙ２７ｔｈｌ７７８ｏｎｈｉｓｗａｙｔｏＪａｐａｎfromBatavia・

ＨｉｓｒｅｍａｉｎｓｗｅｒｅｂｕｒｉｅｄａｔｌｎａｓｓａｏｎAugustl5thl778Thetomb‐ 

ｓｔｏｎｅｏｆＨＧ、Ｄｕｕｒｋｏｏｐｉｓｎｏｔｏｎｌｙｔｈｅｏｌｄｅｓｔｏｎｅｉ、existencein

Japanbutitisthelargestinsize・Thestonemeasures2meters78cm

inlengthandlmeterl5cminwidth,Ｔｈｅgravewascoveredwitha 

woodenroofinthosedaysManyJapanesescholarsandmenof 

lettersvisitedthisstｏｎｅｉｎｔｈｅＥｄｏｐｅｒｉｏｄａｎｄｌａｔｅｒｔｈｅｙｒecorded 

theirexperiencesinbooks、

ＡｓｒｅｇａｒｄｓｔｈｅｌｉｆｅｏｆＨ.Ｇ・Duurkoop,ＭｒｓｖａｎＨｏｏｆｒｅportsas

follows；“TheGovernor-GeneralandhisCouncilappointedhim 

warehouse-keeperｏｎＪｕｎｅ９ｔｈｌ７７３，InJunel773hefiguresinthe 

musterrollasundermerchant,ｂｕｔａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｌ７７３ｈｅｔｒａｖｅｌｌｅｄｔｏ 

BataviaonboardtheGeinwensasmerchantandwarehouse-keeper、

Ａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｌ７７４ｈｅｗａｓｂａｃｋｉｎＪａｐａ、；ｈｅｏｗｎｅｄ５ｓｌａｖｅｓ・The

Governor-GeneralandhisCouncilnominatedhimasmerchanton 

December30thl774・Ｉｎｌ７７５ｈｅｓｔｏｏｄａｇａｉｎｉｎｆｏｒＡｒｍｅｎａｕltduring

hisjourneytoYeddo・InJunel775hefiguredasamerchantａｎｄａｔｔｈｅ
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endofl775hetravelledtoBataviaonboardtheStavenisse，The 

Governor-GeneralandhisCouncｉｌｎｏｍｉｎａｔｅｄｈｉｍｏｎＡｐｒｉｌ２ｎｄｌ７７６ 

ａｓopperhoofdwiththeusualrankandtitleofchiefmerchant､Ａｔｔｈｅ 

ｅｎｄｏｆｌ７７６ｈｅｆｉｇｕｒｅｄｉｎｔｈｅｍｕsterroHaschiefmerchantand 

opperhoofdOnNovemberl3thl7770pperhCOfdDuurkooptravelled 
toBataviaonboardtheZeeduin(FactoryJapan44).Hereturnedto 

JapanonboardtheHuisteSpijkThisshipdepartedonJunel7th 
l778fromBataviaandarrivedoｎＡｕｇｕｓｔ９ｔｈｌ７７８ｉｎＤｅｃｉｍａ， 

DuurkoopdiedonboardoftheshiponＪｕｌｙ２７ｔｈｌ７７８(FactoryJapan 

45andl88).ＯｎＭａｒｃｈｌ２ｔｈｌ７８１ｔｈｅＶ・OCdidalastpaymenttoG、

IaBordeasproxyofJanAndriesDuurkoopbrotherandheirof 

HendrikGodfriedDuringoneofhisjoumeystoBataviahemadehis 

lastwillandtestament,namelyonJunel8thl772infrontofnotary 

JohannesvandenBerghHewasunmarriedandhadnochildren， 

thereforehedesignatedashissoleheirhisbrotherJanAndries 

Duurkoop，ex-lieutenantofthelife､guardoftheGovernor・GeneraL

HerequestedhisbrothertogivetohissisterElseDorotheaDuurkoop 

andhertwochildrenHendrikAndreasandLuciaCarolinaUlps,to 

hishalfbrotherGerardHendrikDuurkooparldtohisnephewsand 

nieces-thechildrenofthisbrotherorbrothers-HendrikJacob， 

SimonCoenraad,LuciaDoretheaandJohannaChristinaDuurkoopa 

generoussouveniroutoftheestate,ifnecessaryinreadymoneyJan 

AndriesbecamealsoexecutorofthewilLThetestatorattestedthat 

hisestateamountslessthan2000rixdollars(Ｖ０．Ｃ6874,,0.6201).，， 

ThomasvanTriet,acaptainofthe“Roosenburg''diedofillness 

inNagasakionOctobｅｒｌ６ｔｈｌ７８７ａｎｄｗａｓｂｕｒｉｅｄａｔｌｎａｓｓａtwodays 

afterhisdeathHisgravestoneexistsanditisthesecondoldesｔｏｎｅ 

ｉｎｅｘｉｓｔｅｎｃｅ 

ＭｒｓｖａｎＨｏｏｆｉｎｆｏｒｍｅｄｍｅｏｆｔｈｅｐａｓｔｃａｒｅｅｒｏｆｖａｎＴｒｉｅｔas 

follows;“ＴｈｏｍａｓｖａｎＴｒｉｅｔｆｒｏｍＲｏtterdamtravelledtotheIndies 

asalieutenantonboardtheRozenburgThisschipdepartedonJune 

３rdl786fromGoeree，equippedbytheDelftchamberltarrived 

January24thl787inBatavia（ＶＯＣ、14064,ｐａｇｅ４)．Ｔｈｅmaster
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bang，，,diedatDecimaonSeptemberl844.Ｃ､Ｔ・Roetteken,military

surgeononboardH.Ｎ・Ｍ・Ｓ･frigate“Palembang，，ｄｉｅｄｉｎｔｈｅｒｏａｄ‐

steadofNagasakionOctober27thl844．Ｂｏｔｈｈｉｓｓｔｏｎｅａｓｗｅｌｌａｓ 

ｒｅｃｏｒｄｏｆｈｉmareinexistence・

TheDutchmenwhosetombstonesexistintheDutchCemeteryat 

Inassa，Ｎａｇａｓａｋｉａｒｅａｓｆｏｌｌｏｗｓ；Ｆ・CLucas,２ndclassemployeeof

theDutchFactoryinJapan,borninRotterdamonOctober26thl827, 

diedatDecimaOctoberll，1852． 

SijmenSchipper,lstengineerofZ.Ｍ・steamship"Gedeh，',diedon

Augustlll855 

JacobdeBoom,ｓａｉｌｏｒｏｆｔｈｅ２ｎｄｃｌａｓｓｏｎｂｏａｒｄＺＭ・steamship

“Gedeh"，diedonAugust4thl855、Ｈｉｓｎａｍｅｃａｎｂｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅ

ｎｅｃｒｏｌｏｇyofGoshinji-temple 

LouisCharlesJacquesdeLigny,ｄｉｅｄｉｎＤｅｃｉｍａｏｎＡｕｇｕｓｔ３ｒｄ 

ｌ８４０Ｈｉｓstoneexistsbutisillegible・

HendrikdeWijn,captainoftheDutchmerchantman,ｄｉｅｄｏｎ 

ｂｏａｒｄｔｈｅｓｈｉｐ“WilleminaenKlara'’０ｎｈｉｓｗａｙｔｏＮａｇａｓａｋｉｆｒｏｍ 

BataviaonJanuary8th1857. 

ＭＪ・HDadeler,sailoroflstclassintheDutchNavy,ｄｉｅｄａｔ

ＤｅｃｉｍａｏｎＤｅｃｅｍｂｅｒ６ｔｈｌ８５７ａndaboutaweeklateranotherlst 

classsailornamedSStekelendiedinDeｃｉｍａｏｎｔｈｅｌ２ｔｈｏｆＤｅｃｅｍ‐ 

berl857・

AnnaMariaFischer,wifeofDutchmerchantJ､ＡＣ・Gerlach,ｄｉｅｄ

ｉｎＤｅｃｉｍａａｔｔｈｅａｇｅｏｆ２２ａｆｔｅｒｂｅｉｎｇｒｅｓｃｕｅｄｆｒｏｍｔｈｅｗreckedship 

“Cassandria''・

EmmaJaponicaVerbeck,theoneweek-oldbabyofamissionary 

andEnglishteacher,GuidoHermanFridolinVerbeck（1830-1898)］ 

ｄｉｅｄｏｎＦｅｂｒｕｒｙ２ｎｄｌ８６０ 

ＴｈｅｔｗｏＤｕｔｃhskippers，ＷｅｓｓｅｌｄｅＶｏｓａｎｄＮａｎｎｉｎｇＤｅｋｋｅｒ 

ｗｅｒehackedtopieceswhileshoppinginYokohamaonFebrury26th 

l86q 

HenricusCoenradusYoannesHeuskenU832-1861)，secretary 

andinterpreterofTownsendHarris,theUSMinistertoJapan,ｗａｓ 
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killedbyseveralrOnins(Lelordlessswordsmen)onhiswaytothe 

AmericanLegation(ie,Zenpukuji-temple)atAzabufromthePrus‐ 

sianLegationonthenightofl5thJanuaryl86LHewasburiedat 

K6rinji､templeatAzabu､There・isnomentionofhisdeathandburiaｌ

ｉｎｔｈｅｎｅｃｒｏｌｏｇｙｏｆｔｈｅｔｅｍｐｌｅｂｕｔｔhｅｒｅmainsofhistombstonebuilt 

byTownsentHarrissurvive． 

Ｊ・P・Cuyer,inchargeofsuppliesonboardaDutchsteamer,ｄｉｅｄ

ｉｎＤｅｃｉｍａｏｎＪｕｌｙ７ｔｈｌ８６２・NCSieburg,retiredlieutenantinthe

RoyalDutchNavy,borninAmsterdamonOctoberl8thl827,ｄｉｅｄａｔ 

ＤｅｃｉｍａｏｎＪｕｎｅ２７ｔｈｌ８６２・

PhilippusBraacx,ｓａｉｌｏｒｏｆｔｈｅ３ｒｄｃｌａｓｓｏｎｂｏａｒｄＨＭ・steamer

corvette“Medusa，，)borninRotterdam,diedinNagasakionApril9th 

l864Thetombstoneexistsbutisillegible・

BalthelemeusSinderen,ｄｉｅｄａｔｔｈｅａｇｅｏｆ２７ｏｎＭａｙｌ３ｔｈｌ８６８、

JacobvanZameren,ｄｉｅｄａｔｔｈｅａｇｅｏｆ４６ｏｎＦｅｂｒｕｒｙ２１ｓｔl869 

JamesRhijnboud，ｂｏｒｎｉｎＧｏｅｓｉｎＺｅｅｌandinl816，diedin 

NagasakionJanuary24thl870.Thetombstonewaserectedbya 

courtesannamedYatsuhashioftheHouseOfujiya(i・ebrothel)onthe

l3thoftheMeiji3U870)． 

IntheOmuraforeigncemeteryinNagasakiwefindthefollowing 

oldertombstonesfromthelatel9thcentury． 

Ｅ､J、Wolter,nativeofHolland,diedinNagasakiinl883・Ｔｈｅ

stoneexistsbutispartlyiUegible、CrardusvanderVlies，ｗｈｏｉｓ

ｕｎｋｎｏｗｎ,ｄｉｅｄｉｎＮａｇａｓａｋｉｉｎｌ８８５・

GerritBattekej,borninZeelandｉｎ1840,diedinNagasakion 

Marchl7thl886・DorotheaSchiff，ｗｉｆｅｏｆＨ・Schiffemployedby

Adrian＆ＣＯ・ａｔＤｅｃｉｍａ,ｄｉｅｄｏｎＡｐｒｉｌ２ｎｄｌ８６９・

InaninvestigationoftheEnglishDayJournalandJapanDa 

gregister(Annol649-1860),thepresentwriterdiscoveredthatmore 

than540Dutchmen（includingJavanese＆somepeopleofmixed 

parentage)wereburiednotonlyintheDutchcemeterybutalsointhe 

JapanesegraveyardsofGoshinjiandKOtaijitemplesButstrangeto 

sayonly23stonesexistintheDutchcemeteryofGoshinji-temple 



l98 

WealsohaveaforeigncemeteryatOurainNagasaki,where5 

Dutchmenwereburied・ＴｈｅｔｗｏｃｅｍｅｔｅｒｉｅｓａｔＯｕｒａａｎｄＯｍｕｒａin

Nagasakiarecomparativelynewoｎｅｓａｎｄｔｈｅｓｔｏｎｅｓｔｈｅｒｅａｒｅｎｅｗ 
ａｓwell・

ThereisalsoaforeigncemeteryatShuh6gaharainKobewhere 

45DutchmeｎａｎｄｗｏｍｅｎａｒｅｂｕｒｉｅｄＴｈｅｏｌｄｅｓｔｓｔｏneshowsthatit 

waserectedinl872・ThelargestforeigncemeteryinJapan,needless

tosay,isinYokohama,ｗｈｅｒｅｗｅｆｉｎｄ４５Ｄｕｔｃｈｍｅｎａｎｄｗｏｍｅｎａre 
buriedThereisalsoaforeigncemeteryinHakodateonHokkaido 

lslandbutnoDutchmenareburiedthere・ＡｔＡｏｙａｍａｉｎＴｏｋｙｏｔｈｅｒｅ

ｉｓａｓｍａｌｌｆｏreigncemeterywhｅｒｅＭｒ＆MrsVerbeckrestinpeace， 

Inconclusion，Ｉｓｈｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｅｘｐｒｅｓｓｍｙｄｅｅｐｉｎｄｅbtnessto 

manypeoplewhohavehelpeｄｍｅｉｎｍｙｓｔｕｄｉｅｓｆｏｒｔｈｅｉｒｖａｒｉｏｕｓ 
ｋindnesses､Thispaperisdedicatedtothememoryofmanyunknown 

DutchmenandJavanesewhoweresounfortunateastodieiｎＪａｐａｎ 

ｆａｒａｗａｙｆｒｏｍｔｈｅｉｒhomelands 

Aug,30.1988． 

TakashiMiyanaga,Tokyo． 
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ｎａｍＢ titIe birthpIace dateofbirth yearofdeath burialplace 
JanPietersen 

LeonardCampus 
Jochumvander 
ＡＳＳ 

LauTensNuijts 

DanieIReijniersz 

HansAndriesz 

2ｲﾜTAB"01(ｗ 

ｌ（"ん"0【”

U《"A"ozp〃

""ん"oJ4）〃

ＣＯ｢nelisJansz 

JanHendrickSz 

CornelisCIa韮Ｚ

OttoWacker 

2ｌ"ﾊﾞﾘ'２０“〃

HansvanderHeyde 

ConinckDavit 

WouterCoTneIisz 

FrederikFredericksz 

HowysGil1ussen(?） 

ﾉｨ"ん"DiU〃

虹"JbTDzwz

lanHeendertsz 

;t･FTanGoisReyniersen 

JmAF"otO〃

ﾉｨ"ｈ"01U〃

J《"ん"plc〃

{eynieTAdriaens 

｢anJansGraefT 
〕

eterJansendeV 
･・（?）

2《"A"Dzp〃

""ん"oＪｗｚ

>orne】isVelthuys

Ｓａｉｌｏｒ 

Secretazy 

assistant 
steward 

1９１ surgeoI 

sailor 

saiIor 

assist副ｎｔ

stewaTd 

skipper 

skipper 

under､mer･ 
chant 

sai]makeT 

assistant 

Ｓａｉｌｏｒ 

ｍｅ1℃haｎｔ 

Sailor(?） 

Ｓａｉｌｏｒ(?） 

Ｓａｉｌｏｒ(?） 

Sailor 

masterｏｆ 

Sai]ing 
Ｓｈｉｐ 

sailor 

sailor 

upper-sur 

geon 

Hamburg 

Warmond 

HaarIem 

Zeeriekzee 

Amersfoort 

1６２１．７．７ 

1623.11.2］ 

1627.8.12 

163ル12.25

1６３８．９．２ 

1640.1.14 

164Ｌ８．１ 

1641.8.27 

'641.8.29 

1642.5.10 

1643.9.26 

1649.9.12 

1649.10.18 

1654.2o2３ 

1654.3･２ 

1656.8.26 

1656.9.28 

1６５８．８．６ 

'658.9.14 

1658.9.24 

[658.9.30 

[658.10.5 

[658.10.8 

[660.10.29 

I66L8o17 

I664゜２．１３

１６６４．７．６ 

664o７．１４ 

664.9.2 

６６９．７．２３ 

670.7.18 

670.9.7 

672.8.３１ 

foreign 

inHirado 

フ

ワ

buriedat 
sea（?） 

Yokoshima 

〃

＞ 

buriedat 
sｅａ 

〃

〃

〃

〃

Goshinji‐ 
temple 

Asakusa‐ 

tempIe 

Goshinji． 
Iemple 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ birthpIace dateoibirth yearofdeaih burialpIHce 

1〕ieterJanszvan
Gremingen 

YsaackdeBrauw 

』("ん"｡［(ｗ

ｒ`"AけroU(伽

JarighVoIgers 

IluybreghtEwonts 

CorneIisEveTtzen 

CarstenHoop 

JanCorneIissen 
vanBahoesen 

JanMichielsen 

PieteTSpanyaerd 

AdriaenPietersen 

AdrianDircksen 

GerardBengholt 

DavidHartman 

HansMUller 

CoenraatFamissen 

JeremiasSteerlin． 
gｈ 

IIendrikEngeIke 

SymonCornelissen 

JacobJansz 

ChristiaanJose 

PieterJanszSno‐ 
eckeranckeT 

StoffelJanszFiche 
Iａａｒ 

""ﾙﾉJDzU〃

AndriesHendricksz 

MartenPietersz 

PhilipJansenCOny、

janJoosIen 

Symol1Cornelisz 
Ｓｗａｒｔ 

JorisJansen 

AIbertWiI1emsz 

PieterPrincelant 

KauTensJansz 

J《"ｈ"ＧＩ(脚

assistant 

anchorman＆ 

gunner 

under.nler 

chant 

Ｓａｉｌｏｒ（?） 

sail()｢（?） 

Sailor 

carI)enler 

carpenIer 

assistant 

ancbormnn＆ 

Rｕｎｎｅｒ 

Sailor 

sailor 

Sailor 

saiIor 

sailor 

lmder-mer 
chanl 

assistaX1t 

Sailor 

assistal1t 

assistanl 

Ｓａｉｌｏｒ 

guI1ner 

saiIor 

sailor 

steward 

Ｓａｉｌｏｒ 

saiI(〕r

sailor 

boatswain 

carpenter 

sailor 

sail(〕r

Sailor 

sail()r 

saiI〔)I・

saiIoI・

Ｓａｉｌｏｒ 

MiddeIburgh 

WeStvriessen 

RoStDl〈

Amsterdam 

Hamburg 

Amsterdam 

Amster(lｎｍ 

Lubsigh 

Enckhuyzen 

Rotlerdam 

Franeker 

Rotterdam 

Ostende 

Broekermeer 

Funen 

Dordrecht 

R()tterdam 

DordrechI 

1672.10.3 

1672.11.23 

1673.7.19 

1673.9.3 

1673.9．７ 

１６７４．８．４ 

1674.8.16 

1674.8.31 

1674.9.12 

1674.9.14 

1674.9．１４ 

１６７４．９．３０ 

1６７４．１０．１２ 

1676.6.23 

1676.7.2 

1676.7.30 

1676.8.20 

1676.9.5 

1676.9.6 

1６７６．１０．２１ 

1６７８．９．２２ 

１６７８．１０．３ 

1678.10.10 

1679.10.8 

'680.9.8 

1680.9.9 

1680.9.10 

1680.9．22 

1680.9.27 

1680.10．3 

1680.10.6 

1681.8.20 

1681.9o８ 

1681.10.27 

1682.10.11 

〃

〃

〃〃〃〃〃〃
〃

〃〃〃〃〃
〃〃〃〃

〃〃〃〃〃
〃

〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ title birthplace dateofbirth vearofdeath burialplace 

ｉＩ４"A"o〃〃

Ｖｏｓ 

Besselman 

JohannesBesseIman 

""ﾉbzOrp〃

BarentObbessen 

IH1BrensPieters 

JanLievenss（?） 

PietervanDyck 

WouterSibens 

AbertBrand 

RoelofPietersz 

DirkVoort 

Armertiers 

JanYnbberts（?） 

GerritHendrikse 

DirkPieterszen 

GysbertDekker 

YbertHiddesvan 

Staveren 

JanMichielsz 

ArentCorndiszr 

PieterJansz 

LaurensPietersz 

GysbertJanszen 
EnkhUyzen 

YsaakPenny 

JanPersoons 

JanMUykenｓ 

Pawbertus 

HaaTteuSH…(?） 

PieterdeGrood 

TrantWillems 

Suuit（?） 

Abrahamvanden 

Elard 

""たれＯＺｗｌ

Ｈａｒｍ…（?）Jansz 

CO"zc/is…の

Sailor 

assistant 

ｓｅｎｌｏＴｍｅｒ 

chamt（?〉

boatswainDs 

ｍａｔｅ 

ｃｏｏｐｅｒ 

Watcher 

merchant 

storekeeper 

under･ste． 
ersｍａｎ 

ｓａｉｌｏｒ 

ｇｕｎｎｅｒ 

ＳａｉＩｏｒ 

under･stee． 

rｓｍａｎ 

cｏｏｐｅｒ 

ｇｕｎｎｅｒ 

Ｓａｉｌｏｒ 

quarte｢‐ 
master 

CoTporal 

Rｕｎｎｅｒ 

ｇｕｎｎｅｒ 

ｇｕｎｎｅｒ 

Sａｉｌｏｒ 

boy 

boy 

bookkeeper 

assistant 

Sailor 

sａｉｌｏｒｉｎ 

chargeof 
cordage＆ 
Ｃａｒｇｏ 

Ｓａｉｌｏｒ 

Amsterdam 

IIaarlem 

Nieuland 

Middelburg 

VIissingen 

HaarIem 

Rotterdam 

1682.10.12 

1683.8.(?） 

1683.8.26（ 

1684.(?)･2.1 

'684.9.9 

1684．〈?)･18

1689.10.10 

1689.10･’７ 

１６９１．１１．２３ 

1693.8.9 

1693.8.15 

'6９５．８．１３ 

１６９５．８．２７ 

１６９５．９．８ 

1６９７．１０．１３ 

1698.8.4 

1698.8.27 

1698.8.28 

1698.8.30 

1698.9.12 

1698.9.13 

1698.9.17 

1698.9.28 

1699.5.23 

1700.8.25 

1700.8.25 

1700.10.28 

１７０１．８．１１ 

１７()１．９．１５ 

１７０１．９．２１ 

１７０２．９．1０ 

1703.9.11 

1703.9・'６

１７０４．９．３０ 

17(14.10.1 

〃〃〃
〃〃

〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃

〃〃〃〃

〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃
〃

〃〃

〃
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ｎａｍｅ tit]ｅ birthplace dateofbirth yearofdeath buriaIplaCe 

JanHamshooft 

""ｈ"OZU〃

WiUemAnthows(?） 

PieterTheunisz 

JanScholten 

GerritRoeIofsn 

FranciscoJansn 

GerritArem｢I昌冗

HendrikGerritse 

ＷｉⅡemGerritse 

Duys（?） 

HendrikHendriksz 

""A"OZU〃

GerritJansz 

StevenvanGeldorp 

PieterWester 

HendTikWillmsz 

JanvanGrauwenhaar 

BarentWyn 

Harmanusten 
Boscb 

LourensAppelgroen 

Pietervanderkeｍｐ 

JanVolkerss 

JanComeliszDulIart 

Corne1isdeHaan 

JanHeusIer 

JonasHu]sｔ 

1W"ん"OZU〃

LodewyckJansen 

JacobScheUing 

JanvanHeest 

JanJochemszon 

JanPieterszon 

StevenHendricksz 

JacobDirckszde 
Harder 

JanBIom 

Gillis(?)kuynen 

PieterCorneIiszde 
RooS 

IanWi]lemsz 

ｓｅｎｌｏｒ。

steersman 

steward 

surgeoll 

sailor 

saiIor 

SaiIoT 

saiIor 

under-car． 

penter 

sailor 

sai1or 

sailor 

surgeon 

Sailor 

bookkeeper 

assistant 

sai1maker 

Sai]０丁

Steward 

sailmaker 

corpora］ 

Ｓａｉｌｏｒ 

bookkeeper 

sailor 

saiIor 

sai]or 

sai】oｒ

boatswain 

sailor 

sailor 

saiIor 

corporaI 

sailor 

saiIor 

Ｓａｉｌｏｒ 

Amsterdam 

Bandａ 

Amsterdam 

Amsterdam 

Ｈｕｌｓｔ 

HambuTg 

Rotterdam 

Rotterdam 

Stokho]、

HiesenNie． 

uWburg 

Trincomale 

Leyden 

Amsterdam 

Ditmarse 

Ｃｍｂｄｅｎ 

Amsterdam 

Amsterdam 

1705.9.29 

1705.1０．５ 

1705.10.12 

1706.8.16 

170608.18 

170709・'０

１７０７．９．１０ 

1708.8.4 

1７０８．９．１６ 

1708.1008 

1708.10.8 

1708.10.14 

1708.10．1４ 

1709.9012 

1709.9.26 

1709.10.11 

1710.9.29 

1710.10.25 

1711.1.1 

１７１１．９．２２ 

171r９．２７ 

1712.8.23 

1712.9.10 

1712.10.9 

1713.8.14 

1713.8.19 

1713.9.14 

1713.9.30 

1713.10.27 

1713010.29 

1713.10.31 

1714.10.25 

１７１５．９･'5 

1715.9.18 

1715.9．19 

171609.17 

1716.10.20 

1716.10.2１ 

〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃
〃〃〃
〃
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ｎａｒｎＰ ｅ ｌ ｔ ●１ ｔ birthplace dateofbirth yearoldeath burialplace 

Gelyn(?)Freeke 

HendrikdeVoge］ 

ＨａｎｓＨａｎｓｚｎ 

DeuwePieterszn 

""A"o〃'１

JanBaddelman 

WesselJansn 

IacobusVabel(?） 

Swerns(?)Jansz 

JanBaI(?） 

f4Jzh〃DBD釦

PieteTWo…(?） 

JottisBottis(?） 

PieterJanst 

PieterBrooswel 

AlbertMarteus 

BarentAudTiesz 

GerardvanAaken 

HansAndTiesz 

VolkertHendrik 

PhilipＢａ]tzer 

""ﾊﾌﾞCO[p〃

ChristiaanJansz 

CoertChristi麺､＆Ｚ

WilIemJanszvan 
Swieten 

JohanPieter 
Crudon 

ClassJansenPaap 

DirkBoudewynSe 

JanAndriez 

PasquierNiko 

JanRoelolfze 

PieterJanzen 

CasperJanszen 

LaurensWy側berg

AryBoockesteyn 

PieteTvanDyk 

YsaackPieterszen 

JanJansz 

PieterAndrieTsz 

JanPietersz 

Ｓａｉｌｏｒ 

under・sur．

geon 

saiIor 

saiIor 

sailor 

saiIor 

saⅡoｒ 

gunner 

saⅡoｒ 

Sailor 

saiIor 

sailor 

sailor 

saiIor 

saiIor 

under･mer． 

chant 

SailoT 

sailor 

sailor 

sailor 

saiIor 

ｓｅｎｌｏｒ･ｃａｒ－ 

penter 

assistant 

ｇｕｎｎｅｒ 

sailor 

sai]or 

sailor 

saiIor 

sailor 

sailor 

Ｓａｉｌｏｒ 

assistant 

saiIor 

sailor 

sailor 

saiIor 

sailｏｒ 

Middelburg 

Ｂｅｌｌｕｍ 

Ameland 

Ｂｒｅｍｅｎ 

Amsterdam 

Amste｢d2ｍ 

Drilburg 

theHague 

Java(?） 

Amsterdam 

Eyden 

Emden 

Copenhagen 

Ａｌpen 

Trooyburg 

Ｂｒｅｍｅｎ 

Ｂｒｅｍｅｎ 

OveIschie 

Amsterd2m 

CareIshaven 

Ｖｕｕｒ 

Oppen｢ade 

Elsenew 

1716.10.29 

1７１９０１．１１ 

１７１９．１．２０ 

1719.10.17 

1720.10.16 

1721.9.17 

1721.10.4 

1721．1０．９ 

1721.10.23 

1723.8.31 

1724.10.4 

1725o8.17 

1725.8.19 

172509．15 

1725.9.26 

1725.10.10 

1726.9o21 

1726.11.2(?） 

1727.8.4 

1727.9.13 

1728.7.26 

1729.9.20 

1729．９．２４ 

） 

1730.8.19 

1730.9.9 

1730.10.2 

1730.10.7 

1730.1０．９ 

1730.10.24 

1731.8.28 

1731.9.4 

1731.10.15 

1732o6.5 

1732.7.25 

1732.8．6 

1732.8・'6

1732.8.19 

1732.8.20 

〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃

〃〃〃〃
〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ title birthplace daIeoIbirlh vearofdeatb burialplace 

ornelisvanOveTen 

BastiaanMichielsz 

)irkBierman 

ierntFredrikLutken 

:hristiaanCor． 
,eIisznvanBeek 

>ornelisJansz 

anJanszBoud 

IurrianHej1dTikz 

|acol〕uｓｖａｎｄｅｌｌ
Ieuve］ 

IanHofsteeden 

lanWillemVisSer 

rjenkJurriaanzzen 

DirkOngersteyn 

lal1Lammertsz 

glassJansz 

lIendTiklleImerS 

IanTh〔〕masTielman

I，ieterRudolph 
Trede］ 

KarmanOverbeek 

SybrandChris. 
tlfHamSZ 

DavidTompson 

Pieterl<oetest唾eｋ

ClaasSuurve]。

ＷｉＩｌｅｍｄｅＳｗａｒｔ 

Engelbertvan 
Ciesel(?） 

AndriesValk 

Geor 

Berg i:,邸cderik
HeTmanussJustus 

WiIlemdeGroot 

AbbekerkGerrit 

ｒｌ"A"DzU〃

ＹｓａａｋｄｅＶａＩｋ 

J("A"｡【(伽

ReaaIArenas 

IlendrikWaTrink 

SacharasVolbregl 

""A"｡［(脚

gｕｎｍｅｒ 

saiIor 

Sailor 

saiIor 

sai]or 

sailor 

sailor 

s副ilor

sailor 

Sailor 

corporal 

sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

corporal 

Sailor 

sailo「

trumpeteT 

Ｓａｉｌｏｒ 

sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

Ｓａｉｌｏｒ 

assisant 

sailor 

saiIor 

merchant 

sailor 

masleroi 

sailing 
Ｓｈｉｐ 

Sailor(?） 

sailor 

saiIOT 

sailor 

Sailor(?） 

Hoorm 

Akers]o()ｔ 

Amsterdam 

Vieckelenburg 

Graawll 

EngeIsI]olm 

Amsterdam 

Emden 

Berendregt 

thellague 

IIelsen 

Grullminger 

Oldenburg 

E1st 

ＡⅡ［ｍａａｒ 

Bronsv(〕yｋ

Carelscr(〕()、

Hassemer 

Hamburg 

ＡＩＩ)he、

Rotterdam 

Rotterdam 

Amsterdam 

Bremel1 

IIarderwyk 

Bergen 

l)elft 

Langesond 

7３２．９．３ 

７３２．９．９ 

732.9.12 

732.9．19 

732.9o21 

732.9.23 

732.10.1 

732.10.14 

7３２．１１．２ 

[733.9.11 

1733.9.18 

1734．７．３１ 

'734.8.2 

1734.8.5 

1734.8.13 

1734.8.15 

1734．８０２２ 

１７３４．８．２４ 

'734.9.2 

1734.9.9 

1734.9.18 

1734.9･'8 

1834.9.20 

1734.9.21 

1734.9.22 

1734.9.23 

1734.1(1.14 

1736.9.9 

1736.9.10 

1736.9.15 

1736.10.3（ 

1737.8.1(） 

1737.8.19 

1737.8．27 

1737.9.20 

1737.10.1 

1737.1(〉｡ｌ‘

〃〃

〃〃〃〃〃
〃〃

〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃
〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ birthplace daleofbirth yearoIdeath burialplace 
(?） 

IIarmanusBoone 

""ん"o〃〃

ＷｉｌＩｅｍｄｅＰｙｐ 
rｨ"A"oz《ｗ

ﾉｲ"A"oｌｌｗ 

CIaasJansz 
Domine 

JanSteynier 

ChristiaanScherps 
ｍ９ 

JandeKoster 

Benjaminde 
Grooyer 

Lee､〔IeTtSyykers

CornelisdeVries 

CorneIisAndriesz 

Hendrikl-Iaak 

ServaasSchaf 

IanMaHDswelks 

MartenEngdsz 

AndriesJoSeph 
Brunauw 

ThomasPietersz 

r（"ん"”ｗ

『ｨ"A"01()〃

卜IansCarster

〕erritBranden

)irkKuyper 

ⅥareusPieterSs 

lanEvertSs 

〕ieterBerkhout
Felkers 

lendrikVroom 

〕erritJanssde
/ries 

ochemPieterss 
ipade 

〃"〃２０[《呪

ReynierHolck 

ochemDoedel 

acobuSvanHeem． 
tede 

》1aasMeyer

Ｓａｉｌｏｒ 

assistant 

SIave 

saiIor 

saiIor 

sailor 

Sailor 

trumpetel 

Ｓａｉｌｏｒ 

sailor 

SaiIor 

ｇｕｎｎｅｒ 

saiIor 

sailor 

sail()｢ 

under､mer． 
chant 

sailor 

sail〔Dr

sailor 

Sai】or

sai]or 

slave 

Hailor 

sai1or 

steward 

saiIor 

sailor 

sailor 

saiIor 

sailor 

Sailor 

sailor 

sail(Dr 

sailor 

lead･ＣＯ()per 

sail(〕ｒ

Java 

KoniI】gsbeIXe’

Kasteleyn 

Ghent 

Amsterd51m 

Zierikzee 

thel-Iague 

Jｆｗａ 

Ｈｏｏｒｎ 

Steur 

Delft(?） 

737.10.21 

737.10.2, 

738.1.2 

738.10.11 

738.1Ｌ3 

738.11.4 

739.7.30 

739.8.5 

739.8.7 

3９．８．８ 

F39.8 

3９．９．７ 

３９．９．１１ 

３９．９．１４ 

３９．９,1５ 

3９．９ 

39.9.24 

39.9.27 

39.1０．１ 

39.10.2 

39.10.5 

4０．６．６ 

40.8.24 

4０．１０．３０ 

41.9.13 

12.8.1９ 

４２．８．２３ 

'2.9.7 

12.9.9 

1２．９．２２ 

･９．２７ 

'２．１０．２４ 

１３．１０．１５ 

１３．１１．１１ 

'4．８．１１ 

４．８．２０ 

〃〃〃〃〃〃〃
〃〃

〃〃

〃〃〃〃〃
〃〃〃

〃〃〃〃〃〃
〃〃〃
〃〃
〃

〃〃〃〃
〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ ｔ birtbpIace dateofbi『tｈ yeaTofdeath burialplace 

IendrikKopers． 
age「

lanPauIusHolst 

VIartinStargart 

lacobRoosendaal 

3erritStoevenryk 

lanLaurensSchorff 

PietervanRyswyk 

AdriaanJohanns(?） 

PietervanDussen 

iacobvanKuyk． 
horerem 

ComelisPetier 

IanJochem 
Ludeman 

IacobusHaTtswig 

JanvanAssen 

JohannesJacobs 

MarinusAremans 

LambertWeese‐ 
laar 

JacobRicard 

JａｎＰｙＩ 

HendrikCoubelszn 

JanAbrahamSeboＩ 

SweerusBarends 

HendTikMom…(?） 

J《"ん"OIF〃

Christiaen 

Karstens 

z"３A"0[U秘

Basti韮rlReese

JacobRoege 

WilIemSammbery 

ＤａｖｉｄＳｏｍｅｒ 

ReynierWillemdeVos 

VolkertNanning 

JanKist 

PieterKrynen 

ComelisBrommene 

Sailor 

sailor 

assistant 

saiIor 

steward 

drummer 

sailor 

gunner 

sailor 

aBBistant 

sailor 

sailor 

Sailor 

unders､steemS 

sman 

under-car． 

penter 

sailor 

SaiIor 

bookkeep． 
ｅｒ 

ｍ窪terof

saiIingship 

sailor 

sailor 

saiIor 

quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 

sailor 

sailor 

sailor 

sai]or 

sailor 

saiIor 

sailor 

assistant 

sailor 

sailor 

boatswain 

Sailor 

Ｂｒｅｍｅｎ 

FlensbuTg 

Leyden 

Leyden 

Hamburg 

Amsterdam 

Amsterdam 

Wercum 

Ｇｏｅｓ 

Amsterdam 

I-Ioorn 

Genl1n 

Straalzond 

Medemblik 

V1issingen 

７４４．９．２６ 

[744.10.19 

[７４４．１１．７ 

[745.7.30 

[745.8.26 

[7４５．９．２ 

1745.9.27 

1745.10.1 

1745.11.3 

'745.11.25 

1745.11.27 

'746.8.28 

1746.8031 

1746.9.1 

1746.9.24 

1746.10.19 

1746.11.8 

1７４７．７．５ 

1747.8.22 

1７４７．９．１ 

１７４７．９．９ 

1747.9.24 

1747.9.27 

1749.(?)･21 

1750.9.17 

1750.11.2 

1751.9o６ 

l75L9･24 

1751.10.5 

1751.1207 

1７５２．９．４ 

1752011.7 

1７５２．１１．２３ 

1753.8.5 

1753.8.7 

〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃

〃〃
〃

〃〃
〃

〃

〃〃〃〃
〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
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、ａ｢ｎｅ title birthplace dateofbirth yearofdeath buriaIplace 
JanGodけied
Wegenaar 

HermanusGeerser 

Ｗ 

ｄｅ 

""h"0“〃

柵
ｄｖａｎＨｉｄ‐ 

2J"lhUOzUjd 

U4mA"o[ｗＩ 

ｍｒＡ"o抑〃

WiUemHottiI 

FransvandenBr…eｌ 

JohanCasper 
Theyer 

BooyHanren(?） 

JanVerwer 

JanFrederikBarteIN 

""んD30w〃

Christiaen 

Hevers(?） 

PieterKinderdyk 

PieteTSchsute(?） 

HaTmanusHarmeus 

｢aｎｖａｎＥｌｓｔ 

｢ohanHendrik 
Rietveld 

siveris(?)ObeTg 
Ｏｔｔｏ 

!《"陶zo泌兀

(?） 

IermanusdeVry 

｢eunisTeunisse 

IacobStohman 

〃"h"OZU〃

)irks 

虹"A"oｚｌｗ

riIlisKok 

rransJanszKor‐ 
Ieek 

)ominicusSolyen 

anJonsetlede 
iroot 

rerrardusvanAken 

ａｎＷｉⅡemGros(?） 

ohannesQuist 

Ｓａｉｌｏｒ 

saiIor 

slave 

saiIor 

sIave 

sIave 

slave 

sailor 

sailoT 

sailor 

sailor 

sailor 

ａｓＲｉｓＩｎｎｔ 

sIave 

sailor 

SaiIoT 

saiIor 

saiIor 

sailor 

SailoT 

saiIor 

sailor 

sailor 

sIave 

SaiIor 

sai]or 

saiIor 

sailor 

sailor 

sailor 

saiIor 

sailor 

saiIor 

assistant 

saiIor 

sailor 

Java 

Schiedam 

Java 

Java 

Java 

Amsterdam 

Wissenaar 

Frensburg 
AlkmaaT 

Java 

Heurs 

Middelburg 

Griethuisen 

Karelsbroon 

Amsterdam 

ＢａＩｙ 

rrikke〔ioor(?）

Danzsig 

Dordrecht 

Dirkland 

Lisbon 

Rotterdam 

， anzs】９

Nieuwrosmaa「

1753.9.6 

1753.10.2 

1754.1.19 

1７５４．９．３ 

1754.10.1 

1754.1.19 

1754.10.1 

1754.10.8 

1754.10.14 

1755.8.25 

1755o9.10 

1755.10.6 

1755.10.29 

1755.12.１１ 

1756.8.28 

1756.8.30 

1756.9．18 

1756.9.24 

[757.9.3 

1757.9.6 

[757.9.10 

[758.8.23 

1759.12.1 

760.1.29 

（ 

760010.19 

760.10.27 

760.10.31 

760.11015 

760.１１．２１ 

761.9.29 

761.10.4 

762．９．１４ 

７６２．９･'９ 

762.1Ｌ13 

762.11.25 

762.11°２５ 

〃

〃〃〃

〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃
〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃
〃〃

〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ Ｉ birthplace dateofbirth yearoIdeatb burialplace 

DhdTiesdeB｢uyn 

WiⅡeｍｄｅＧｒｏｏｔ 

lanJonszBol 

PieterAllemans 

IohanChriStiaan 
ZIiasGister 

EIkeRynders 

CllTistiaanKruI 

PielerLaurenS 

DirkCroesman 

JacobHiIIebrand 

JanMossel 

ＢａＴｅｎｄｖａＩ１Ｂｅｍ‐ 
meIen 

BarendvanMelsen 

JanFrederikWalder 

JｨJwMol(伽

JaIuFranGoisdellaut 

JanBerl 

WiggertJanssen 

AdrianusJansen 

JohannesJacobsz 

JohannesCornelis. 
ＳｅＧｏｒｇ(?） 

JanEckhart 

AndriesHartman 

JurgenlIoIm 

DirkGraauw 

AdolphWentseI 

YsaacdeKasser 

RichardPype 

CornelisHansen 

GodfriedTemeld 

CarelFrederikOn 

ｌａｎｄ 

Charles 

『"iA"DlU〃

JanTraanberg 

CasperVink 

under-slee 

ｒＳｍａｎ 

sailor 

SaiIor 

sailor 

sail()『

Sailor 

Lmder-stee． 

ｒｓｍａＩ１ 

saiIor 

Sailor 

quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 

sailo1・

Sailor 

Sailor 

corp⑪rａｌ 

ｓｌａｖｅ 

surlKeon 

Sailor 

sailor 

Sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

carpenter 

sailor 

sailor 

sailor 

sailor 

ＣＯ()ｋ 

Sailor 

S]ave 

slave 

sailor 

c()rporal 

Amsterdam 

Amsterdam 

Ｗｙｋ 

Maastricht 

Overwitter． 
steede 

(iToeningen 

Gordyk 

Amsterdam 

Ilarderwyk 

Ｂｒｅｍｅｎ 

Amsterdal1l 

Middelburg 

Strasburg 

Jav8l 

Ａａｒｌｏｎ 

Danzsig 

Leuwaarden 

Zirkzee 

Ansbag 

ＨａｍｂｕｒＲ 

ＮｅｗＹｏｒｋ 

Amsterdam 

Stockh(〕1ｍ

Scherring 
housen 

Ruysmund 

Liverno 

Rotterdam 

ChristinI1s． 

sand 

Ｎｉｍｐｓ 

Leveren 

CormaI1del 

Stocl《holm

Eversberg 

[763.8.4 

'765.8.12 

[765.8.26 

1765.9.16 

【765.10.13

1765.10.18 

1765．1０．１９ 

1766.9.24 

1766.10.18 

1766.10.25 

1７６７．９．３ 

1７６７．１０．１４ 

1767.10.29 

1767.12.22 

1767.12.22 

１７６８．５．１７ 

１７６９．８．１４ 

１７６９.８．３１ 

1769.9.7 

1769.9.8 

1769.9.20 

1769.10.13 

1769.10.2８ 

１７６９．１１．１１ 

1７７０．２０９ 

1７７０．９．１４ 

1771.10.11 

'771.10. 

1772.9.3 

1772.10.24 

1772.10．2５ 

1773.6.21 

1774o７．５ 

'774.8.10 

1774.8.14 

〃

〃

ノノ

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

ﾉノ

〃

〃

〃

〃

ﾉノ

T5y6in． 
temple 

Goshinji・
temple 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ﾉノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ
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ｎａｍｅ (itle birthplace daIeofbirlh yearoldea【ｈ burialplace 

CIaasTeuntje 

JosephSchrewden 

LaurensCoert 
Brandse 

JohanHerman 
Ｇｒｏｏｔ 

WilIemSchr｡der 

AdriaanJohan 

Wannemaker 

LubkeSjoers 

CorneIiSDuyndom 

J(〕hanX1esRowe

ClaasPieterSz 

AugustinusdeLik 

PieterAsschhoff 

Michie］Ｋｏｋ 

JanAdriaanBeck 

Dirkllendrik…(?） 

JanPietersen 

ChrisliaanThoma鑓e、

HuybertFeliSe 

WillemGarner 

CornelisGi]Iｉｓｖａｎ 
Veltom 

IurgenGIuITgave 

JeanBaptist 
Scholist 

Thennis(?）Bare､。
Winter 

A・WiI1ems

DhristiaanPieter 
Brett 

losephFTederikllek 

RobbertSjoerts(?） 

ＩａｎＶａ【lle

４】】driesSeverien
Juist 

)ybranddeRoode 

'allCoersse】１

１eｒｍａｎｕｓＭｕｌｄｅｒ 

>hristiaanBasse 

ohanHaaff 

sailor 

sailor 

sailor 

ass1stanl 

cｕｏｋ 

Ｓａｉｌｏｒ 

agsistant 

sailor 

sailor 

snil〔)ｒ

Ｉｓａｉｌｏｒ 

Ｓａｉｌｏｒ 

ｇｕｎｎｅｒ 

ｃｏｏｐｅｒ 

bookkeepeT 

sai1or 

saiIor 

S51iIOT 

sailmaker 

boatswain 

assIstant 

anchorman 

＆gunner 

saiI()ｒ 

ｓ【lil0r

sailmakeT 

Ｓａｉｌｏｒ 

boalswain 

smith 

sailor 

;aｉｌｏｒｉｌｌ 

=hargeof 
｡ordage＆ 
Ｅａｒｇｏ 

ｓｔｅｅｒＳｍａｌ１ 

saiIor 

5ailor 

sailor 

sailor 

sailor 

Ｈａｍｂｕｒｇ 

Ｇｒｙｎ 

Christiania 

St(〕ckholm

Rotterdam 

Oukerk 

Wassenaar 

SluUsgelasten 

ＭａＩ ｇｒｕｒｍ 

Genua 

Byp 

LeydeI1 

BremerleI 

Copenhagen 

Ａｍｏｎｄ 

Ｄｅｌｆｔ 

Amsterdam 

Vlissmgen 

ＡｍＩ〕ssegt

Anlwerpen 

Zogendaal 

Gronin鷲eI］

Stogar［ 

London 

BremeI1 

Ｃ〔jpellhagen

Amsterdam 

Oldenburg 

DUsseldorp 

Muyden 

ROtterdam 

３ 

２７ 

－、

のど←⑨

〈０

５１２２２２３７９１０１２２４１１ 
００ 

２［Ｉ８１２． 

２０１ 

１ 

●●●●●●●■■且つくＪつⅡ且●●□●
３ 

Ｐ。【Ｉ２３４５

・８１２２１３９］
●●●●◆〈叩ｖ〈ｍｕＣＩＬ●ⅡⅡ●Ⅱユ■Ⅱ且可０△■Ⅱ且Ｂ●■へｎＶ八叩や八⑪リハⅡ）

●●●●ｄ８Ｌ■０△ 

几Ⅲ叩●●●●●●●
８９９９９１ｌｌｌｌ１ｌｌ７７９１１１１ 

ｍⅢｖ〈Ⅲ〉几Ⅱ〉Ｑ■且ｃＯ

ｌ８８８８９９９ 

●●●■●Ｃ 

ｌ１１１８８ 

４４４４４４Ｊ小小小小小小小詠研泳琲証けふ
●● 

●●●ひ●●

●●●●●● 

５６６６６６６６ 
７６【ｐＩ７－ワリ０房Ｊ０７０〃Ⅱ、【ｙ０一Ｊ０【Ｊ０庁Ｊ０【〃Ｉ行Ｊ０【Ｊ０ワイ【Ｊ１句Ｊ０【Ｆ１守口〃７０巧■０

〈０くり〈０くり’１句ｌ

【１戸Ｉ句Ｉ丙Ｊ句Ｉ局Ｊ【ｌ庁１
７Ｊ７０匂■０戸７０７Ｊ７０７－戸Ｊ□【〃０行Ｊ０７０ワ６［〃６７０７０ワーケイ７０句００【〃０

【Ｉ７７７【Ｉ７

７７７【Ｉ７７【－二Ｊ
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１ 

７７７７【ィ７

１１－－－－１Ｉ 

〃〃〃
〃

〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃

〃〃

〃〃〃

〃

〃〃〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ ｌ ｔ ●■■■ ｔ birthplace dateofbirth )'earofdeath burialpIace 

Ger｢iｔｄｅＷｉＩｄｅ 

CareISmith 

A･Ｅ・JanSchutS

IanChristiaan 
Siedenburg 

JanComelisWitte 

ThomasNeegeIFs 

"jlJb"α(）〃

Jacobusvander 
Post 

AdriaanMeIchior 

JanDirk 

JanNicolaａｓＷｉｔ 

JohanJochemKok 

GerritGaalkop 

JacｏｂｕｓｄｕＭｏｎ(?） 

HermanJansz 
Walraven 

ＡｎｔｏｎｙｄｉＰａｎｇ 

JohanGodfried 
Raaf 

TransFrederik 

Ｆｏｅｌ 

NeIiS(?)Murze(?） 

Joh：Fried：Geelman 

JohanLevien 

CorneIisDirkse 

WiuemBensing 

JansenBusschede(?） 

?《"ん"0["》２

ArienWitteblink 

FｒａｎｓｄｅＶｏｓ 

Ammelutjes 

Ysn釦ｃＬｅｃｕ

CornelisVaarding 

AugustusAnthony 
Ｒｅｅｍｅｒ 

GerritGeTritSe 

ＥｖｅｒｔＳｗｅｎ 

BarendFrieberg 

JobannesManhout 

SailoT 

sailor 

under-meT． 

chant 

Sailor 

a聖ismｎｔ

amchorman 

＆gunner 

senior・sur‐

geom 

slave 

a聖istant

steward 

sailor 

sailor 

saiIor 

SaiIOT 

saiIor 

sailmaker 

Sailor 

saiIor 

saiIor 

smith 

sailor 

carpenter 

sailor 

sailor 

saiIor 

sailor 

sailor 

steersman 

saiIor 

carpenter 

cooper 

assistant 

cook 

Ｓａｉｌｏｒ 

SailoT 

saiIor 

sailor 

saiIor 

Amsterdam 

PoStlien 

Amsterdam 

Buyksloot 

Java 

DeIft 

Utrecht 

Danzsig 

Badok 

StraaIsond 

Utrecht 

MiddeIburg 

Ｌｉｅｍ 

Danzsig 

Nieuwediep 

Dortheim 

Harlingen 

Amsterdam 

Gottenberg 

Amsterdam 

SｗｏＩ 

Ｌｅｍｍｅ 

Amsterdam 

Berkel 

Stade 

Bikbergel1 

ＮｏＴｗａｙ 

WeseI 

Gent 

1777.8.27 

1777.8.27 

1777.10.24 

1777.11.2 

1777.11.14 

1778.1.27 

1778.7.5 

1778.9.9 

1778.9.14 

1778.9.14 

1778.9.18 

1778.10.8 

1778.1r5 

1778.11.8 

1779.4.16 

1７７９．８．２０ 

1779.9.5 

1779.9.７ 

１７７９．９．９ 

１７７９．９o22 

1779.10.3 

'779.10.26 

1779.11．17 

1779011.21 

1779.12.5 

1780.8．11 

1780.8.27 

1780.8.30 

1780.9.2 

1780.9.2 

1780.9.6 

178009.18 

1780.10.2 

1780．1１．７ 

1780.11.11 

〃〃〃
〃

〃

〃

〃〃

〃〃〃〃〃〃〃
〃〃
〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃

〃〃〃〃
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ｎａｍｅ ｅ ｌ ｔ birthpIace dateofbirth yearofdeatb burialplace 

OttoDries 

NicoIaasAndreas 
ＨｅＩｔ 

AbrahamWillem 

Ａｌｖｉｓ 

PieterKnaap 

PieterSimberg(?） 

JanSybramdse 

JacobSwitsen 

ErnstRudolph 

Christiaanvon 
Beckstein 

Michie］Schouwer 

FrederikRudolf 

Olshof 

LynEdeIe 

wjwt7UolU〃

Ohrispyn 

ChristoiYelWeiSgerber 

Ger｢itVrits 

ReynierMoⅡｅ 

JohanJacobBrann 

HendrikDuyver． 
steyn 

LaurensLaukhorst(?） 

JanBouwmeester 

JanWiⅡeｍＰｏｔ 

ChristiaanHendrik 

ScbaIthooren 

ComelisMadem 

JanBuys 

JanFanvarcqvan 
denBriel 

TobiasOldendick 

IIermanMourik 

Teebeek(?） 

JａｎＳｉｍｏｎｖａｎｄｅｒ 
Linden 

CIaasMunster 

GerritViesel 

Sailor 

sergeant 

clerk 

ＣＯＯｐｅｒ 

sailor 

carpenter 

saiIor 

bookkeeper 

ｓｅｎｌｏｒ｡ 

steersman 

Sailor 

sailor 

slave 

boy 

sailor 

sailor 

surgeon 
３rdcU2ss 

corporaI 

cｏｏｋ 

assistant 

cooper 

saiIor 

sailor 

ｓｅｎｌｏ「‐

surgeon 

Ｓａｉｌｏｒ 

assistant 

sailor 

saiIor 

sailor 

sailor 

surgeon 
３ｒｄｃｌａＳＳ 

StrenweI 

Amsterdam 

CareIshaven 

Dordrecht 

Zurg 

Hessen 

Java 

Gouda 

MitIingen 

ThooIen 

Campen 

Amsterdam 

Nukerken 

RadeTs 

Rotterdam 

PuTmerend 

Dirklagen 

Belsebel 

Amsterdam 

HeImhorn 

Rotterdam 

1780.11.18 

1780.11.29 

1781.8.7 

1781.9.19 

1781.10.3 

1781・’1.1

1781.11.27 

1782.11.30 

1７８３．９．４ 

1783.9.27 

(?） 

1783.10.6 

1783.12.29 

1784.1.11 

1784.8.20 

1784．9.12 

1785･Ｌ２６ 

1785.1.28 

'785.10.16 

1785.12.26 

1786.8.24 

1786.8.26 

1786.8.26 

1786.9.6 

1786.9.12 

1786.9.1４ 

1786.10.1 

1786.10.5 

1786.10.22 

1786･’1.9 

1787.1.21 

〃〃
〃

〃〃〃〃〃
〃

〃

〃〃〃〃〃〃
〃〃

〃〃〃〃
〃

〃〃

〃〃

〃

〃〃



212 

ｎａｍｅ title birthｐｌａｃｅ dateofbirth yeilro(death burialplace 

lａｎ〔…〕hunChris．
Fi麺ｎｓｅ

ClaasBeuseman 

IlansTheunis 

FrederikAugust 
Lemke 

ThDmaSFIos(?） 

FrederikSlegting 

JanGoeree 

HendrikJosephus 
deProvooSt 

JosephLeRoy(?） 

AnthonyBeyer 

ＴｈｏｍａｓｖａｎＴｒｉｅｔ 

HendrikVers]uys 

Ja【ISurith(?）

JanPhilipMuI]eｒ 

JanJansen 

PieterJacobs 

HendrikvanderCist 

Care1Naaytums 

JuriaanHause 

ArieJosephdejong 

ＷｉⅡemlleyns 

JacobLaurens 

JanFredrikkieIman 

PhiliplloethuySen 

CoenraadHendTik 

KippeIaar 

RensI〕ie【erBlauw．
boer 

JanＳｍｉｔｈ 

JacobusSammeling 

IlendrikBromerls 

johanjacobReHront 

Freurllarlebeeven 

JanMiggielAckeｒ 

I〕ieterkn(〕bardt

ClaasSybrand 

JohaI1GodlibSch． 
adewits 

JanHendrik 
Gele’(?） 

ClaasLendhuyzen 

Cade（ 

sailor 

saiIor 

sailor 

saiIor 

sailor 

sailor 

Sailor 

steward 

boatswail1 

captain 

boatsｗａｉｎ 

carpenteT 

sailor 

saiIor 

sailor 

sai]ｏｒ 

quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 

Sai]or 

sailor 

sailor 

sailor 

cook 

sailor 

saiIor 

carpenter 

sailor 

sailor 

sailor 

saiIor 

Sailor 

sailor 

sailor 

saiIo「

Ｓａｉｌｏｒ 

sail〔)ｒ

Sailor 

Vlissingen 

Visner 

Egerson 

Ridderboren 

Middelburg 

Hanover 

Leyden 

Qstend 

Amsterdam 

Ｂｒｅｍｅｎ 

Rotterdam 

Gouda 

IIeusburg 

Verteveld 

FIeusburg 

Veuren(?） 

thellague 

GheIlt 

Copenhagen 

wilze 

EIkenhenden 

Denmark 

Mergenfeld 

EIbeveI(’ 

I-Ii1denheym 

Sardam 

Leyden 

Amthaage 

IIamburg 

CareIsIand 

Maastricht 

Lobiel 

Zeeland 

Leipzig 

Oldenburg 

Amsterdam 

1787.1.29 

1787.9o９ 

1787.9.10 

1787.9.19 

1787.9.28 

1787.10.6 

1787.10.6 

1787.10.8 

1787.10.12 

1787.10.15 

1787.10.16 

1787.10.18 

1787.10.22 

1787.10.26 

1７８７．１１．３ 

1７８７．１１．１０ 

1788.8.16 

1788.8.25 

1788.8.28 

1788.8.28 

1788．８．３１ 

1788.9.6 

1788.9.7 

1788.9.10 

1788.9.10 

'788.9.27 

1788.10,6 

1788.10.13 

1788.10.14 

1788.10.15 

1788.10.19 

1788.10o25 

1788.10.27 

1788.10.31 

1788.11.4 

1789.8.10 

1789.8.20 Ｊ 

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃
〃

〃〃〃〃〃〃〃〃〃
〃

ｊ 

〃

〃〃〃

〃〃〃〃
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DｒｌＯＩｄｅｌｌｂ 

「
凸

【
】

【
】

〕roneber唖

【】ＩＩＬ‐列Ｕ１

30［ 

］;か、尹

P1 

L｣ 

ｎａｍｅ titIe birthpIace dateolbirth yearofdeath bunalplace 

AIbertWiIIems 

PieterAlbertde 

Graaff 

ErnstEden 

ChristoffelChris‐ 
tiaanStens 

lanJacobHaaneman 

Josel〕hSchenme

MichielAndriesen 

GodfriedHofman 

CorneIisSeymons 

GerritSnoek 

GysbertMittrop 

JosephvanLmgen 

Ｃｅ]lisVersteVn 

P．Ｈ･Broekman 

Christoffe］Roelofs 

ErikNieulsroom 

PielerBergreen 

ClaasChristiaanse 

WillemVroom 

JanCoersen(?） 

Gysbertllemmy 

'（"ん"ozUw

Jｲﾝ2A"o（４）〃

""AP"0Ｗｺﾞ 

ﾉｲ"ん"CNW

〃"A"olwl

J（"AjrozU〃

〃"〃'o【(ｗ

〃"″１０【(抑

JanFredrikFeeiIke 

""〃ICI(伽

IlarmanesSmit 

PieteT．Ｍ,Veeris 

J《"脳！()[(抑

DoeffSjokits 

JａｎｖａｎｄｅｎＢｅｒｇ 

sailor 

saiIor 

saiIor 

sailor 

sailor 

SaiIor 

SaiIor 

sailor 

sailor 

Sailor 

sailor 

saiIor 

sailor 

sailor 

saiIor 

saiIor 

assistantaI1． 
chom1an＆ 

gulmer 

quarter． 
ｍａｓｔｅｒ 

Carpenter 

Sailor 

chiefof 
DutchFac‐ 

tｏＴｙ 

sIEWe 

slave 

sailo「

ｓｌａｖｅ 

ｓＩａｖｅ 

ｓｌａｖｅ 

c()ｏper 

Sailor(?） 

surgeon 

sailor 

lstclerk 

〔)Hicial

sailor(?） 

ｓｏｎｏｆＨ． 
Doeff 

Ｓａｉｌｏｒ 

Amsterdam 

BuyksIoot 

Straatsen 

Capetown 

OIdellburg 

Marseil1es 

Dronthem 

Byleveld 

Ekmond 

llaaIem 

IIaalem 

LeeuwardeI】

Amsterdam 

VIissinHen 

DTonebergen(?） 

Geminelcar､te(?） 

Stockholm 

Westemaarde 

Ａrim 

Amersfoort 

Ｃａpet(〕ｗ、

Java(?） 

Java 

Java 

Java 

Hoorn 

Amslerdam(?’ 

ＮａF【asaki

Amsterdam 

1789.8.21 

1789.8.30 

1789.9.2 

1789.9.8 

1789.9.15 

1789.9．1５ 

１７８９．１００６ 

1789.10.12 

1789.10.28 

1789.11.1 

1789.11.3 

1789.11.15 

1789.11.20 

'７９０．１００４ 

１７９０．１ル6

1790.11.9 

1792.9.18 

'792.9.21 

1792.11.1 

(?） 

1798.6.8 

1８０５．５．１ 

1806.8.26 

1807.7．23 

1809.9.22 

'8０９．１１．１５ 

１８０９．１１．２５ 

1８１３．７．２１ 

1813.11.13 

1814.7.28 

1814.9.26 

1821.8.14 

1822.10. 

1823.5.18 

1824.2.18 

1825.12.15 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Tennenji． 
tempIe 

Goshinji． 
temple 

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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ｎａｍｅ title birthpIace dateolbirth yearofdeatll burialplEIce 

2ｨ刺ADjo抑)Ｉ

Ｎ…(?)SchrUteT 

WiIlemJansen 

KornelisHanenpcot 

Christiaan 

Oeymans 

ＪＭ､Zoetermeer 

z《"ﾊｵzOl4w

ＣＪ・Roetleken

r《"A"OZU〃

F､Ｃ､ＬｕｌｍＳ 

SijmenSchipper 

JacoddeBoom 

Pataas 

HendTikdewijn 

Ｍ､ｌＨ､Dadeler 

J・StekeIemburg

AnnaMariaFis． 

cher 

HalverOelsen 

ＥｎｍａＪ・verbeck

NanningDekker 

ＷｅｓｓｅＩｄｅＶｏｓ 

HenricusCoenra． 
dusYoannesHeus． 
ｋｅｎ 

Ｎ､Ｇ・Sieburgh

ＬＰ・Cuyer

PhilippusBraacx 

J､Ｐ､Carst 

Ｔ､ＪＪ・ｖａｎｄｅＰｏｌ．
der 

BarthelmeusSin． 

deren 

DoTotherAcatha 

Schiff 

Sailor 

carpenter 

probation 
eTSailor 

Sailor 

boatswain 

ｓｅｎｌｏｒ. 

steersman 

upper・
SteeTSman 

oIficer 

sailor 

assistant 
２，．class 

ｅｎｇｍｅｅｒ 
ｌｓｔｃｌａｓｓ 

Sailor2nd 

class 

stoker 

chiefpilot 

sailorlst 
class 

sailorlst 
c]ass 

Sailor 

captain 

captain 

interpreter 
US此gation

oITicer 

sailor3rd 
class 

merchant 

student 

interpreter 
French 
consulate 

Ａｍ白tTdam

Groningen 

Ｅｍｄｅｎ 

Rotterdam 

Java(?） 

Texel 

Grieswalden 

Noordorp 

Amsterdam 

Amsterdam 

Amsterdam 

Rotterdam 

1817.10.25 

1818.6.21 

1822.7.19 

1８３６．４．７ 

1860.1.26 

1８３２．１．２０ 

1827.10.18 

1833.10.６ 

１８４１０１２．２ 

1825.12.18 

1826.10.11 

'827.805 

1827.9.6 

1828.9.13 

（?） 

1844.8.21 

1844.9.（ 

1844.10.27 

1844.9.2 

1852.1０．１１ 

1855.8o2 

1855.8.4 

1８５５．９．７ 

１８５７．１．８ 

1857.12.6 

1857.12.12 

1８５８．８．８ 

1860(?） 

1８６０．２．２ 

1860.2．26 

186002.26 

1861.1.15 

1862.6.27 

1862.6.7 

1864.4.9 

1866 

1867 

1868.5.13 

1869.4.2 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

,〃

〃

〃

〃

ﾉノ

〃

ノノ

〃

〃

ﾉノ

Ｙｏｋｏｈａｍａ 

Goshiji． 
tempIe 

Yokohama 

〃

KDrinji． 
temple 

Goshinji． 
temple 

ノノ

〃

Yokohama 

〃

Goshinji． 
temple 

Ｕｒａｋａｍｉ 
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ｎａｎｌｅ title birthplace dateofbirth yearofdeath bmiaIplace 
Ｃ､Ｆ・ＥＶ、B
dierk 

ardem 

JacobvanZamere1 

HermineMarie 
BouIet 

JamesRhynboud 

Ｈ､Ｍ、Ｂ､Carst

B,Dereiger 

Ｗ､Ａ・Toewater

HenderikJohanneS 
Frey 

』.』・Worek

ＡＭＪ・Benkema

EleazarMaricusd（ 
Rijke 

Ｍ､０.Gee｢ｔｓ 

Ｅ・Holterman

E.』・Wolters

』.Ｈ､Boulet

J､Vroom 

MariaScheerboom 
Frey 

E]sjeMariaJannet． 
ieHassoldt 

】.』・ｖａｎGendt

lohaumaMaria 
AIidaHassoIdt 

1.Ｗ･Ekstrand 

A､Ｊ､Ｃ､Geerts 

￣● Ｆｏｃｋ 

｡randusvander 
VlieS 

1.Ｗ・Ekstrand

｡er｢itBattekeij 

1V.Ｃ・vanOadt(?）

『､ｖａｎｄｅｒＨｅｙｄｅｎ

>』.Ｃ・Franｋ

〕・Ｐ.Ｇ､Ａ・Scherer

EverBonReT 

〕eWTinger

.Ｐ,ｖａｎｌｌｅｍｅｒｔ 

Ⅲ.』Ｂ､Noordhoek
Iegt 

Captain 

doclor 

Amsterdam 

Zeeland 

Oudendijk 

1816(?） 

1830 

1835 

1851 

1843.3.24 

1８４２．９．９ 

1869 

1869.2.21 

1870.1.22 

1870.1.24 

1870 

1872 

1872 

1872.2.2 

1873.1.5 

１８７４ 

1875.8.11 

1876 

1876 

1877.1 

１８７７ 

１８７８ 

1879.3.11 

1879.10.8 

[880 

I88L6･８ 

1882 

'883.8.30 

'883.2.4 

'885 

885 

886.3.17 

887 

887 

890 

893.6.6 

893.11.5 

893 

894 

894 

Yokoham 

Goshinji． 
tempIe 

Yokohaml 

〃

Yokohami 

〃

〃

Shuh 
hara 

ｏｇａ． 

〃

Yokoham5 

Shuhoga・
hara 

YokohamB 

〃

Urakami 

Yokohama 

Yokohama 

Shuhoga・
hａｒａ 

〃

Yokohama 

Shuhoga‐ 
Ｉａｒａ 

Yokohama 

〃

LJrakami 

LJrakami 

Yokohama 

Jrakami 

Irokohama 

〃

〃

〃

ihuhoga． 
Iａｒａ 

rokohama 

〃

〃
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ｎａｍｅ title birthpIace dateofbiTth yearoIdeath burialplace 

P.Ｍ,Carst 

Ｅ､terBraake 

WiggertCasper 
Bonger 

Ｔ､Ａ・Ekstrand

Ｍ．Ｐ.Ｒ・Ｃａｒｓｔ

Ｈ・Noordhoek

Ｈｅｇｔ 

GuidoFridolinVer． 
beek 

』.Ｗ・Ekstrand

PauIAdrtoan 

Jorles 

IoIdowicusstorne． 

brink 

FTederikK1ingen 

Ｇ､Ｗ､PaaIman 

GertrudeStorne． 
brink 

IsaacAlfredAilion 

Ferdinandplate 

HobertMarieLa 

ChapeIIe 

J､Reijkers 

Ｇｅｏ 
ｖａｎ Ili 

eWilIiam 

oogen 

Ｈ､Ａ・Scheuten

L､Ｊ､ＡｖａｎｄｅＰｏｌ、
ｄｅｒ 

Ａ､１.ｖａｎｄｅＰｏｌｄｅｒ 

OresteDusseldorp 

DavidAiIion 

JanCarst 

０.MarianneHegt 

CharIesEmilede 
Lerens 

JacobusMarinus 
GosilIe 

F､Ａ､Ａ､Kofod 

PieterGoudswaard 

ＫｉｗａＧｅｅｒｔｓ 

ＫｉｙｏｄｅＥｅｒｅｎｓ 

Wireless 

operator 

teacher 

Captain 

Amsterdam 

Hillegersberg 

l838o7o1 

1840 

1868.4.10 

1867.9.13 

1848.3.9 

1855.7.27 

1920.5.25 

188001.22 

1866.11.4 

1897.7.24 

1868.10.20 

1895 

1895 

1895.1Ｌ1７ 

l896o3o23 

1902 

1907 

1９１１ 

１９１２ 

1９１４．１１．１１ 

1917 

1917.9.3 

1９１７．１１．２１ 

1918 

1918.1.13 

1919.10.10 

1919.12.12 

1920 

1920.9.22 

1922 

1923 

1923 

1924.7.31 

1925.1.31 

1925.2016 

1926 

1926.5021 

1９２７．１．７ 

1931.6.19 

1932.2.12 

1934 

1934.1.15 

〃

〃

Shuhoga‐ 
luara 

〃

Yokohama 

〃

Ａｏｙａｍａ 

Yokohama 

Shuhoga． 
hａｒａ 

Yokohama 

Shuhogヨ
hara 

Urakami 

Yokohama 

Shuhogara 

〃

Ｕｒａｋａｍｉ 

Yokohama 

Shuhoga‐ 
hara 

Yokohama 

Yokohama 

Yokohama 

UTakami 

Shuhoga． 
ｈａｒａ 

Yokohama 

〃

Shuhoga． 
hａｒａ 

〃

Urakami 

〃

Yokohama 

Shuhoga‐ 
lｍｒ３ 
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ｎａｍｅ titIe birthplace dateofbirth yearofdeath burialplace 

GerritArend 

Gasille 

Ｃ､Ｆ、Biue

JohannesAnders 
vanDoorn 

JohannesMarks 

ＭａｒｉｅＡｎｎｅｄｅ 

Voogd 

ItoGasille 

GeraldRandolph 
Speelman 

JulianaABenecke 

GerzonN1nssbnum 

LouisSto(?)Rene 
brink 

Johamnavander 
Pot 

G､Couperus 

TanveAilion 

PeterGosiⅡｅ 

SachikoPIate 

S､Wiersum 

邸,nA;"02(！〃

HenTietteMaria 

Verheijen 

HenriettaAilion 

J,vanZeggelaar 

0,s(?)LiefSteBen． 
neke 

JozefAckermans 

IreentijiM． 
Schroder 

WalterRutte 

FerdinandAilion 

DirkJorritsma 

WilheIminaAiIion 

JohannesFranciscus 
vanMeyhof 

GerardusHendriks 

vanMeer 

ＰｅｔｅｒｄｅＶｒｉｅｓ 

WiuemHerrebrugh 

ＭｅｎｎｏＳｉｍｏｎ 
Wiersum 

Amsterdam 

1９１３．３．１１ 

１８６７．１０．７ 

1874.508 

1894.4.1 

1937．２．２ 

1871.9.9 

l938o3o18 

1934.5.6 

1９４０．１０．２１ 

1887.9.17 

1876.2013 

1862.6.5 

1871.8.14 

1870.9.19 

1952.7.22 

1952.12.15 

1952.5.14 

1953.4．１４ 

１９１７o６．１７ 

1953.12o2９ 

１９５４．９．１１ 

1888.9.22 

1928.10．20 

1884.12.13 

1904.4.27 

1875.5.1 

1885.8.2 

1959.8.20 

1934.2.7 

'934.10.4 

1936.1.19 

1937.1.13 

1937o２．９ 

1939.6.16 

1939.7.19 

1940.10.8 

1940.10.26 

1940.10.31 

1944･８．２７ 

1944 

1945.6.30 

1９４６．２．４ 

1951.2.17 

1951 

1952.7.22 

1952.12.16 

1953.2.2 

1953 

'953.4.14 

1953.5.12 

1953.12.30 

1954.9.11 

1９５５．２．２ 

1955ollo20 

1956.8.24 

1９５８．２．４ 

1959.4.25 

1９５９．４．２５ 

１９５９．８．２０ 

1960 

〃

Urakami 

Shuhoga． 
hara 

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Yokoh盆、ａ

Shuhoga． 
ｈａｒａ 

〃

ﾉノ

Yokohama 

Shuhoga‐ 
hａｒａ 

〃

〃

Yokohama 

Shuhoga． 
hara 

ノノ

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

Ｙｏｋｏｈａｍａ 
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ｎａｍｅ ｅ ｌ ｔ birthplace dntUofbi｢tｈ vearofdp;uth buriaIplace 

IendrickDe｢． 

,adf(?） 

ohannaC・Carst

kgnesvanderE1st 
(iｓｕｄｅＶｌｉｅｓ 

〕ornelisPhilippus
「uyk

｡harlieAilio】Ⅱ

ⅦathildaStorne． 
》rink

ⅥabelAilioln 

〕rummond

1890.1004 

1889.6.21 

1896.8.25 

1890.11.27 

1894.7．1６ 

962 

964 

964 

964.5.12 

968.2.10 

969.4.9 

９７６．５．２３ 

[982･'０．２４ 

?） 

〃

!〃

〃

ihuhOga． 
lａｒａ 

〃

〃

〃

〃

Yokohama 


